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退魔師はがけっぷち。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　少年は泣きじゃくっていた。

　道に迷ってしまったのだ。

　風が小枝を奏かなでる音や、えたいの知れぬ虫の歌が彼を怯おびえさせていた。

　あたりをつつむのは濃のう密みつな闇やみ。よく晴れた空には満月が輝かがやいているが、人工的な灯あかりに慣れた目には月明かりなどなんの助けにもならない。

「おーい、だれかぁっ」叫さけんでみたが、応こたえる人間はいない。ただ虫が一時鳴きやんだだけだ。まるで虫たちに聞き耳を立てられているようで、不気味だった。

　少年はキャンプに来ていた。学校行事の一いつ環かんだ。

　飯はん盒ごう炊すい爨さんやキャンプファイヤー、それに花火大会といった、キャンプ場での健全なお楽しみ──彼はまだ子どもだったので、健全であっても充分に楽しかった──を満まん喫きつしたあと、テントに潜もぐりこんだ。そして、夜中に目を醒さまし、自分が猛もう烈れつにトイレに行きたいことに気づいた。そこで、一緒に眠ねむっている級友たちを起こさないよう、そっとテントを抜ぬけ出したのだった。

　このキャンプ場は、森のなかにいくつか点在する、テントを張るための広場で成り立っていた。その広場のうち、トイレや水道が設置されているのはひとつしかない。

　あいにくなことに、トイレがあるのは少年のテントの張られている広場ではなかった。

　そこらへんの木をトイレ代わりにしてもよかったのだが、少年は妙なところで育ちがよく、抵てい抗こうがあった。

　昼間見たかぎりでは、トイレまでは大した距きよ離りではなかったので、少年はトイレに行こうと小道に踏ふみこんだ。

　それがそもそもの間ま違ちがいのもとだった。

　たしょう寝ねぼけていたのかもしれない。ずいぶん歩いたつもりだが、いっこうに広場に着かない。

　さすがの育ちの良さも尿によう意いに負けた。すっきりしたところで帰ろうとしたが、今度は行けども行けどももとの広場に着かない。べつにもとの広場でなくてもいいのだが、小道はまったく開けようとしてくれなかった。

　どうやら、本格的に迷ったらしい、と気づいたときは手て遅おくれだった。夜目で道だと思っていたものは、じつは木々のあいだの単なる隙すき間まに過ぎなかった。少年は道なき森のなかに彷徨さまよいこんでいたのである。

　あと数時間で夜が明ける。パジャマ一枚では肌はだ寒ざむいとはいえ、夏の夜に凍とう死しは考えられない。そのままじっとしていればいいのだが、恐きよう怖ふ感かんが先立って、少年は腰こしをおろす気にはなれなかった。

「救たすけてよぉ」また叫んだ。

　そのとき、背筋に寒気が走った──なにかがいる。

　幼い頃ころからのお馴な染じみの感覚だ。いや、気配を感じるだけなら、だれでも経験があるだろう。だが、彼の場合、ときならぬ寒気を感じると、たいてい怖こわいものが視みえてしまうのだ。

　避さける方法はある。最近になって、ようやく体得した技わざだ。寒気を無視することだ。なにか他ほかのことに集中して気を逸そらしてしまえばいい。その場を急いで離はなれるのも有効だ。

　少年は足を速め、キャンプ場に帰ることだけを考えようとした。

　だが、何者かの気配は少年の背中にべったりとついて離れない。

「なにも感じない、寒気なんてない」少年は自分に言い聞かせた。「なにも感じない。なにもいない。いるはずがない。なにもいない。なにもいない。なにもいない……」

　駆かけ出したら転ぶ、と思ったものだから、ひたすら早足で歩く。

　背後で鳥の羽音がした。あとから思えば、夜よ更ふかしの鳥が飛び立ったに過ぎなかったのだろう。だが、怯えきった少年の耳には、この世に存在してはいけない者の雄お叫たけびにきこえた。

　少年の喉のどから悲鳴が迸ほとばしる。

　彼は駆け出した。

　そして──予想どおり──いくらもいかないうちに木の根に足をとられて転てん倒とうした。

　慌あわてて起きあがった。鈍にぶい痛みが膝ひざ頭がしらに蹲うずくまっている。擦すり剝むいてしまったらしい。このていどの掠かすり傷きずですんで幸運に思うべきなのかもしれないが、少年にとって幸運に思うどころの話ではなかった。

　立ちあがると、右の足の裏に激痛が走った。転んだ拍ひよう子しに、履はいていたビーチサンダルを飛ばしてしまったらしい。

　裸足はだしで森を駆け抜ける自信はなく、泣き喚わめきながら少年はサンダルを探した。

「おまえの捜さがし物ものはこれだろう」声がして、背後からにゅうっと腕うでが伸のびた。

　燐りん光こうにも似た青い光を放つその腕は暗くら闇やみのなかでもよく見えた。人間の腕ではなかった。大人の腕でもこんなに長くない。なにより、人間の腕というものは、指が六本あったり、鱗うろこで覆おおわれていたり、鉤かぎ爪づめがついていたりしないものだ。

　腕がビーチサンダルを摑つかみ、少年の顔の前まで持ってくる。

「なにをしている？　おまえのものじゃないのかえ」

　促うながされて、少年はサンダルをひったくるように受け取った。足に履くことも忘れて、その場から逃にげようとする。

「礼れい儀ぎ知しらずの子だねぇ。お礼はいってくれないのかえ？」

「あ、ありがとうっ、おばさん！」少年は金切り声で礼をいった。おばさんといったのは、軋きしるようなその声がなんとなく中年女性のもののように思えたからだ。

「おばさん？」喉を鳴らすような音とともにきこえたことばは、咎とがめるような口調だった。

「ごめんなさい、お姉さん」

「ほんとうに礼儀知らずな子だねぇ。礼をいうときぐらい、目を見て話さないかえ」

　とんでもないことだった。振り向くと魂たましいが飛んでしまうような気がする。

　そのとき、風向きが変わった。背後から吹ふきつける風は不快な臭しゆう気きを含ふくんでいた。腐くさった水のような匂におい。

「ふりむいてくれぬなら、こちらから行くとしようかねぇ」

　駆け出したかったが、脚あしが竦すくんで動かない。
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　おぞましいほどに圧あつ倒とう的てきな存在感が正面に回りこもうとしている圧力が伝わってくる。背後からゆっくりと左ひだり肩かたあたりに。

　少年はぎゅっと目を瞑つむった。

「目を開けておくれよぅ」からかうようなお願い。吐はき気けを誘さそう沼しよう気きじみた匂いがまともに顔に吹きつける。

　ふいに肩を摑まれた。

「ひっ！」さほど強い力ではなかったが、少年が思わず目を開けてしまうには充分だった。

　顔は人間の女性のものだった。ただし髪かみはなく、かわりに分厚そうな鱗りん皮ぴが頭を覆っている。鱗皮はもみあげからさらに顎あごまで伸びているので、まるで奇き妙みような髭ひげを生やしているかのようだった。それまで少年がそいつの腕と思っていたものは、じつは脚だった。それに腕はなくかわりに皮ひ膜まくのある翼つばさが生えていた。

　これはちがう──少年は立ち竦んだ。

　これまで視えてしまったものは、人間の姿をしていた。焼け爛ただれていたり、手足がもげていたりはしたものの、もとは人間とわかるものだった。だが、眼前のこの存在はあきらかに異質なものだった。見慣れた幽ゆう霊れいなどではない。妖よう怪かいだ。

「た、救けて」歯の根があわなかったが、ようやくそれだけをいった。

「いやだねぇ、なにもとって喰くったりしないさ」それはにやりと笑った。

　毒々しく紅あかい唇くちびるのあいだからのぞく鋭するどい牙きばを目にすれば、「とって喰う」というのが単なる比ひ喩ゆでないことがわかった。

「わたしはあんたが気に入ったよ。ずっと一いつ緒しよに暮らそうじゃないか」

　少年は懸けん命めいに首を横に振ふった。

「つれないね。でも、駄だ目めだよ。わたしは決めたのさ」

「いやだ、うちに帰りたい……」か細い声で少年は訴うつたえた。

「かまわないよ」それはふたたび唇を歪ゆがませた。

「おまえの家でいっしょに暮らすとしよう」

「いやだぁっ！」

　叫さけんだとたん、奇き跡せきのように両脚の呪じゆ縛ばくが解けた。

　少年はきびすを返して、駆け出した。

「危ないよ」それは落ちついて注意した。「また、転んでしまうじゃないかえ」

　それのいったとおりになった。

　今度は勢いがついていたぶん、転げかたも派手で、少年は頭から地面に激げき突とつし、そのまま一回転した。

「ほら、いわんこっちゃない」

　脳のう天てんから突つき抜ぬける痛みに泣き叫ぶ少年の両肩に、鉤かぎ爪づめが食いこむ。

　はっと思う間もなく、少年の肉体は空中に持ちあげられていた。

　ゆったりとした羽音が頭上からきこえてきたとき、とつぜん湧わきあがってきた怒いかりと両肩に突き刺ささる鋭い痛みが、少年の怯おびえを吹き飛ばした。

「離せよっ！　お化けばばぁっ」少年は藻も搔がいた。

「なんて口を利きくんだろうね。躾しつけがなっていないよ」

「うるさいっ。離せ、離せったら！　痛いんだよっ」

「離したらおまえは落ちてしまうよ」妖怪はからかうように、「下を見てごらん。こんな高さから落ちれば、もっと痛いのではないかえ」

「だいたいおまえが飛べるはずがないんだ」少年は決めつけた。

「妙なことをいう子だねぇ。わたしには翼がある。翼があるものは飛べるのさ。そんなことも知らないのかえ」

「そんなことないよ」憤ふん怒ぬが一段落しても、恐きよう怖ふは返ってこず、かわりに冷えびえと落ちついた部分が少年の心に生まれていた。「駝だ鳥ちようは飛ばない」

「わたしは駝鳥じゃあない」

「大きすぎる鳥は飛べないんだ。先生がそういっていた」少年は指し摘てきした。学校で習った、というより、教師がなにかのついでに話してくれたのだが、鳥は大きくなれば重くなり、重くなれば飛ぶために強力な筋肉や太い骨が必要になる。しかし、それには限界があるという。どんな鳥や蝙こう蝠もりも、たとえ体重の軽い子どもだろうと人間を運ぶことなどできないのだ。

「げんに飛んでいるじゃないか。おかしなことをいう子だねぇ」

「でも、飛べないはずだよ」少年はいいはった。

「なぜそんなことをいうんだい？」心なしか、自信なさげである。

「詳くわしいことはぼくにもわからないけど……、でも、先生がそういったんだ」

　そうだ、飛べるはずがない。これは夢なんだ、ほんとうのことじゃない……。

　がくんと高度が落ちた。「ほら、変なことをいうから、飛び損そこなうじゃないか」妖怪は詰なじった。「おまえの先生がまちがっていたのだよ。だって、ほら、こうして飛んでいるじゃないか。現実をしっかりと受けとめなきゃいけないのではないかえ」

「そうかな……」自信が萎しぼんでいくのを感じた。

　少年の自信に反比例するように、羽音は力強さを取り戻もどし、ふたたび高みへと駆け上がった。

　ようすを見に来たとでもいいたげに、恐怖がふたたび少年の心にやってきた。

「救たすけてよ～～～～っ」声を振り絞しぼってみても、応こたえるのは羽音と風の音だけ。

　ぼくは死ぬんだ、ぼくは死ぬんだ、ぼくは死ぬんだ、ぼくは死ぬんだ、ぼくは死ぬんだ……。

　死ぬということは、あのおぞましいものに変化するということだ。少年は数多くの霊れいたちに会ってきたが、ひとりとして幸せそうな幽ゆう霊れいはいなかった。死ぬということがどんなことかはわからなかったが、きっと幸福とは疎そ遠えんになってしまうのだろう。

「忙せわしい子だねぇ」妖よう怪かいは窘たしなめた。「いきなり怒おこりだしたり、妙みようなことをいったり、泣き喚わめいたりしてさ。ほんとうに躾がなっていない。ちょっとの辛しん抱ぼうだよ、すこし静かにしておくれでないかえ」

「ぼくをどうするつもりなんだよぅ」涙なみだも声も枯かれ果てた。ひっくひっくと痙けい攣れんのような噎むせびが喉のどを突つくあいまに、少年は掠かすれた声でようやくそれだけを訊きいた。

「いったろう。いっしょに暮らすんだよ」

「あんたとふたりで……」

　冗じよう談だんではなかった。両親に不満がないではないものの、それなりに好きだった。なにより、この妖怪ほど躾に厳しくない。

「ふたりじゃないさ。まわりをよく見てごらん。感じてごらんよ」

　促うながされて、辺りを見回す。なにも見えなかったが、たしかになにかがいる。

　怯えながらある一点を見つめているうちに空中にひそむ魑ち魅み魍もう魎りようが姿をうっすらと現わしはじめた。

「ひっ」目を背そむける。

　背けた先にもなにかがいた。目には映らないものの、数体、いや、十数体のおぞましい存在が一緒に飛んでいる。

「ほらね、おまえの新しい家族だよ。わたしたちはずっと一緒に暮らすんだ。おまえはなにも心配しなくていいんだよ」優やさしい口調で妖怪はいった。

　醜みにくい人外の者とともに人里離れた場所で暮らす自分の姿が少年の脳のう裡りにまざまざと浮うかんだ。

　いやだ、いやだ、いやだ、いやだ、いやだ、いやだ……。

　だれか救けて、救けて、救けて、救けて、救けて……。

　いやだ、救けて、いやだ、救けて、いやだ、救けて、いやだ、救けて……。

　しかし、だれが救けてくれるというのだろう。この状じよう況きようから彼を救い出してくれるのは、人間の力では無理なような気がした。フィクションの世界でしか生きていけないスーパー・ヒーローでなければ不可能だろう。

　幽霊が存在することは昔から知っていたし、いまや、妖怪が実在することも信じざるをえなくなった。しかし、だからといって、スーパー・ヒーローがほんとうにいるとは思えなかった。

　そうだ──少年は思った──妖怪のなかにもいい妖怪がいるはずだ。

　少年は祈いのった──こいつらをやっつけてください、ぼくを救けてください、こいつらをやっつけて……。

「なんで、わたしらがやっつけられなくっちゃいけないんだい」妖怪が咎とがめた。いつの間にか少年は祈りを口に出していたらしい。「おまえにひどいことをするつもりはない、といっているだろう。躾しつけがなっていないだけじゃなく、憎にくたらしい子だねぇ」

「憎たらしいなら、ぼくを家に帰しなよ！」

「それはできないねぇ」

「なんでだよっ」

「さて、なんでだろうねぇ。あとでゆっくり教えてあげるよ。なにしろ時間はたっぷりあるんだ」

「おまえたちなんか、いい妖怪にやっつけられてしまえばいいんだ！」

　嗤わらいがきこえた。すぐ横を飛ぶ異い形ぎようの者が発したのだった。もはやそれは気配ではなかった。はっきりと実体を備えている。肥ふとった鯉こいのような姿で、胸むな鰭びれを羽ばたかせていた。

「こうは考えられぬか、小こ僧ぞう」膿う汁みを垂らすぶよぶよとした瘤こぶに隠かくれた口で、その魚ぎよ妖ようはいった。「われらこそが、よい妖怪だ、と。げんにおまえを害そうとはしておらぬ」

「そんな……」少年はうつむいた。森はすでにきれ、街が眼下に広がっていた。どこにでもある地方都市だ。一晩じゅう賑にぎやかな大都会とちがって、灯あかりは数えるほどしか見えない。

「救けてぇっ！　救けてようっ」街の人々にきこえることを願って、少年は声の限りに叫さけんだ。

　だが、新しく灯りがつくことはなかった。

　あの街に住む人々は、少年のことなど知らず、いつものように安あん眠みんを貪むさぼっているのだろう。

　なんでぼくだけ──少年は理り不ふ尽じんな運命に怒いかりを覚えた。

「ばかやろーっ、起きてくれよぅっ」

　妖怪たちのあいだから少年の無む駄だな努力を嘲あざけるような嗤いが起こった。

「笑うなっ！　笑うなよっ」少年は怒りの矛ほこ先さきを妖怪たちにむけたが、それで事態が変化するわけでもない。

　少年は顔をあげた。

　冴さえざえと輝かがやく月がある。

　少年の心に奇き妙みような想念が忍しのびこんだ。なんとなく月にまで馬ば鹿かにされているような気がしたのだ。彼の陥おちいっている窮きゆう状じようを冷ややかに観察して、面おも白しろがっているふうに思えた。

「ばかやろーっ」少年は月を怒ど鳴なりつけた。そんなことをしても無駄であることはじゅうぶん承知の上。だが、怒りを街の人々にむけようと妖怪どもにむけようと無駄であることにはちがいない。それなら、月にむけたところで、なんの害もない。

「糞くそったれ、もう、お前たち、みんな、大だい嫌きらいだぁ。なぜ救けてくれないんだよぅっ。とっとと起きてくれよ！」喚わめくうち、ことばを考えるのが追いつかなくなって、ついには月を睨にらみつけて意味不明の奇声を上げはじめた。ほんのすこし気が紛まぎれた。

「やれやれ、喧やかましい童わらわじゃ」辟へき易えきした口くち振ぶりで魑魅魍魎の一体がいう。その姿はどう見ても鬼おににしか見えなかった。翼つばさもないのに飛んでいるが、もはや少年にはそれを不思議に思う心の余よ裕ゆうがない。「躾がなっておらぬはいかんともしがたいのう。この童を殺あやめるわけにはいくまいが、口を利きけぬようにするのはよかろう」

「喧しいなら、あっちへ行け！」少年はいった。

「それはできぬな」鬼は左ひだり腕うでを伸のばした。

「なんでだようっ、あっち、行けったら！」

「そうしたいのはやまやまじゃが、できぬのじゃ」鬼は少年の頰ほおを挟はさんだ。そして、指にぐっと力を加える。「さあ、童、口を開けい。舌を抜ぬいてやるほどに。なに、痛くはせぬよ」

「やめろぉっ」少年は両手で鬼の手を押し退のけようとするが、びくともしない。

　鬼の右手が近づいてくる。舌を摑つかもうと、太い指が少年の口のなかをまさぐる。

　せめてもの抵てい抗こうに嚙かんでやろうとしたが、鬼の指は硬かたく、却って少年の歯が折れてしまいそうだ。

　鬼は醜しゆう貌ぼうをも近づけた。魚の腐くさったような口こう臭しゆうがかかる。

　いっそ気を失えたらいいのに──少年は思った。

「およしよ、からかうのは」少年をはこんでいる鳥妖がうんざりしたようにいう。

「からかってなどおらぬぞ。ほんとうに儂わしはこの童の声が耳に障さわってしかたがないのじゃ」

「ご同様だけどね、舌など抜いては死んでしまうよ。いま、この子を死なせるわけにはいかないんだ」

「ふん。ならばここはお主の顔を立てておこうかい」

　少年の唾だ液えきに濡ぬれた指を鬼は引き抜き、離はなれていった。

　涙なみだに濡れた少年の目に、ふたたび月が映った。

　その月のなかに黒点があるのに、少年は気づく。

　黒点はしだいに大きくなっていく。そして、単なる点ではないことを露あらわにした。

　はじめは新たな異い形ぎようの妖よう怪かいかと思った。巨きよ大だいな動物のうえに人間の上半身が生えているように見えたからである。

　だが、生えていると見えたのは、ただ騎き乗じようしているだけだったことがわかった。空に浮うかんでいるのだから、人間であるはずはないのだが、あまり妖怪らしくない。

　動物は白い毛皮の兎うさぎだった。乗っているのはふたり。彼らが近づくにつれて、月光が明るさを増したように思えた。夜であるのに拘かかわらず、彼らの姿ははっきりと見えた。

　乗っているひとりは黒衣をまとった青年だった。その容かおはあくまで白い。その肩かた越ごしに少女の顔が覗のぞく。少年よりは年上のようだったが、子どもの感覚からしてもおばさんと呼ぶには憚はばかられる年とし頃ごろだ。

　妖怪たちは空中で停止した。

「だれだい、あんた？　わたしらの仲間じゃないようだねぇ」鳥妖が訝いぶかしげに呼びかけた。

　青年は妖怪を無視し、少年にいった。「なにかぼくの悪口をいっていませんでしたか？」

　少年は啞あ然ぜんとした。悪口をいうもなにも、青年がだれなのかわからない。「いっていないよ」

「それならかまいません」

　天てん啓けいのように少年の頭に閃ひらめいたものがあった。この存在はいい妖怪にちがいない。

「救たすけてよっ」当然の権利と思えたものを、少年は行使した。「正義の妖怪なんだろ、救けてよっ」

「妖怪ですって？」青年は不快げに眉まゆ根ねを寄せた。

「ち、ちがうの……？」

「ぼくは正義でもありませんし、妖怪でもありませんよ」

「なんでもいいから、救けてよっ」

「救けてあげたら？」少女がいった。「すくなくとも、あたしたちを起こしてくれたのは、あの子なんだから」

「さて、目覚めたことがぼくにとってよいことかどうかはまだわかりませんが……」

「まったくですよ」兎がいった。「眠ねむっていれば、わたしも扱こき使われることなんかなかったんだ」

「そうですね。ぼくはともかくとして、なぜおまえたちまでいるのです？」
















「たち？」少女がききとがめた。「たちって、あたしも入るの？」

「ほかにだれを入れるというのです」

「ひどいおっしゃりようですね、おふたりとも」兎がぼやいた。「わたしがいなけりゃ、空を飛ぶこともできやしないのに」

「あとでちょっと話があるんだけど」少女がいった。「いまはこの子を救けてあげようよ」

「まあ、いいでしょう」青年はうなずいた。「でも、救けるといっても、なにをどうすればいいのです？」

「見てわからないの？」少年は戸と惑まどった。

「わかりませんよ」

「わからないなら、そこを退どくがよかろう」鬼おにがいった。

「きみの頼たのみをきくいわれはありません」青年は冷たく言い放つ。

「儂がいつお主に頼み事をした」鬼は憤いきどおった。「忠ちゆう言げんをしてやったのだぞ」

「それはどうもありがとうございます」と青年。「でも、余計なことでしたね」

「いいから、救けてよ」少年は焦じれた。

「きみは頼み事をしているのでしょう」青年はいった。「もうすこし口の利ききかたに気を使ったらいかがです？　躾しつけがなっていないのではありませんか？」

「ぼくの躾のことはもういいよう。謝るから、救けてよ。あの、このオバケを追い払はらってよ」

「ほんとうには反省していないのでしょう。そうでないというなら、なににたいして謝っているのかを……」

「いいかげんにしなさいよ」少女が遮さえぎった。「あんたって、ほんと、性格が悪いわねぇ」

「あんたよばわりはやめてください。仮にもいちおう……」

「わかったから、救けてあげたら？」

　青年は溜ため息いきをつくと、妖怪どもに、「きこえましたか？　あなたたちを追い払わなければいけないようです」

「その手間は要いらないんじゃないかえ」鳥妖がいった。「わたしらはここにいたいわけではないのだから。それでは、どこのだれかは存ぞんぜぬが、ここで別れるとしようじゃないか」

「その子を置いていきなさい」青年は命令口調で、「どうも、彼はきみたちと一いつ緒しよにいたくはないようですよ」

「いたくない、いたくないよう」少年は主張した。

「そういうわけにはいかぬ」鬼がいった。

「われらはいまとても愉ゆ快かいなのだ」魚妖がいった。

「いつかは終わるときが来るとしても、それはまだだよ」鳥妖がいった。

「儂わしらはこの子を傷つけることなどせぬ」また鬼がいった。

「ぼくの舌を引き抜ぬこうとしたくせに！」少年は指摘した。

「あのようなこと、傷つけるうちには入らぬ。儂らはおまえを傷つけたりはせぬよ」

　ほかの妖怪どもも口々にいった。

「そうとも、とんでもないことだ」

「この子はなんの心配もないさ」

「いつまでも一緒だよ」

「あたいらはこの子を守ってやるよ」

「何者にも傷つけさせたりするものか」

「だから、救けるなんて筋すじ違ちがいなんだよ」

「だいたいわれわれの気持ちは考えてはくれないのか」

「贔ひい屓きだ」

「あっちにいきなよ。おまえ、うざいよ」

「それとも、われらの仲間となるか」

「歓かん迎げいするわよ」

　いつのまにやら妖よう怪かいどもの数は膨ふくれあがっていた。

「きみたちも躾がなっていないようですね。仲間になれなどとだれにむかっていっているおつもりです？」青年は腰こしに右手をやった。「まあ、きみたちの気持ちはわかりますよ。でも、おそらく、だれも幸せになどなれません」

「なぜそのような不ふ吉きつなことを嘯うそぶく」

「真実だからです」青年は剣けんをすらりと抜きはなった。月の光を受けて、刃やいばが光る。彼は東の空を見やりつつ、「さて、ぼくにはあまり時間がありません。力ずくということになるんでしょうか？」

「おまえさまがどこのどなたかは存ぜぬが、そうなりそうだねぇ」鳥妖がいうと同時に、あたりの空気が動いた。

　蝟い集しゆうしていた妖怪どもがいっせいに兎うさぎに乗った青年に飛びかかったのだ。

　見ていられず、少年はぎゅっと目を瞑つむった。

　つぎの瞬しゆん間かん、悲鳴とも咆ほう哮こうともつかぬものが夜の空気を振しん動どうさせた。

　恐おそるおそる目を開いてみる。

　妖怪どもが弾はじけ飛んでいた。その中心で青年が剣をかざしている。

　兎が猛もう然ぜんとこちらに突とつ進しんしてきた。そのあとに妖怪どもが追いすがる。

　それからの出来事はスローモーションを見ているかのよう。

　鳥妖が翼つばさを翻ひるがえし、逃のがれようとする。もちろん、少年の肩かたはがっちり摑つかんで放さない。

　少年の皮ひ膚ふを爪つめが破り、吹ふき出る生暖かいものがパジャマをぐっしょり濡らした。

　少年はがくがくとあごを戦慄おののかせた。苦痛が激げき甚じんに過ぎて悲鳴をあげることさえできない。

　そのまま気が遠くなる。

　気を失う瞬間、青年の剣が鳥妖の脚あしを斬きるのを見たような気がした。
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「淋さびしい世界ね」

　少女の声がきこえ、少年はうっすらと目を開けた。まだ頭がぼんやりしており、夢とも現うつつともつかない。

「ええ」青年が応こたえた。「あれほど騒さわがしかった星神たちの声すらきこえません。人はこの世をどうしてしまったのでしょう」

　少年は木の根を枕まくらに眠ねむらされていた。青年と少女は彼に背をむけて並んで立っている。

「これからどうなるの？」

　少女の横顔が見えた。眉が太く、鼻筋が通り、やや浅黒いその顔は野性的な彩いろどりを帯びていた。

「そうですね」青年の髪かみは黒衣と溶とけ合っているかのようで、この闇やみのなかでは境目がはっきりとしなかった。「力が抜ぬけていくのを感じます。それでも、まだ起きていられるようですね」

「あたしも感じる。しばらくは人の世にいられるのかな」

「ツユネブリ」ふいに青年が鋭するどい叱しつ声せいを発した。

「なにを兎の振りをしているんです？」

　少女が腰をかがめて兎を抱だきあげる。あれがあの巨きよ大だいだった兎だろうか。

「ずるい。ツユネブリはふつうの兎になってしまった」少女が兎に頰ほおずりして、「あたしたちはどうするの？」

「まあ、どうとでもなります。しばらくはぼくたちの世界が暮れゆくさまを眺ながめていますか」

「ぼくはどうするの？」少年は尋たずねた。

　とつぜん口を挟はさんだにもかかわらず、ふたりはすこしも驚おどろかなかったようだ。

「忘れなさい」青年がむこうをむいたまま、命令口調で、「なにもかも忘れるんです。もうすぐ夜も明けます」

「無理だよ」少年は馬ば鹿か正直にいった。

「そうですね。きみにとっては今夜はとても印象深かったはずですからね」青年は少年の傍かたわらに跪ひざまずいた。その手には変わった形の杯さかずきがある。「お飲みなさい」

　杯に満たされた液体は馥ふく郁いくたる香かおりを放っており、少年はほとんど陶とう然ぜんとして口を開けた。唇から注がれた甘い液体の存在感は、舌にしみこむかのように儚はかなげだった。

「ちょっとなにをするつもり!?」少女が警けい告こくの叫さけびをあげたときには、少年は杯のなかのわずかばかりの液体を飲み干ほしていた。

「こうするのがいちばんよいのです」

「あんたって、ほんとに良心がないのね！」少女が青年を詰なじる。

「べつに責められる筋合いはありませんよ。この子の飲んだのはたぶんこの世で最後の変お若ち水みずですから。人間としてとても珍めずらかな体験のはずです」

「だからって、こんな騙だますみたいに！」

　なにを言い争っているのだろう？──少年は思った。だが、すぐにどうでもよくなる。身体からだに馴な染じんだはずのパジャマが妙にぶかぶかに感じられるのも、気にならなかった。

　朝焼けが闇やみを追い払はらうのと裏腹に、少年の心は深い闇に落ちていく。

























　一七八二円。千円札が一枚、五百円玉と百円玉が一枚ずつ、五十円玉と十円玉が三枚ずつに一円玉が二枚。

　トレイのうえにきちんと並べた一枚のお札と小こ銭ぜにの群れを一分ほど見つめてから、菊きく名な隆たか生おは侘わびしい想おもいとともに財さい布ふに戻もどす。これが彼の全財産だった。

　隣となりのテーブルには女子高生の一団がいた。

　あの子たちのうちのいちばん貧びん乏ぼうなやつだって、おれにはかなわないだろうな──隆生は自じ嘲ちようしつつ、半額セールのハンバーガーを齧かじった。もう夕方といってもいい時間だが、これがその日はじめての食事だった。またたく間に食べ尽つくす。

　下手へたをすると、野宿か──隆生はバーガーショップの二階から暮れなずむ街をしばらく眺ながめた。そろそろ本格的な冬だ。道行く人々も着き膨ぶくれしている。

　きっと今夜も冷えこむだろうな──隆生は思った──まあ、雪が降っていないだけましか。

　急に人生が面おも白しろくなく思えてきた。

　いつまでも落ちこんではいられない。気を取り直して、リュックから古い機種のノート・パソコンを取り出し、ポケットから携けい帯たい電話を引っぱり出す。ケイタイも液えき晶しようモニタのついていない古いタイプだ。

　ｉモードで来たメッセージについて盛り上がっている少女たちの隣で、隆生はパソコンとケイタイを接続し、メーラーを立ちあげた。

　メールが数通、来ていた。ダウン・ロードすると、急いでケイタイを切る。もちろん、電話代がもったいないからだ。

　タイトルからしてあきらかにダイレクト・メールとわかるものが一通ある。隆生には関係のないものだ。それがどんなに魅み力りよく的てきな商品でも、いまの彼には購こう買ばい力りよくがない。

　見覚えのあるアドレスからのものがいくつか。ネットを通じて知り合った友人からのメールだ。ありがたいが、いまは友情を温めている場合ではない。

　最後に残ったのが、仕事関係と思われるもの。『依い頼らいがあります』と『依頼の件』というタイトルのメールだ。これこそ、いまの隆生が切実に求めていたものだった。アドレスがフリーメールのものだというのが気になったが、まず『依頼があります』のほうをクリックした。

「依頼があります。

　とっとと死んでください。

　あなたのような危地街は社会の迷めい惑わくです」

　おれに呪じゆ殺さつ能力があったら──隆生は歯がみした。

　この類たぐいのからかいのメールが送りつけられてくることは珍めずらしくない。隆生は宣伝のためのウェッブ・サイトを開いていて──もちろん、広告入りの無料ページだ──、見知らぬ人間からもよくメールが来る。そのすべてが好意的なものでないことはもちろんだ。もうすっかり慣れてしまって、このていどの文面なら、「まだひねりが足りないな」と批ひ評ひようするだけの余よ裕ゆうができていた。

　だが、いまは切実なときだ。あからさまな悪意は心に響ひびく。

　もしもこれもおんなじようなメールだったら、暴れるぞ──隆生は『依頼の件』を開いた。

「突とつ然ぜんのご連れん絡らく失礼いたします。

　アルカディア不動産の風かざ本もとと申します。

　弊へい社しやの物件におきましてある現象が頻ひん発ぱつしており、その対処に頭を痛めておりましたところ、菊名さんのホームページを偶ぐう然ぜん見つけました。菊名さんならば、あるいはこの現象を解決していただけるかと存じ、メールをさしあげたしだいです。

[image: ]

　現象の詳しよう細さいについてはメールではお話しできません。

　解決の暁あかつきには些さ少しようではございますがお礼をさしあげる用意もございますので、一度ご連絡いただけないでしょうか。

　連絡先は左記の通りです。

　それでは、取り急ぎ用件のみにて失礼いたします」

　そのメールを一読して、隆生はほっとした。仕事の依頼とはいえないが、限りなくそれに近いものだ。

　ありがたい。

　さらにありがたいのが、アルカディア不動産の住所が近いことだ。いま隆生のいる新しん宿じゆくからＪＲで三〇分といったところか。むろん、かからなくてありがたいのは時間ではなく交通費のことだ。いくら高額な報ほう酬しゆうを提示されても、九州や東北ではとても行くことができない。ヒッチ・ハイクするにしても、食料は恵めぐんでもらえないだろうし、野宿はとうぜん覚かく悟ごしなくてはいけない。それに彼は、他人ひとの好意に甘えるのはいいが、あてにするのはよくないという信条の持ち主だった。

　すこしリッチな気分になった隆生は、コーヒーを買いにいった。
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　アルカディア不動産はＪＲの駅から歩いて五分ぐらいのところにある小さな不動産屋だった。狭せまい店内にカウンターがあり、その奧に初老の男がひとりでいた。

　隆生はその男に風本という社員の所在を訊きいた。

「風本はわたしですが」眼鏡めがねをかけた白髪しらがの初老の男が首を傾かしげた。「どんなご用ですか」

　いまどき年ねん輩ぱいの人間にもメールを扱あつかう者は珍しくないだろうが、意外に思った。それに、はじめにこちらの名前を告げたのに、まるで心当たりがないようだった。

「メールをくださったでしょう」隆生は説明した。「なんでもどこかの物件について相談したい、とか」

「メール？　じゃあ、わたしじゃなく息むす子このほうでしょう。大だい輔すけといいます。息子にも店を手伝わせているんですよ」

　たしかに、メールの署名には『風本大輔』とあった。

「それじゃ、息子さんは……」

「息子はいま出ております。相談とはどういう相談なんでしょう？」

「それは……」隆生は口ごもった。正直にいっていいものかどうかわかりかねた。

「失礼ですが、学生さんですか？」

「いいえ。ちがいます」

「それでは、お仕事はなにをなさっておられるのかな？　なにか不動産関係のお仕事ですか」風本は隆生を値ね踏ぶみするように見た。

「不動産関係と関かかわることが多いですね」隆生はごまかした。

　だが、風本が信じていないのは痛いほどにわかった。なにしろ、迷めい彩さい服ふくに大きなリュックという出いで立ちだ。迷彩服を着ているのは汚よごれが目立たず、しかもポケットがたくさんあって便利だから、というごく実用的な理由からだったが、ミリタリー・オタクにしか見えないのは自覚していた。せめて作業服なら、不動産関係の業者と思えないこともなかっただろうが。

「そうですか」風本は首を傾かしげ、「よかったら、ご用件を詳くわしく教えていただけませんか」

「そうおっしゃられても、こちらも詳しいことはちょくせつ会ってからうかがうということになっていますので」

「弱りましたね」風本は腕うで組ぐみをした。

「息子さんと連れん絡らくはとれないのでしょうか？」

「いや、そんなこともないですが、商談中のはずですので」

「では、お帰りになるまで待たせてもらっていいですか？」

「はあ」風本は困こん惑わくの表情を見せた。

「お願いしますよ」隆生は食い下がる。

「ごらんのとおり狭いところなので、ここでは困ります」風本はいった。「斜ななめ向かいに喫きつ茶さ店があります。そこで待っていてください。息子はもうすぐ戻もどってくるでしょう。帰ってきたら、すぐ行かせますよ」

　今度は隆生が困惑するばんだった。電車賃を払はらってしまったので、いまの所持金ではコーヒー代も怪あやしい。

　だが、ここで粘ねばって心証を悪くすれば、せっかくの仕事もふいになってしまうかもしれない。

　悩なやんでいると、背後でドアの開く音がした。

「よかった、大輔。お客さんが来ているぞ」

　ふりかえると、がっちりした体格の青年が立っていた。

　隆生は名乗った。

「あなたが……、菊名さん？」意外そうに大輔は眉まゆをひそめた。

「もっと歳とし喰くっていると思いましたか？」この手の反応に慣れている隆生は即座に訊いた。

「ええ。正直にいうとそうです。それに、ちょくせついらっしゃるとは思っていませんでしたから」

「緊きん急きゆう性せいを感じたからですよ。放ほうっておくと、たいへんなことになりそうだ、と思いまして」隆生はもっともらしくいった。噓うそではなかった。放っておけばたいへんなことになるのは、隆生の生活だが。

「そんな大したことではないのですが……」

「おい、大輔。相談ってまさかグリーン・ハイツのことじゃないだろうな」風本がいう。

「そうだよ」ふてくされたように大輔がいった。すでに隆生に声をかけたのが失敗だと悟さとったかのようだった。

「あれは明後日にお祓はらいすることになっているだろう」

「けれど、父さん、前のお祓いでも効果なかったじゃないか」

「だからって……」風本は隆生をちらっと見て口を噤つぐんだ。たぶん、こんなやつ、あてになるか、といいかけたのだろう。

「つまり、グリーン・ハイツというところに幽ゆう霊れいが出るんですね」隆生は口を挟はさんだ。

「いや、とんでもない！」風本は手を振ふった。「住んでいると鳥とり肌はだが立つとか、みょうな音がきこえるとかいう噂うわさが立ってしまって、住民がいつかないだけだよ」

「でも、お祓いをするんでしょ」

「まあ、しますがね。あんたみたいなのがいるから、不動産屋はやりにくいんだ」風本はぼやく。「で、あなた、けっきょく、拝おがみ屋やさんなの？」

「退たい魔ま師しだよ、父さん」大輔がいった。「ホームページを開いていらっしゃるんだ。あとで見せてあげるよ」

「べつに見せてくれなくていいが、なんなんだ、タイマシって」

「こういう字です」隆生はポケットからメモ帳を出して、『退魔師』と書きつけた。名めい刺しをつくりたいのだが、経済的事情でできずにいた。「幽霊に限らず、妖よう怪かいも退しりぞけます。料金も格安です。実績も……」

「いいよ、もう」風本はうんざりしたように、「妖怪だって？　ばかばかしい。まあ、幽霊ならいるかもしれないが……」

「いますよ」

「とにかく、この人のお相手はおまえがしろ」風本は息むす子こに命じた。

「依い頼らいしてもいい？」

　風本親子は小声で話しはじめた。

　たとえ幽霊がいたとしても、あんな若いやつにどうこうできるはずがないだろう、とか、せっかく来てくれたんだから追い返すのも気の毒だし、とか喋しやべっているのがきこえた。

　隆生は内心、穏おだやかではなかった。この街よりも新宿のほうがはるかに野宿に適した場所が豊富に思えたのだ。

「では、こうしませんか」隆生は提案した。「依頼するしないはともかくとして、しばらくそのアパートに泊とまりこませてもらうというのはどうです？」

「つまり、あんたがグリーン・ハイツに入るの？」思い切り胡う散さん臭くさそうに風本がいう。「家賃を払はらわずに？」

「かまわないでしょう？　たしか住人のかたがいつかないとか。それでしたら、部へ屋やも空いているのではありませんか？」

「ええ」大輔はうなずく。「一二部屋あるうちふさがっているのはふた部屋だけです」

「でしたら、どこでもいいですから、空き部屋にしばらく泊まらせてください」

　風本親子は顔を見合わせた。

「しかし、うちも商売だからね。いくら空いているからといって、只ただで部屋を貸すわけにはいかないな」と風本。

「いえ、部屋を貸してくれといっているわけじゃないんです。泊まりこみで調査をしてさしあげよう、といっているのです。しかも無料で」

　すこし恩着せがましいかな、と思ったが、ここは強く出ることにした。

「まあ、しかし、なあ……」

「いいんじゃないかな、父さん」

　渋しぶ々しぶといったようすで、風本は鍵かぎをとりだした。「失礼だけど、合い鍵はつくらないでくださいよ」

「ええ。だいじょうぶです」つくりたくてもつくる金がないことは伏ふせておいた。

「じゃあ、大輔。案内してさしあげてくれ」納なつ得とくしたというより、根負けしたようすで、風本はいった。




　　　　＊




　適当につけられたような名前から、なんとなく二階建てのアパートを想像していたのだが、グリーン・ハイツは立派な洋館だった。せせこましい住宅街の景観の調和を乱している。

「なるほど。なにか出そうな館やかたですね。きっと因いん縁ねんがあるのでしょう」門の前に立ち止まって、隆生はいった。

「そんなことないですよ」大輔が否定した。「たしかにスタイルは古いですが、まだ築一〇年ちょっとですよ」

「一〇年？」

「ええ。さる資産家のご子息が結けつ婚こんなさったときに用意された新居がこの家なんです。こういうレトロな洋館にしたのは、どうも奥さんのご趣しゆ味みだったようですね」大輔が門を開け、身み振ぶりで入るよう促うながした。

　門の傍かたわらには、建物とマッチしない郵便受けが一二個、縦三列に並んでいる。

「もしかして、その資産家のご子息が悲ひ惨さんなご最さい期ごを遂とげられたのではないですか」鉄製の門をくぐりながら、隆生はたしかめた。

「とんでもない。ぴんぴんしていらっしゃいますよ。ご両親も健在ですし、ご自分でも事業を新しく展開して、この不景気に手広く活かつ躍やくなさっています。わたくしどもも商売上のおつきあいがありますが、画えに描かいたように幸せなご一家ですよ。おふたりいるお子さんも名門小学校に通っていて、将来が楽しみでしょう」

「では、なぜこの家を手放すことに？」

「出るからですよ」とてつもない愚ぐ問もんだ、といわんばかりの口調で大輔はいった。「引っ越こしてきたその夜から出たんだそうです。しばらく我が慢まんして住んでいましたが、肝かん心じんの奥さんが出ていきたがったので、やむなく都心のマンションに転居なさったそうです。いまはここよりすごい豪ごう邸ていを構えていらっしゃいますが。しかも、出ていってすぐ売ったわけではなくて、手放したのはバブル絶頂時だったのでずいぶん儲もうけられたそうです」

「とうぜん買ったかたは損をなさったわけですね」

「損も損。大損です」大輔はうなずいた。

「ひょっとして、首を吊つったりとか……」いささかの期待を込めて尋たずねる。

「お会いになったでしょう？」不快げに大輔は眉まゆをひそめた。

「は？」

「ぼくの親父おやじです」大輔はいった。「ご覧になったとおり、まだすこぶる元気ですよ。健康なのが自じ慢まんでして。たしかにバブル崩ほう壊かいは痛手でしたが、さいわい、うちは仲ちゆう介かいが主なので、それほどものすごい打だ撃げきを受けたわけでもないんですよ。げんにいまでも商売は順調です」

「ええと、失礼ですが、この家を買ってから身内に不幸があったということはありませんか」

「ありませんね。この家を買ってからしばらくして祖父が亡なくなりましたが、まあ、歳としが歳でしたし、最期も家族に看み取とられた大往生でした。もちろん、祖父はこの家を見たこともありませんでした」

「はあ」隆生は追いつめられた。「それではもともとここは墓ぼ地ちだったとか刑けい場じようだったとかいうことは……」

「それもないですね」大輔はにべもなく、「ただの畑でしたよ。ぼくは生まれたときからこの辺に住んでいるので、よく憶おぼえていますが、葱ねぎなんかが植わっていました」

　ドアを開く。

　入ると、そこはロビーになっていた。

「まあ、うちとしてはすぐ転売するつもりで買ったんですがね、ぐずぐずしているうちに景気がめっぽう悪くなってしまって、買い手どころか借り手もなかなかいない。たまに借り手ができても、すぐ出ていってしまう。それで、丸ごと貸すのは諦あきらめて、間取りもちょっと変えて、各部へ屋やに鍵をとりつけ、集合住宅として入居者を募集しているのです。もっとも、全室埋うまって、やっと固定資産税が払はらえるぐらいでして、維い持じを考えると大赤字なんですが。炊すい事じ場ばは共同ですが、そう悪くはありませんよ。もともと客間だった三部屋にはユニットバスもついております。残りの部屋はまあ、バス・トイレも共同ということになりますが。でも、バスもトイレももともと高級住宅仕様ですから、そこらへんの賃貸マンションよりずっと豪ごう華かです。それに、外観もいい」

「でも、借り手がいないんですね」

「そうなのです。最初はけっこう入居希望者もいたんで、こっちも強気で女性専用にし、ついでに家賃も高めに設定して、住み込みの管理人もおいてみたんですが、平均一週間で出ていきましたよ」

　大輔は寂さびしげな微び笑しようを浮うかべた。

「いまは女性専用じゃないんですか」

「ええ」

「それは残念ですね」隆生は心からいった。

「管理人のなり手もいなくなりまして、いまじゃたまに業者に清掃してもらう程度です。共同のバス・トイレも閉へい鎖さしています」

　それはどうでもよかった。

「それで、肝かん心じんの霊れい現象ですが、どんなことが起こるんです？」

「よくあるやつです。寒気がするとか、変な音がするとか、ものがときどき空くうを飛ぶとか。幽ゆう霊れいも出るんですが、どうも目もく撃げき者しやによって姿形がばらばらで、はっきりしません。でも、女性だという意見が一いつ般ぱん的てきですか」

「まあ、なぜか幽霊は女性というのが、日本の伝統ですからね」

　これは偽にせ物ものかもしれない、と隆生は思いはじめた。話がすこしも具体的ではない。

「やはり幽霊なんていないのかもしれませんね」大輔がたしかめるようにいう。

「いえ、いますよ」隆生は断言した。「ここにいるかどうかはまだわかりませんが、幽霊というものは存在します」

「そうですか。さて、菊名さんにご提供する部屋はこちらです」と階段のうえを指す。

「風本さんは幽霊の存在を信じていないのですか？」階段をあがりながら隆生は訊きいた。

「わかりませんよ。親父などはまったく信じていませんがね」

「でも、お祓はらいをするんでしょう？」

「パフォーマンスですよ。親父の説によると、このいかにも遺産相続に絡からんだ殺人事件のひとつやふたつあったみたいな外面がいけないそうでして。いっそふつうのアパートかマンションに建て替かえれば、妙な噂うわさも消えるだろうっていうのが親父の考えですね。でも、そんな金はかけられないし、せめて次善の策として、霊能者のかたになるべく派手な儀ぎ式しきをしてもらおうってところです。前にしたお祓いは人目を忍しのんでやったから効果がなかったっていうんです。いわば、噂を祓うつもりなんですよ」

「でも、風本さんご自身は信じていらっしゃるわけですね？　わざわざぼくを呼んでくれたのですから」

「まあ、半信半疑といったところですか。なにしろ、先ほどお話ししたように、ここで幽霊が出る理由なんてなにもないんですよ」

「いえ、そうともいえません」隆生は内面の狼ろう狽ばいを出さぬよう努めながらいった。「磁じ場ばなんていうと科学者に叱しかられるでしょうか、霊の吹ふき溜たまる場所というのはあるのです。とくに因いん縁ねんもないのに、霊たちが集まってくる場所が。ここもそのひとつかもしれませんよ」

「なるほど」

　感心したようにうなずく大輔を見て、隆生の良心は痛んだ。いま説明したことは口から出任せだった。もっとも、だからといって、まちがっているとは限らない。

　それに……。隆生はすでにここになにかがいると確信していた。幼い頃ころからお馴な染じみになった寒気が背骨から肺のあたりに突つき刺ささっている。

「なにかいますね、ここには……」低い声でいう。

「では、もう結論は出た、と？」

　反射的にうなずこうとして、隆生は踏ふみとどまった。いる、と結論が出てしまっては、ここに滞たい在ざいする意味がない。いや、塒ねぐらのない隆生にとっては大いにあるのだが、アルカディア不動産にとってはどこのだれともわからない若者をタダで泊とめる理由がなくなる。

「いえ、まだわかりません」

「そうですか」大輔はドアのひとつをあけた。「どうぞお入りになってください」

　意外といい部屋だった。ホテルのシングルのようで、ユニットバスと大きめのクローゼットがついている。さすがにカバーは敷しかれていないが、マットのおかれたベッドもあった。

「もと客間です。共同のトイレが使えませんので、ここをご提供します。ただガスはきていませんから、バスとシャワーは使えませんよ。水しか出ません」

「じゅうぶんです」隆生は心からいった。

「これがアパートの間取りです」大輔はコピー用紙をポケットから取り出した。「ついでに近くにある生活関連施し設せつの地図。銭せん湯とうもあります」

「これはどうも。お気き遣づかいいただいちゃって」

「不動産屋ですから、こういうことには慣れています。それでは、わたしはまだ仕事がありますので」

　ひとりになると、隆生はクローゼットにリュックをほうりこんだ。

　クローゼットの戸を閉める彼の背中を、寒気ということばぐらいでは表現しきれない不快な感覚が襲おそう。

　たしかにここにはなにかがいる。

　不快感の源みなもとを探さぐる隆生の目が、ベッドのうえあたりで止まった。

　視力が弱いわけではないが、こんなときには目を細めてしまう。

　努力のかいあって、そのものが実体を現わしてきた。女性の霊れいだ。ベッドのうえにちょこんと正座している。まだ若い。だが、見かけはあてにならないことを、彼は学んでいた。子どもとしか見えなかったので、てっきり幼くして死んだのかと思っていたら、じつは天てん寿じゆを全まつとうした霊だったということもあった。

　もしも本当に若くして死んだのなら、彼女はずいぶん前に亡なくなったのだろう。ファッション・センスが古い。

「やあ」彼は声をかけた。

　女性の霊は胡う散さん臭くさそうな目を隆生にむけた。「わたしが見えるみたいだね？」

「見えるぞ」隆生は腕うでまくりをした。「出ていけ」

「ずいぶんなことをいうね。あとから入ってきて、なに、勝手なことをいっているのさ」

「だけど、おまえがいると落ちつかないんだ」

「だから、出ていけ、と？　わたしのほうがもとからいるんだけど」幽霊は指摘した。

「霊に人権はない」

「家財道具がないところを見ると、引っ越こしてきたわけじゃないみたいね。不法侵しん入にゆうじゃないの？」

「そんなことはないが、そうだとしたらどうするつもりだ？　警察にでも通報するのか？」

「生意気なやつ」

「よくそういわれるよ。さて、出ていくのか出ていかないのかどっちだ？」

「わたしはおまえがそこにいても我が慢まんできる。おまえが我慢できないのなら、おまえが出ていくべき。そうじゃない？　それに、見たところ、おまえはすぐ出ていくところみたいじゃない」

「すぐ戻もどってくる。霊と議論するつもりはない。出ていけ」

「やだね。お断わり」

「じゃあ、殴なぐる」

「そんなことができるはずがない。人間の身体からだはわたしを突き抜ける」

　隆生は幽ゆう霊れいのそばに寄った。手を伸のばし、頰ほおに触ふれる。はっきりとした感かん触しよくがあった。

「そんな……」女性霊は目を見開いた。

「こうして触さわれるんだから、殴れないわけがないと思うぞ」

「最低だね、暴力男。人間として間ま違ちがっている。よく恥はずかしくないね」

「すなおに出ていってくれればいいんだ」隆生はいいきかせた。「こっちだって疲つかれているんだ、あんまり動きたくない。くつろぎたいんだよ」

「羨うらやましい。眠ねむ気けなんて死んでからこっち感じたことがない。熟じゆく睡すいしてみたいな」

「だったら、出ていけ。眠らないなら、なにも屋根のしたにいることはないだろう」

「ここが気に入っているんだ」

　隆生は無言で拳こぶしを握にぎった。

「わかった、わかったよ」女性霊は正座したまま、ふわりと宙に浮うかんだ。「こちらも暴力男といっしょに一夜を過ごすのはいやだ」

　いいすてて、女性霊は壁かべのむこうに消えようとした。

　そこで、隆生は自分の立場を思い出す──まずい。こいつが幽霊屋や敷しきの原因なら、いま人知れず祓はらってしまってはもともこもない。

「ちょっと待ってくれ」隆生は呼びとめた。

「なんだよ、暴力男」

「やはり、こんな夜よ更ふけに女性を追い出すなんて、男のやることじゃないな」

「夜更け？　まだ宵よいの口だけど」

「まあ、いいから。ゆっくりしていけよ」

　幽霊はしばらくきょとんとしていたが、やがて叫さけびだした。「この変態！」

「え？　なんで？」今度は隆生が呆あつ気けにとられた。

「忘れるところだった、おまえ、わたしに触れるんだもんね。いやらしいことをするつもりなんだろう」幽霊は決めつけた。

「いや、そんなつもりはないが……」

「じゃあ、どういうつもりなんだ？　変態！　暴力男！　強ごう姦かん魔ま！」

「ほんとにそんなつもりは……」

「ふん。そうやって、うちらを弄もてあそんでいればいいよ。おまえもいつかは死ぬんだよ。そして、こんな目に遭あうんだ」女性霊は今度こそ消えた。

　痛いところをつかれて、隆生は眉まゆを顰ひそめた。彼女のいうとおり、いつかは死ぬ。まだ現実味はないが、確実な未来だ。

　隆生は二、三年前に観みた映画を思いだした。警官が陥おとしいれられて刑けい務む所しよに入る話だった。警官は犯罪者たちの恨うらみを買っているので、さんざんひどい目に遭う。警官は殺されることもなく刑務所から抜ぬけ出し、最後にはハッピー・エンドを迎むかえるのだが、それはその映画がハリウッド製だからだろう。
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　自分が警官で、死後の世界が刑務所に思えてならないことがある。そして、この刑務所はいったん入ると決して出ることができないのだ。

　だが、今夜のところは忘れよう。

　まだ眠くはなかったが、横になりたくてしかたがなかった。ベッドのうえに大の字になる。

　天てん井じようにぼんやりしたものが見えた。さっきの女性霊ではないのは直感的にわかった。この屋敷に巣くうものがひとつではないことにほっとした。このぶんではたぶん、この屋敷にはたくさん憑ついているはずだ。

「もううんざりだ」隆生は声に出す。「あっちに行ってくれないか。まだ営業していないんだよ」

　ことばの意味が理解できたのかどうか、その気配は消えた。

　しばらくまんじりともせずに寝ねそべっているうち、軽い空腹を感じた。やはり一日にハンバーガー一個では物足りない。

　隆生はリュックのなかをまさぐり、小さなアルミ製の行ゆき平ひら鍋なべとインスタント・ラーメンを取り出す。

　間取り図によると、共同のキッチンは一階にあるらしい。

　鍋とインスタント・ラーメンを手に階段をおりる隆生の鼻び孔こうを、素す晴ばらしい煮に物ものの匂においがついた。

　アパートの共同キッチンにはそぐわないシステム・キッチンの前にエプロン姿の女性が立っていた。

　もちろん、幽霊ではない。すくなくとも、隆生は料理をする幽霊に遭そう遇ぐうしたことがなかった。

　ふた部へ屋や埋うまっていることを彼は思いだした。たぶん、そこの住人だろう。

「あの……」隆生は声をかけた。しかし、なんと自己紹しよう介かいするべきか。引っ越こしてきたわけではないのだ。

　女性はふりかえった。高校生ぐらいに見えた。

「ええと、だれ？　不法侵しん入にゆう者しやの人かな？」

「いえ、ちがいます」滑なめらかな仕し草ぐさで包丁をかまえる少女に、慌あわてて手を振ふりながら、どこかで見たような子だな、と隆生は思った。

「そうなの？」少女は警けい戒かいを解かず、「じゃあ、だれなの？　入居者が来たにしては、引っ越しのようすはなかったみたいだし」

「引っ越し荷物はリュックひとつだけなんだ」隆生は説明した。

「ああ。あたしも最初に独ひとり暮ぐらしをはじめたときはそんなものだった」少女はうなずき、「じゃあ、新しい住民なの？」

「そうともいえない……」

「はっきりしない人ね」包丁の切っ先がぐいっとあがった。その包丁は手入れが行き届いていた。毎日のように研といでいるらしく、刃はこぼれひとつない。

「とにかく、大家さんから許しを得て入ってきたんだから、不法侵入じゃない」隆生はポケットに鍵かぎが入っていることを思いだし、それをとりだして見せた。「ほら」

　少女は鍵に顔を寄せ、目を細めて検けん分ぶんしたが、ふたたび包丁を構えなおした。「そんなもの見せられても、どこの鍵かわからない」

「じゃあ、ぼくの部屋に来てくれ。証明するから」

　いくらなんでもこういえば信用してもらえると期待していたのだが、彼女はとことん用心深かった。隆生の部屋にまでついてきて、鍵穴に鍵がおさまるのをたしかめて、ようやく包丁を下げる。

「よかった。包丁で人を斬きったことってあんまりなくて」少女はいった。

「あんまり？」隆生は聞き咎とがめた。

「そう。あんまり」少女は隆生の目をまともに見返した。

　追求するとややこしいことになってしまいそうなので、隆生は自分の名を名乗り、少女の名前を尋たずねた。

「楓かえで。伊い勢せ楓というの」

「いい名前だね」

「あんたたちって、なぜすぐ人の名前を誉ほめるの？」楓は不思議そうな口振りでいう。

「いや、とりあえず貶けなすよりは無難だから。ところで、あんたたちってどういう意味なんだ？」

「ああ。いまのは忘れて。兄にもよくいわれるんだ、きみは不用意な発言が多すぎますって。あたしにいわせりゃ、兄のほうがよっぽど無む駄だ口ぐちが多いんだけど。それで、入居者じゃないなら、あんた、なんなの？」

　隆生は目をそらして、説明を探した。逸そらした先にまたこの世ならぬものの気配がある。慌てて、べつの方向を見た。

「なにかのおまじない？」

「いや、そういうわけじゃない」視みえないとは幸せなことだな、と思いつつ、「それで、おれのことだけれど、調査員みたいなものかな、いまのところは」

「新しい住人とはいえない、調査員みたいなもの」楓は鼻の付け根に皺しわを寄せ、「ぜんぜんわかんない」

　隆生は覚かく悟ごを決めてもうすこし詳くわしく説明することにした。「ここに幽ゆう霊れいが出るという噂うわさがあるのは知っている？」

「噂になっているのは知らなかったわ」

「なっているんだ。それで、ほんとうに幽霊がいるのかどうかを泊とまりがけで調べにきたんだ」

「あたしに訊きけばよかったのに。いるよ。調査終しゆう了りようだね」

　あっさりいわれて、隆生は目を白黒させた。そういえば、噂になっているのは知らない、と楓はいった。噂になっているのは知らなかったが、幽霊が出ることは知っていたという意味なのか。

「いや、そういうわけにはいかない」隆生は気をとりなおし、「自分の目でたしかめなくては……」

「じゃあ、あそこを見れば？」楓の指さした先は、さきほど気配を感じた場所だった。

「いや……。いまはやめておこう」

「まあ、それはあんたの勝手だけれど。それで、いたらどうするの？」楓は心配げな顔つきになり、「まさかここを取り壊こわすんじゃ……」
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「いや、そうじゃない。除じよ霊れいするだけだ」

「なぜ？」

「なぜって、まあ、ひらたくいえば、大家さんが儲もうからないから」

「ついでにあんたも儲からないから？」

「そのとおりだけれど、なにか別にいいようがありそうなものじゃないか」隆生は抗こう議ぎした。「それに、儲かるというほどじゃない。こっちは身体をはっているんだから、稼かせぐ、といってほしいな」

「ついでにあんたも稼げないから？」楓は律りち儀ぎにいいかえた。

　しかたなく隆生はうなずいた。

「この世は弱肉強食だものね。気に入っていたんだけどなぁ、ここ。幽霊たちのおかげで家賃は安いし、入居者はいないし。やっぱりキッチンを他人と共用するのって、気き遣づかいするんだ」

「いったい、きみはなんなんだ？」声を潜ひそめて尋たずねた。

「ここの住人よ」と楓はあっさりこたえる。

「そりゃわかっているけれど……」

「じゃあ、どういうことが訊ききたいの？」

　楓の眸めを見つめるうち、そこはかとない不安が心を冷やすのを感じた。この世には知らないほうが幸せなことがいくつかある。

「いや。いい」隆生は話題を変えることを試みた。「ところで、なにかつくっていたみたいだったけど、だいじょうぶなの？」

　露ろ骨こつすぎたかな、と反省しかけたが、その質問の効果は絶大だった。

「ああ！」叫さけびをあげて、楓はキッチンへ飛んでいく。

　隆生もインスタント・ラーメンをつくろうとしていたことを思いだして、キッチンにとってかえす。ドアの手前でもう焦こげ臭くさい匂においがした。

　楓が哀かなしげな表情で鍋なべをのぞきこんでいる。

　隆生は声をかけようとしたが、けっきょくやめた。なんといっていいものかわからなかったからである。

　アルミ鍋に目分量で水を満たす。

「それがあんたの晩御飯？」インスタント・ラーメンの袋に目を留めて、楓が訊いた。

「うん」隆生はうなずいた。

「貧しい食事ね。よかったら、ご馳ち走そうしてあげるけど？」

「え？」隆生は恐怖の眼まな差ざしを鍋のなかの焦げた物体にむけた。

「ちがうわ。ちゃんとつくりなおすわよ」

　そういいつつも、楓は失敗した料理──どうやら肉じゃがになる予定だったようだ──を器うつわに盛る。ペット・フードを入れるようなプラスチック製の皿だ。

「猫ねこでも飼っているの？」隆生は訊いた。

「いや、兎うさぎ」

「兎が肉じゃがを喰くうの？　まあ、ニンジンが入っているし、ジャガイモも食べるだろうけど、肉は避よけといてあげたほうがいいんじゃないかな」

「うちの兎は肉しか食べないのよ。避けるんなら、野菜のほう。面めん倒どうくさいからやらないけど。養ってやっているんだから、そのぐらいやってもらわないと、ね」

「それは、兎としては悪あく食じきだ」隆生は断言した。

「うん。あたしもそう思う。餌えさ代だいも馬ば鹿かにならないし。でも、しょうがないでしょ。ニンジンやっても食べないんだから」楓ははっとした表情を隆生にむけた。「このこと、大家さんには黙だまっておいてくれる？」

「黙っておくって、兎を飼っていること？」

「そう。このアパート、ペット、禁止だから」

「はあ、まあ、いいけど」あとで罪のない脅きよう迫はくに使えるかもしれない、と心に留めておくことにした。

「じゃあ、ご飯できたら呼んであげるから、待ってて」

「呼んでくれるって……。きみの部屋に招しよう待たいしてくれるの？」隆生はどぎまぎしながら尋たずねた。

「うん。それとも、ひとりで食べるほうが落ちつく？」

　彼は力いっぱい首を左右に振ふった。

「そう。じゃ、来て。狭せまい部屋だけど」




　　　　＊




　三〇分ほど待つと、約束どおり楓が呼びに来てくれた。

　女の子の部屋に招き入れられるのは久しぶりだった。隆生はかなり緊きん張ちようしつつも、期待に胸が高鳴るのを抑おさえることができなかった。

　しかし、ドアのむこうには髪かみの長い青年がくつろぎきっていた。食器の並べられた卓ちや袱ぶ台だいの前で片かた膝ひざを立てて熱心に本を読みふけっている。

「お兄さま」楓は青年にいった。「食事のときぐらい本を離はなしなさいよ」

「まだ食事は始まっていないでしょう」本を見つめたまま、青年はいった。「それにいいところなんです。最高に面おも白しろいですよ」

「話すときぐらいこっちを見たら？」

　はじめて青年は隆生に気づいたようだった。

　この青年ともどこかで会ったような気がしてならなかった。

「おやおや。食器を三人ぶん並べるものですから、きみがまた変な習慣にでもはまったのかと思ったら、お客さんですか」

「ええ、お兄さま」楓はわざとらしい笑えみを浮うかべ、「新しい住人とはいえない調査員みたいな人で、菊名隆生さんとおっしゃるの」

「珍めずらしい肩かた書がきをお持ちですね」

「兄の滋しげ也やよ」楓は青年を紹しよう介かいした。

「はじめまして」隆生は頭をさげる。

「こちらこそ、よろしくお願いいたします」滋也は微び笑しようを浮かべつつ挨あい拶さつを返したが、すぐ関心を本に移した。

「どうぞ。坐すわって」楓は隆生に座布団を勧すすめた。

　部屋の片かた隅すみにはケージがある。そこには一羽の兎がいた。

　なんだか、哀かなしそうな眼めをした兎だな、と隆生は思った。現在の生活について深い不満があるようだ。焦げた肉じゃがを食べさせられているのだから、無理のないことだが。そして、また、強きよう烈れつな既き視し感かんに襲おそわれる。

「ご兄妹で住んでいらっしゃるんですか？」楓は料理の盛りつけで忙いそがしいらしいので、滋也に訊いた。同い年ぐらいだろう、と思ったが、むこうが敬語を使っているので、こちらも使わざるをえない。

「いや、そうではありませんよ」相変わらず本を目の前に掲かかげたまま、「食事のときだけです。ぼくはべつの部屋に住んでいます」

「ふた部屋ふさがっている、とききましたけれど、ご兄妹で両方を使っているということですか？」

「そのようですね」

「あの、その本、面白いですか？」

　滋也の読んでいる本は英語の本らしい。タイトルの意味は隆生の語学力ではわからなかった。

「ええ。とっても」

「小説ですか？」

「いいえ。平へい易いな入門書ですよ」

「入門ってなにの？」

「六次元のカラビ－ヤウ多様体についての入門書です」

「それは面白そうですね」とりあえず社交辞令として、隆生はいった。

「お兄さま」刺とげ々とげしい声で楓がいった。「ご飯の用意ができましたけれど」

「ああ、失礼」ようやく滋也は本をおき、正座をした。

　見ると、楓も正座している。

　おれもしなくちゃいけないのかな──隆生は戦慄おののいた。

「それではいただきましょう」滋也が合がつ掌しようすると、楓も手を合わせた。

　あわてて隆生もそれに習ったが、けっきょく、正座はしなかった。

　目を瞑つむって手を合わせているふたりは何となく神こう々ごうしく見えた。見比べてみると、あまり似ていない兄妹だ。楓が野性的でボーイッシュなのに、滋也は色白で時代遅おくれの文学青年という趣おもむきがある。顔立ちにもほとんど似たところがない。だが、雰ふん囲い気きはよく似ている。その雰囲気を培つちかった年月が共通しているということだろう。ひょっとすると、血が繫つながっていないのかもしれない。

「いただきます」楓と滋也が唱和した。

　隆生は唱和しそこねて、口のなかでもごもごと呟つぶやいた。

　献こん立だては肉じゃがに鰤ぶりの照り焼き、切り干し大根と油揚げの煮に物もの、牛ご蒡ぼうサラダ、浅あさ蜊りの味み噌そ汁しるだ。

　鰤の照り焼きを口に運ぶ。うまい。

「感激だな」隆生は心からいった。「こういう家庭料理って、初めてなんだ」

「大げさ。だけど、嬉うれしいよ」

「大げさじゃないよ」

　じつのところほとんど初めてといってもよかった。親しん戚せきや友だちの母親に家庭料理を振ふる舞まわれたことはある。だが、隆生自身の母親は料理をつくってくれたことがなかった。父親も忙しい人間で料理などできなかったから、ふだんはレトルト食品や店屋物で食事をすませていたのだ。

　母がいなかったわけではない。きわめて健康だった。肉体的には。精神を病やんでいたのだ。隆生の兄が死んでしまったから、ときかされていたが、最近になってそうではないらしいことがわかってきた。

　まだことの真相はわからないし、初対面の人間にそんな深刻な話を打ち明ける気にはなれなかったから、彼はそれ以上の説明はしなかった。ただ、「ほんとうに初めてなんだ」と強調しただけだった。

　もともと空腹だったこともあって、隆生は楓の料理をぱくついた。

　気がつくと、楓が見つめていた。

「なに？」

「あたしのほうこそ感激。こんなにおいしそうに食べてくれる人、はじめて見た」

「それは、あんまり他人ひとに食べさせていないからだよ。うまいよ、ほんとうに」そういって、滋也のほうを窺うかがうと、なるほど、まるで作業のように黙もく々もくと食べている。

「いや。ぼくもつねづねおいしいと思っていますよ」滋也はいった。

「あんたに保証されたって、ちっとも嬉しくない。とんでもない味あじ音おん痴ちなんだから。塩と砂さ糖とうをまちがっても、気づかなかったくせに」

「あんた呼ばわりはやめてください。仮にもいちおうぼくは兄なんですから」

「ああ、はいはい。ところで、菊名くん、明日はずっとこのアパートを調査するの？」

「くんづけはやめてくれ、どう見てもぼくのほうが年上だ」隆生も滋也に倣ならった。

「そういうことをこの娘こにいっても、無む駄だですよ」と滋也。「ぼくはずっとこの悪あしき言げん貌ぼうを矯きよう正せいしようと努めてきましたが、駄目でした。それにこの場合……」彼は妹を一いち瞥べつした。
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「この場合、なに？」こめかみをひくつかせながら楓が促うながす。

「やめておきましょう。菊名くんを混乱させるだけです」

「なんですか？」混乱するかどうかぐらい自分に決めさせてくれ、と隆生は心の裡うちで呟つぶやいた。

「ぼくはやめた、といったのです」断だん乎こたる口調で、滋也はいった。

「不用意な発言は控ひかえてくださいね、お兄さま」楓は嬉しそうにいう。

「お互たがいに気をつけましょう」

　ふたりにはわかるのだろうが、隆生にはさっぱり理解できない。仲間外れにされたようで、気分が一気に暗くなる。だがすぐ、兄妹のなかに初対面の人間が割りこむわけにもいかないか、と気をとりなおす。

「で、菊名くんは明日はどうするの？」楓が質問を繰くり返した。

　こたえる必要があるかな、と思ったが、「調査の予定だよ」とこたえた。

「調査はもう終わっているのに？」

「いや……」そのとおりだが、ことばを濁にごした。

「きみはなにを調査するのですか？」滋也が尋たずねてきた。

「その、このアパートの怪かい奇き現象というか、そういうものを」

「つまらないことを調べるものですね」

　隆生はむっとした。あまりにお馴な染じみの科白せりふだったからだ。

「いまでも気にする人がいるのだから、つまらないということはないでしょう」

「これだけ科学が発達したんです。もう幽ゆう霊れい妖よう怪かい魑ち魅み魍もう魎りようの類たぐいは存在しなくなりますよ」

「関係ないんじゃないですか？」隆生は反論した。「科学が発達しようとどうしようと存在するものは存在するし、存在しないものは存在しないでしょう」

「ぼくはそう思いません」滋也はいったが、べつに議論をするつもりはないらしく、また静かな食事に戻もどっていった。

「とにかく、あんたは明日一日、このアパートにいるのね？」

　隆生はうなずいた。

「じゃあ、朝と夜はまたご馳ち走そうしてあげるよ。昼はあたし、学校だからいないけれど」

「どこの学校にかよっているの？」

「秘密」

「じゃあ、訊かない」

「よかった」

　弁当もつくってほしいな、と思ったが、それはいいだせなかった。

「ところで、後片づけをお願いね」

「え？」隆生はききかえした。

「食器を洗ったり、もとの場所に戻しておくことを後片づけという」

「いや、それはわかっている」隆生は苦笑した。「ちょっとききとれなかっただけだ。わかった。ご馳走してもらったんだから、皿洗いぐらいするよ」

　料理をつくったことはないが、洗い物なら幼い頃ころからやっているので慣れたものだった。

「よかった。料理は好きなんだ。昔は料理したくても、材料が限られているうえに、調味料もロクになかったから」

「なるほど」きっと貧しい暮らしだったんだろうな、と秘ひそかに察し、隆生はそれ以上質問を重ねないことにした。

「食べるより料理するほうが好きなぐらいだけど、後片づけだけは好きになれなくって」

「いつもいっているんです」滋也が淡たん々たんといった。「趣しゆ味みにふけることはたいへんけっこうだけれども、ちゃんと後始末もしなさい、と」

「ご心配なく、お兄さま」どうやら楓は『お兄さま』という単語を刺とげ々とげしくなく発音することができないようだった。「あんたに二度と後片づけなんか頼たのまないから」

「なにがあったの？」隆生は興味を覚えた。

「こいつ、後片づけを頼んだら、食器を全部捨ててしまったの。あの唐津、気に入っていたのに」

「こいつ呼ばわりはやめてください」穏おだやかに滋也が抗こう議ぎした。

「それって、八つ当たりしたってこと？」

「ちがう」楓は力いっぱい首を横にふり、「食器は洗えばくりかえし使えるものだ、ということを知らなかった」

「使い捨て容器ばかりで暮らしてきたわけ？」

「そんなことはないんだけれど」

「洗わなくてもきれいになる器うつわだけで暮らしてきたのです」滋也が説明した。「使えば汚よごれるとは意外でした」

　隆生はますます混乱した──いったいこのふたりはどんな育ちかたをしていたのだろう？
















　第二章　幽霊の困惑







　翌日の朝食は洋風だった。ポタージュ・スープとマフィン、スクランブル・エッグとベーコン、サラダだ。

　どうやら楓かえでが料理好きだということばに噓うそ偽いつわりはないようだった。

「すごい」隆たか生おはまたもや感激した。「ホテルの朝食みたいだ」

「うん。やっぱり喜んでくれる人がいるとつくりがいがあるわ」楓はほんとうに嬉うれしそうにいった。

　彼女は制服を着ていた。だが、その類たぐいのことには疎うとい隆生には、どこの制服かまではわからなかった。尋たずねてもどうせ教えてもらえないだろう、と判断して、彼は黙だまってマフィンにブルーベリー・ジャムをなすりつけた。

「理解できませんね」滋しげ也やがいう。「自分が楽しければいいではありませんか」

「まあ、あんたに理解してもらおうとは思わないわ」

　滋也は今朝も正座をして淡たん々たんと食事していた。ほんとうに味はどうでもいいらしく、マフィンにもサラダにもなにもつけずに食べている。

　楓は皿に生のベーコンを載のせて、兎うさぎに与あたえた。

　兎は不満げに楓の顔とベーコンを見比べた。

「文句があるならいってみなさいよ」と兎にむかって無む体たいなことをいう。

　兎はもそもそとベーコンを食べはじめた。

　隆生はそちらをなるべく見ないことにした。草食動物が肉を食べている姿というのは食欲を削そぐものがある。

　食事は一五分ほどで終わり、楓は鞄かばんをとって立ちあがった。

「じゃあ、今日も後片づけお願いね」といって出ていく。

「それではぼくも、失礼いたしますよ」と滋也も腰こしをあげる。

　隆生は女の子の部へ屋やにひとり残された。

　不用心な──と思いつつ、卓袱ちやぶ台だいのうえを片づけはじめる。現代人としてとうぜんの警けい戒かい心しんが欠けているのではないか？

　まあ、たしかに盗ぬすむものは何もないようだけれど──トレイのうえに食器をまとめて、部屋を見回す。

　女の子らしくない部屋だな、と感じた。それほどたくさんサンプルを見たわけではないので、単なる幻げん想そうかもしれないが、女の子の部屋というのはもうちょっと可愛かわいらしいグッズがあってもいいように思える。だが、この部屋にあるのはベッドと兎のケージ、小さな冷蔵庫と卓袱台ぐらいのものだった。考えてみれば、勉強机も本ほん棚だなもない。勉強はこの卓袱台のうえでしているのだろうか。

　ポスターすらない。ゆいいつ飾かざりらしいものは壁かべに掲かかげられた弓だ。楓のクラブ活動は弓道部なのかな、と思ったが、弓道場にはふさわしくなかった。どちらかというと緑が強きよう烈れつに匂におうような野山にふさわしい弓だ。狩しゆ猟りようがスポーツではなく、生活の手段として息づいている地域の弓という印象がある。エスニックぽいとでもいえばいいのだろうか。だが、けして空港の免めん税ぜい店で売られているようなお土産みやげ物ものではなかった。優ゆう美びな曲線を描えがいて撓しないつつも、生命を奪うためにつくられたもの特有の凶まが々まがしさに満ちている。

　ますます女の子らしくない。同時に、なぜか懐なつかしさを憶おぼえた。

　どうもこのアパートにいると、デジャ・ヴュにばかり襲おそわれる。

　惹ひかれる心を抑おさえきれず、つい弓を手にとった。握にぎりの部分に革かわが巻いてある。使いこまれているらしく、革は手て垢あかで黒光りしていた。

　弦つるを引いてみる。かなり強い弓だ。筋力に自信のある隆生ですら、引き絞しぼるには渾こん身しんの力が必要だった。

　弓をもとに戻して、何気なく兎のケージを見た。皿は空っぽになっている。ついでにこの皿も片づけてやろう、と手を伸のばす。

　そこで、兎の歯が鋭するどいことを思いだした。指を嚙かまれると、骨が見えるほど深い傷を負ってしまうことがあるという。

「嚙むなよ」隆生は一声かけた。

　すると、兎は、やれやれとでもいいたげな風ふ情ぜいで首を振ふり、ケージの片かた隅すみに退しりぞいた。

「ことばがわかるみたいだな」隆生はひとりごちつつ、皿を摑つかむ。「肉も喰うし、気持ちの悪いやつ」

　兎はさらに隅のほうに縮ちぢこまった。まるでいじけているかのようだ。

　こいつはほんとうに人語が理解できるのではないか──ますます気味悪くなった。




　食事の後片づけが終わり、日課のメール・チェックをすましてしまうと隆生はすっかり暇ひまになった。

　久しぶりに本格的な食事を二回もつづけたのだから、体力造づくりをしようと思い立ち、腕うで立たて伏ふせと腹筋をする。

　ひととおりメニューをこなしてから、さてあとはどうやって暇を潰つぶそうか、と腕組みをした。そこで、自分が調査に泊とまりこんでいることを思いだす。調査はもう完かん了りようしているが、より詳くわしい調査をしていても、損はないだろう、という結論に達して、アパートのなかを歩き回った。

　といっても、部屋のなかにまでは入ることはできない。共用トイレやバスもいまは施せ錠じようされている。けっきょく見て回れるのはキッチンとホール、そして廊ろう下かぐらいで、いくら豪ごう邸ていとはいえたいして時間もかからない。

　ひととおり見て回って間取りを確かく認にんしてから、隆生は感覚を解放した。

　封ふう印いんというと大げさだが、彼はふだんこの世ならぬものを見ないようにしていた。この世ならぬものは意外とありふれている。いちいち反応していては身が保もたない。

　ゆっくりと眺ながめると、至いたるところに気配が満ちていた。列をなして廊下を歩くもの、天てん井じようを歩くもの、壁かべから出たり入ったりするもの、ただ留まっているもの……。

　これだけ気配が存在していれば、一いつ般ぱんの人間でもなにか感じざるをえないだろう、と隆生は思った。

　と同時にげんなりした。これだけのものを祓はらうのはたいへんそうだ。こんなときいつも、呪じゆ文もんひとつ唱となえるだけで霊れいが退散してくれればいいのに、と思う。あいにく、彼はそんな便利な呪文を知らなかった。除霊はいつも力仕事だ。うまくいけば説得だけで立ち退のかすことができるが、これだけの数の霊がすべてききわけがいいということは確率的にありえない。彼らを力ずくで立ち退かせるには、青あお痣あざのひとつやふたつ、覚かく悟ごしなくてはならないだろう。それどころか、最初の敗北を味わうことになるかもしれない。

　ふたたび見て見ぬ振ふりを決めこみ、霊たちの存在を頭から追い払はらう。

　静けさが戻もどってきた。

　だが、ひとつ気配がつきまとっている。後頭部あたりに。

　思わず振り向いた。

　隆生がまだ子どもだったころ、ステレオグラムというものが流行はやった。二枚の絵を使うものもあったが、いちばんステレオグラムらしいのは象しよう徴ちよう画がとしか見えないランダム・ドットだ。じっと凝ぎよう視しするうち、交差した視線の焦しよう点てんがあい、なにものかが立体的に浮うかびあがってくる。

　隆生にとって霊れい視しするのは、ステレオグラムを見ることに似ている。ぼんやりした気配に目を凝こらしていくうち、くっきりとした姿を現わす。そして、一度立体視した絵は、焦点が合いやすいという点でも共通していた。

　その霊はすぐくっきりとした輪りん郭かくをまとう。いっぺん会ったことのある幽ゆう霊れいだった。昨日、隆生の部屋に出現した女性霊である。

「おまえ、まだいるのか？」幽霊は露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をしていた。

「いて悪いか？」

「悪い」幽霊は即そく答とうした。「だいたい、いい若い者が昼間からぶらぶらしているんじゃないよ。仕事はどうしたんだい？」

　やはりこの幽霊はだいぶ昔に死んだらしい。話の内容といい、言葉遣づかいといい、どうも古めかしい。

「これが仕事だ」隆生はこたえた。

「情けない仕事だね」幽霊は評価した。

「職業に貴き賤せんなしというだろう」

「いうけれど、あんなのは噓うそっぱちだよ。建前さ。噓だと思ったら、銀行に借金を申しこんでみたらいい」

「まあ、そうかもしれないが」

「おまえ、ここに居着くつもりなのか？」

「いまのところ、その予定はないが、しばらく滞たい在ざいする」

「知っておいておくれ、おまえが歓かん迎げいされていないってことを」

「おまえたちに歓迎されたいと思ったこともない」

　幽霊はせせら笑った。「おまえの臨終の時が楽しみだね。どんなに遠くにいても駆かけつけてやるよ」

「ありがとう」隆生は幽霊に背を向けて、歩きだした。

　だが、幽霊はよほど隆生が気に入ったとみえ、ついてきた。「まったく、このアパートにいる男ときたら、なんだって、外に出ないんだろうね。身体からだが腐くさるよ。毎日、外に出るのはあのお嬢じようさんだけで……」

「え？」隆生は振り向いた。「滋也さん、ここにいるの？」

「いるともさ。知らなかったのかい？」

「ああ。あの人、仕事はなんなんだろう？」

「仕事はしていないんじゃないか。たまに外に出たと思ったら、山のように本を抱かかえて帰ってくる。それで、ひたすら読みふけるだけ。あれで金になるんなら、いい商売だね」

　読む本が『六次元のカラビ－ヤウ多様体』とやらみたいなものばかりだとしたら、あまりいい商売ではないかもしれない、と隆生は考えた。

「じゃあ、どうやって生活しているんだ？」

「知らないね、そんなこと」

　いわれてみれば、滋也というのはいかにも生活能力がなさそうな人間だ。ひょっとして、楓のバイトで食いつないでいるのだろうか。収入をえることも、家事もしないで、読書三ざん昧まい。こういった人物に与あたえるべき肩かた書がきは、隆生の語ご彙いにはひとつしかない。すなわち、引ひき篭こもり。それも親でなく妹に養ってもらっているとは。婉えん曲きよくに表現するなら、自活能力に不自由な人。端たん的てきにいうなら、人間のクズ。

　それに比べて楓は可か哀わい想そうだ。人間のクズの面めん倒どうを見てあげているのに、あの調子ではたいして感謝もされていないにちがいない。

　隆生の脳のう裡りにファミリー・レストランの制服を着ている楓の姿がありありと浮うかんだ。毎日遅おそくまで働いて、疲つかれた身体を引きずって、わがままな兄のために食事をつくり、たぶん掃そう除じ洗せん濯たくもして、それをとうぜんのように受け取られて……。

　世の中というのはなんと不公平にできているのだろう。なぜ自分には楓のようなけなげな妹がいないのだろう。

「なに、悲しそうな顔、しているのさ」幽霊がいった。

「いや、ちょっと想像してしまって」隆生は手を額に当てた。そして、なぜおれは幽霊と仲良く話をしているのだろう、という疑問を感じた。

「なにを想像したのさ？」

「そんなこと、おまえに関係ない。あっちに行ってくれ」隆生はいった。「いや、おれが行く。ついてくるな」

「はいはい、わかったよ」幽ゆう霊れいは意外とすなおだった。天てん井じように吸いこまれていく。

　なけなしの勤きん労ろう意欲も失って、隆生は自室に戻もどり、ベッドにひっくり返る。

　ちょうど昼時だが、朝にたっぷり食べたので空腹感はない。たとえ食欲があったところで、彼のリュックにはインスタント・ラーメンといつのものかわからないかちかちの食パンしかないのだから、食べる気が失うせようというものだ。

　楓のつくってくれた素す晴ばらしい料理を思い出す。あんな料理をとくに感激もなく享きよう受じゆしている滋也に嫉しつ妬と心しんが湧わいた。

　それも、生活費すら渡わたさずに。

　むしゃくしゃする。

　滋也と話をしてみようか──隆生は決心した。もちろん、兄妹のことに口を挟はさめるとは思っていない。だが、滋也を罵ののしってやれば、すこしは気が晴れそうな気がした。

　滋也の部へ屋やはすぐわかった。表札が出ているからだ。それも、宏こう壮そうなお屋や敷しきにしか似合わない巨きよ大だいな表札で、『伊勢滋也仮かり寓ぐう』と墨ぼつ痕こん淋りん漓りに書かれている。もちろん、アパートの壁かべに吊つるすことはできないから、立てかけてある。

　ドアをノックすると、すぐ返事があった。

　隆生は滋也の部屋に入る。

　想像以上の本の山だった。ベッドのうえと狭せまい通路を除いて本が積みあげてある。そもそも本ほん棚だながない。書しよ籍せきの山の陰かげに隠かくれているのではないとしたらだが。

　部屋の主はベッドに寝ねそべって本を読んでいる。その手にはワイン・グラスがあった。

「ちょうど食事中なんです。きみもどうです？」とグラスを掲かかげてみせる。

　ベッドサイドの小さなテーブルには白ワインのボトルがある。もう半分ぐらい空いていた。

「昼間から飲んでいるんですか？」つい詰なじるような口調でいってしまった。ほんとうにこいつは人間のクズだ。

「食事ですよ」

「でも、それって酒でしょう」

「お酒を食事にしてはいけませんか？」

「そりゃ、食事のときに飲むことはよくあるけれど……、酒だけじゃ食事にならないでしょう」

「ぼくはそう思いません」滋也はグラスを呷あおり、新しいワインを注いだ。「ほんとうは、ぼくにはこれがいちばんいいのです」

「あんなにおいしい手料理が食べられるのに」

「あれは、楓の趣しゆ味みにつきあっているだけですよ」

「ひどいことをいうな」隆生は本心のままにいった。

「楓もよくそういいます」滋也は微笑ほほえんだ。

「こんなに本を買いこんで、しかも、昼間から酒盛りしているなんて、楓さんが気の毒だ」

「なぜここで楓が出てくるんです？」滋也は不思議そうな面おももちで本から顔をあげた。

「楓さんの稼かせいだバイト代がこんな本や酒に消えるなんて」隆生は決めつけた。

「バイト代とはなんのことです？」

「だってほかに考えられないでしょう。滋也さんには稼ぎもないくせに」

「待ってください。稼ぎがないですって？」

「あるんですか？　じゃあ、お仕事はなにをしてらっしゃるんですか？」

「ディレッタントというところでしょうか」

　ディレッタント──なんのことかはわからないが、人間のクズの婉えん曲きよく表現の一種だろう。

「それって収入になるんですか？」

「なりません。ディレッタントというのは有り余る金と暇ひまを趣味に注つぎこむ人間のことです。ぼくの道楽ぐらいじゃ、ディレッタントというのはおこがましいですが……」

「暇はともかく金が有り余っているんですか？　楓さんがせっかくファミリー・レストランで遅くまで働いて稼いできたお金を。毎日だといくら若いからといっても身体からだの調子が……」

「そのファミリー・レストランというのはどこから出てきた話です？」滋也は辟へき易えきしたようすだった。

「じゃあ、ハンバーガー・ショップですか？　まさかいくら金がいいからといって、女の子に建設作業員をやらしてるわけじゃないでしょうね。それとも、まさか……」隆生は頭から嫌いやな想像を振ふり払はらった。「やめた。さすがのおれもこれ以上は想像したくない」

「それはご自由ですが、なにを想像するのですか？」

「だから、バイト」

「きみ、思いこみが激しいといわれたことはありませんか？」滋也はいった。

「ときどき」隆生は控ひかえ目めにいった。

「自分の想像と現実は区別したほうがよいですよ」

「じゃあ、楓さんの稼ぎで暮らしているんじゃないんですか」

「ぼくの知るかぎり楓はバイトなどしていませんよ」

「じゃあ、どうやって生活しているんです？」

「ぼくは若いころ、資産を運用してそこそこの財産をつくりましてね、しばらく遊んで暮らせるだけの蓄たくわえはあるんです」

「若いころ？」隆生は無ぶ遠えん慮りよな眼まな差ざしをベッドのうえの男にむけた。彼はじゅうぶんに若く見える。容姿だけなら二〇代そこそこといったところだ。挙きよ措そが落ちついているので、雰ふん囲い気きは二五、六といったところか。もしもこれで三〇を超こえているようなら、この世のなかのなにも信じられなくなる。「いったい、滋也さんっておいくつなんですか？」

「それをきくと、たぶんきみはびっくりしますよ」滋也はもったいつけた。

「びっくりするのは大好きです」

「気が合いますね。ぼくも驚おどろくのが大好きです。でも、ぼく自身、歳としは忘れてしまいました。というより、ちょっと暦れき法ほうの怪あやしいところで育ちましたものでね、はっきりとわからないのです」

「外国で暮らしてらしたんですか？」抑おさえようとしても、疑わしさはどうしても声に滲にじんでしまう。

「ええ」

「いまどき太陽暦の通用しない国なんてあるんですか？」

「アラブはたしか太たい陰いん暦れきを使っていたのではありませんか」

「そういう話もきいたことがあるような気がしますが」じつをいえばまったく知らなかった。「それにしても、太陽暦とまったく無む縁えんのはずがないでしょう」

「現代のアラブ諸国はそうでしょう」

　この青年と話していると、妙にイライラさせられる。よく楓は耐たえているものだ。

　まあ、いい──隆生は気持ちを切り替かえた──滋也の年ねん齢れいなどたいして知りたいわけではない。それに本来、伊勢兄妹が生計をなにで立てていようが隆生には関係のないことなのだ。

　そう自分にいいきかせてみても、なにか納なつ得とくがいかない。はぐらかされたような気分だ。

　無む性しようにアルコールがほしくなった。

「ほんとうにやりませんか？」滋也は絶ぜつ妙みようのタイミングでワインのボトルを掲げてみせた。

「いただきます」隆生は即そく答とうした。

「じゃあ、グラスをとってきてください。キッチンにあります」

　隆生はいわれたとおりにした。

　キッチンから戻もどると、そこにくだんの幽ゆう霊れいがいた。

　素知らぬ顔で本を読む滋也の横顔になにやら熱っぽい視線を注いでいる。

　滋也には幽霊が見えないのだろう、と隆生は思い、彼の心の平安のために幽霊の存在は無視することにした。

　グラスをサイド・テーブルにおくと、滋也がワインを注いでくれた。

「どうも」礼をいって腰こしをおろそうとしたが、床ゆかのほとんどは本で埋うまっている。

「適当にどけてもらってかまいません」隆生が戸と惑まどっていると、滋也がいった。

　たしょう気にかけてくれているらしい。

　いわれたとおり、人ひとりが坐すわれる空間をつくり、胡座あぐらをかく。

　ワインをひと口、含ふくんだ。

「おいしい？」

「いや、ほんとういうとワインって苦手で……」そこまでこたえかけて、質問したのが幽霊だと気づき、口を噤つぐんだ。

「日本酒かビールのほうがよかったですか？」とこれは滋也が訊きく。

「いえ。そんなこと、ありません」

「きみも飲みますか？」

「飲んでいますけれど……」

「いえ。そちらのきみですよ」滋也は幽霊に訊いたのだった。

「見えるんですか？」隆生は驚いた。

「見えますよ。きみにも見えるでしょう？」

「そりゃ、もちろん……」

「それなら、なぜぼくに見えないわけがあります？」

　きっと滋也はその存在が幽霊だとは気づいていないのだろう。隆生はそう信じたかった。

「あいにくだけれど、食べたり飲んだりは無理だと思うよ」幽霊がこたえた。

「試ためしてみてはどうです？　きみがそれだけはっきりした形をとるのは、死んでから初めてではありませんか？」

　隆生はワインを噴ふき出した。

「汚きたないですね」滋也が不快げに眉まゆをひそめた。「そんなにお口に合いませんでしたか？　たしかに安物ですが、いちおうボルドー産ですよ」

「すみません」隆生は女性霊を指さした。「あの、そいつが幽霊だってことに気づいていたんですか？」

「そいつ呼ばわりはやめなさい。無礼でしょう、このかたはきみよりずっと年長なんですよ」

「そうでしょうけど……」

「だったら、謝りなよ」幽霊が口を挟はさんだ。「この子、昨日からあたしのことさんざん馬ば鹿かにしていたんだから。きっとうちらのこと、見下しているんだ」

「ごめん」反省したというより、面倒くさくなって、隆生は口先だけで謝り、「そんなことより、滋也さん、幽霊を信じていたんですか？」

「信じるもなにも、ここにこうして存在するではありませんか」

「いや、科学の本読んでいたりするから」

「だから？」

　そう改めて問われると、自分がひどく非論理的なことを口走っているような気分になる。

「それに昨日は信じていないようなことを……」

「いいましたか、そんなこと？」と首を傾かしげる。

「忘れてしまったんですか？」

「ぼくが忘れたというより、きみが誤って記き憶おくしているのではないですか。ぼくがいったのは科学が発達すれば、幽霊の存在する余地がなくなるだろう、という意味のことです」

「どういう意味なんですか？」

「ことばどおりの意味ですよ。べつだん裏の意味などありません」

「よくわからない……」

「わからなくてけっこうです。ぼくも説明する気にはならない。ところで、きみ、ワインを試ためしてみませんか？」

「いいのかな」幽霊は迷っているようすだ。

「ぼくにももう一杯くれませんか」隆生はグラスを突つきだした。

「すみませんが、手て酌じやくでやってください。そうだ、その前に、このかたのためにグラスを持ってきてあげてくれませんか」

「いいよ」幽霊がいった。「自分で持ってくる」

「だいじょうぶですか？」

「グラスぐらい自分で持ってこれなきゃ、お酒も飲めないじゃない」

「試してみるのもいいかもしれませんね」滋也はうなずいた。

「じゃあ、持ってくる」幽ゆう霊れいは壁かべをすり抜ぬけて出ていった。

　隆生が二杯はい目のワインを半分ほど空けたとき、彼女は悄しよう然ぜんと帰ってきた。

「駄だ目めだったよ」幽霊は告げた。「やっぱりものは持てない」

「でも、ここならどうですか？」滋也が、なみなみとワインを満たしたグラスを差し出す。

「落としてしまうよ」幽霊はもじもじした。

「かまいません。どうせワインもグラスも安物です」

「そう？」幽霊はおずおずと片手を伸ばし、グラスを受けとった。

　昨日、幽霊に触さわった感かん触しよくを隆生は思いだしていた。しっかりと手て応ごたえがあった。彼女には実体がある。なぜグラスを持ってくることができなかったのか、不思議だ。

　滋也が手を離はなしても、グラスは落ちなかった。ちゃんと幽霊の手のなかに収まっている。

　白くて細い指だな、と隆生は場ば違ちがいな感想を抱いだいた。

「持てた」幽霊は目を見開いた。「どういうこと？」

「さあ、どういうことでしょう？」と滋也。

「どういうこと？」幽霊は隆生にも質問をぶつけた。

　彼はただ、さっぱりわからないというしるしに、両手をあげることしかできなかった。

「さあ、飲んでごらんなさい」滋也が促うながした。

　飲めるはずがない──隆生は思った。ものを食べたり飲んだりする幽霊なんて、肉食の兎うさぎ以上にありそうにない。肉食の兎は実在することを知ってしまったいま、せめて幽霊には現世内での飲食をご遠えん慮りよ願いたかった。

　だが、幽霊は両手でグラスを持ち、ゆっくりと唇くちびるを近づける。唇がグラスの縁ふちについても、幽霊は両目を瞑つむってしばらくそのままでいた。

　そのようすを滋也が研究者のような目で観察しているのに、隆生は違い和わ感かんを覚える。

　やがて、幽霊は意を決したようにグラスを傾かたむけた。

　隆生が予想したとおりのことが起こった。

　幽霊の顎あごから芳ほう醇じゆんな液体が滴したたり落ち、したの本に染しみをつくったのだ。唇からあふれたのではなく、ワインが幽霊の肉体を無視したかのようだった。

「やっぱり駄目だったよ」幽霊はうなだれ、グラスを差しだした。「ごめん、本、汚よごしちゃったね」

「いえ、かまいませんよ。どうせもう読んだ本です」滋也は優やさしい手つきでグラスを受けとり、「それよりつらい思いをさせてしまったようですね。こちらこそ申し訳ありませんでした」

「いいよ。気にしてない。あたし、帰る」

「帰るといっても、おまえ、ここに住んでいるんだろうに」隆生は思わずいった。幽霊をこのまま行かせてしまっては悪いような気がして、引き留めようとしたのである。

「あたしにだってお気に入りの場所があるのさ」幽霊は顔を顰しかめ、舌を出した。「とりあえず、おまえのいない場所があたしのお気に入りだよ。男どうしでしんみり飲のんでいな、このロクデナシ」

　幽霊が壁に消えるのを隆生は呆ぼう然ぜんと見送った。どうやら嫌きらわれてしまったらしい。いや、もともと友好的な雰ふん囲い気きではなかったが、さっきよりいっそう嫌われてしまったようだ。憎にくまれているといったほうがいいかもしれない。なにも悪いことはしていないというのに。
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　滋也の顔を見ると、彼までもが咎とがめるような目をしていた。

「どうして飲ませてあげなかったんです？」そのことばにも棘とげがあった。

「おれが？　おれはなにも邪じや魔ましてませんよ」

「自覚がないならしかたありません。悪気はなかったのですね」

「自覚って……、なんの？」

「さあ、なんでしょう？」

「ああ、もううんざりだ」隆生はとうとう耐たえられなくなった。「いいたいことがあるなら、はっきりいったらどうですか？」

「いやです」滋也はにべもなかった。

「ああ、無理にはきかない。どうせ、あんたはもったいぶってるだけなんだろう」

「あんた呼ばわりはやめてください。ぼくは仮にもいちおう……」

「おれはあんたの弟じゃない！」隆生は遮さえぎった。

「わかっていますよ、そんなこと」

「だったら、好きに呼ばせてもらう」隆生はグラスを一気に呷り、ふたたび満たした。ワインのボトルが空になった。

「まだ飲やりますか？」本の山のなかから封ふうの開いていない一いつ升しよう瓶びんを、滋也は引っぱり出した。「残念ながらワインは品切れです」

　日本酒をワイン・グラスに注つぎながら、隆生は頭の片かた隅すみで後こう悔かいした──しまった、おれって、飲みだしたらとまらない質たちだった。




　　　　＊




　目が醒さめたとき、隆生は暗くら闇やみのなかにいた。

　酒を飲むようになって数年たつが、隆生はまだ宿ふつ酔かよいというものを経験したことがない。いまも、頭ず蓋がいのなかには痛みではなく、熟じゆく睡すいしたあと特有の気だるい爽そう快かい感かんが居座っている。

　だが、これまでとはちがう感覚に隆生は怯おびえた。喉のどの渇かわきはいい。喉の粘ねん膜まくがぽろぽろと崩くずれてしまいそうなひどい渇きだが、これまでにも憶おぼえがある。

　だが、胸の重みはなんだろう。また霊が坐すわっているのだろうか？

　だとしたら心の準備をしなくてはならない。すっかり慣れっこになったとはいえ、ときには心臓を直ちよく撃げきするような容姿の幽霊もいるのだ。昔はさぞかしひどい死にかたをしたのだろうと同情していたのだが、近ごろでは嫌いやがらせでわざと醜しゆう悪あくな格かつ好こうで出てきているのではないか、と疑っている。

　隆生はゆっくりと視線を自分の胸むな元もとにむけた。

　霊れい視しは必ずしも光を必要としない。暗くら闇やみのなかでも、焦しよう点てんがあってさえいれば幽霊の姿はくっきりと見える。

　だが、なにも見えなかった。にもかかわらず重みは依い然ぜんとしてある。

　霊だとすれば奇き妙みようだった。いままでの経験からすれば、霊の姿を見るほうが重みを感じるよりずっと簡単だ。

　このままでは電気を点つけることもできない。

　意を決して、隆生は胸のあたりを手で払はらった。

　はっきりした感かん触しよくがあった。

　それが幽霊特有のひんやりした手て触ざわりならなんということもなかったのだが、予想もしていなかったものだったので、隆生は不覚にも小さく悲鳴をあげてしまった。

　それはふわふわしていた。

　そして、隆生の手がそれに触ふれると同時に重みは消え、つぎの瞬しゆん間かん、すぐそばの床ゆかがとんと鳴った。

　こわごわ上半身を起こして、蛍けい光こう灯とうの紐ひもを引いた。

　兎うさぎだった。

　隆生の全身から力が抜ぬける。

「脅おどかすなよ」嗄しわがれた声で文句をいった。

　楓の飼っている兎だろう。兎の区別はつかないが、ふつう家のなかに兎はいないものだ。

「なぜ、おまえがここにいるんだ？」隆生は訝いぶかしく思った。「檻おりに入っていなかったっけ？」

　自分のいる場所を見回す。がらんとした部へ屋やのなかに見慣れたリュックがぽつんと置いてある。ここはまさしく隆生の部屋だった。アルカディア不動産はべつの意見を持っているだろうが、彼の意識のなかではそうだった。

　猛もう烈れつに恥はずかしくなった。

　どうやら、昼間の酒盛りで正体をなくしてしまったらしい。ついでに記き憶おくもない。この部屋へ自分の脚あしで帰ってきたのか、滋也に運んでもらったのかも思いだせない。

　時計を見ると、もう夜中だった。

　あらためて兎を見つめる──ほんとうに、この兎はなぜここにいるのだろう？

　勝手に入ってきたとは考えられない。ドアはちゃんと閉まっているのだ。

　まさか、おれが連れてきたんじゃないだろうな──隆生は額に手を当てて熟じゆつ考こうした。やはり思いだせない。動物を誘ゆう拐かいする趣しゆ味みはないはずだが。いや、なにより、兎を連れてきたのなら、楓の部屋に入らなければいけない。

　初対面の人間を自室に招き、手料理でもてなすほど開けっぴろげな彼女だが、一方で不法侵しん入にゆうには厳しいのではないだろうか。包丁を構えた楓の姿を思いだして、隆生はぞっとした。

　背筋を寒くしながらも、隆生は兎の円つぶらな瞳ひとみを見つめていた。

　いつまでもこうしているわけにはいかない。喉が渇いていることもあるが、さっきからトイレに行きたくてしかたがない。

　ドアを開けたしゅんかん、兎がダッシュし、わずかな隙すき間まから廊ろう下かへ飛びだした。

「おい！」思わず隆生は大声を出してしまう。

　兎が逃にげたら、楓は悲しむだろう。そして、自分には包丁で人を斬きった経験が少なすぎる、と考えはじめるかもしれない。

　だが、兎は廊下に出るとそれ以上走ろうとせず、兎らしからぬ足どりで歩きだした。

　そして、楓の部屋の前まで来ると、ドアにむけてジャンプした。

　ドアを突つき破るほどの勢いだ。それを何度も繰くり返す。

　できれば止めたかったのだが、どうすれば制止できるのか、隆生にはわからなかった。兎のまえに立ちはだかるのはぜったい嫌いやだ。さすがに元高級住宅だけあって、部屋のドアも頑がん丈じような造りになっている。隆生の身体からだはあのドアほど丈じよう夫ぶではない。

　五回ほど兎の突とつ進しんを受けとめたドアが開いた。もちろん開けたのはなかの住人だ。

「ノックはもっと静かにしなさいっていつもいっているでしょう」楓はいった。

　さっきまでの勢いが噓うそだったかと思えるほどゆったりした足どりで兎は部屋のなかに入った。

　パジャマのうえに丹たん前ぜんを着た楓は、眠ねむたげな目を隆生にむけた。「あ、やっと起きた」

「ああ、どうも、今晩は」自分でも間が抜けているな、と思いつつ挨あい拶さつをする。

「せっかく晩御飯つくったのに」

「ごめん、その、あの、おれ、なんか変なことしなかった？」

「変なことって？」

「つまり、その、一いつ般ぱん常識から懸かけ離はなれたようなこと」

「兄さんのお昼につきあうなんて、そもそも常識人のすることじゃない」

「そうなの？」

「そうよ。非常識だわ」

　非常識だと非難されたことはこれまで何度もあったが、それはたいてい職業を名乗ったときに起こる。そのあとは少々、羽は目めを外しても非常識とはいわれない。市し井せいに住むふつうの人間は、退たい魔ま師しなどという職業の人間に常識など期待しないものだ。むしろ、当たり前のことをすると、感心されてしまう。

　だが、この少女はべつの価値基準を持っているようだった。

「それ以外に変なことをしなかった？」

「具体的にいってよ」

「つまりおれがふだんはしないようなこと」

「そういわれてもねぇ」楓は首を傾かしげ、「あんたがどんな人かまだよくわからないから」

　もっともだったので、隆生は例を絞しぼりだした。

「例えば、歌を歌ったりとか……」

　音おん痴ちであることを自覚しているので、彼は人前では歌わなかった。友だちにカラオケ・ボックスへ誘さそわれてもいっしょに行かないほどだ。しかし、因いん果がなことに歌うのは好きなのだ。一人っきりのとき、気に入った曲を口ずさむことはある。そしてその度たびに、自分に歌の才能が備わっていないことを再さい認にん識しきして落ちこむのだ。
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「ああ。笑いながらなんか奇き妙みような節でだれかに語りかけていたけれど、あれ、歌だったの？」

「さあ。だれかと話していたのかも」

「だれもいなかった。あんたは廊下にいたし、兄は部屋にいた」

「いや、霊れいだったのかもしれない」

「霊もいなかったよ」

「きみに見えなかっただけで……」

　楓は鼻先で笑った。

「わかった、きっと歌っていたんだと思う」隆生は諦あきらめた。「滋也さんに追い出されたということは、おれは自分で部へ屋やに入ったんだな」

「追い出されたかどうかはわからないけれど、部屋にはあたしがつれていってあげたの」

「きみが？」隆生は眉み間けんに皺しわを刻きざんだ。年下の女の子にそんな醜しゆう態たいをさらけ出してしまうなんて、最悪の事態だ。

「背中を押して、ね。わりと素す直なおだったわ。ドアをかわりに開けてあげようとしたときは抵てい抗こうしたけれど」

「それは……、ごめん」

「べつにいい」口先だけではなく、楓はほんとうに気にしていないようだ。

「で、他ほかにはなにもしなかった？」

「あたしが帰ってきたとき、あんたは廊下で歌っていた。そのときはまさか歌っていたとは気がつかなかったけれど。なにをしているんだろうって思った。謎なぞが解けたわ。まあ、兎と酔よっぱらいのすることの意味を深く考えてもしかたないので、あんたを部屋に押しこんで、念のため、ツユネブリに付き添そわせたの。以上、終わり。あんたが部屋のなかでなにをしたかは知らない。たぶん、眠ねむりこけていたんだと思うけど」

「ツユネブリってだれ？」

「いってなかったっけ。あたしの飼っている兎の名前」

「ツユネブリっていうのか。ずいぶん変わった名前だな」

「あたしもそう思う。ツユネブリってどういう意味か知っている？」

　隆生は黙だまって首を横に振ふった。

「兎って意味なの」

「じゃあ、ぴったりだな」

「なぜ？　兎に兎って名前をつけるのが、ぴったり？　猫にネコとかキャットとか名づけるのがまともな人間のすること？」

「いわれてみれば、変か。でも、きみがつけたんだろう」

「まさか」さも嫌いやそうに楓は顔を顰ひそめた。

「じゃあ、だれがつけたんだ？　滋也さんか？」

「さあ？　そうかもしれない。けれど、自分で名乗ったのかもね」

「自分って？」

「だから、ツユネブリが。だとしたら、まだわかりやすいね。ツユネブリは自分の種族を告げたつもりだったのに、兄が勝手に名前にしてしまったというわけ」

　きっと冗じよう談だんをいっているのだろう、と隆生は思いこもうとした。

「冗談にしては、あまり面おも白しろくないな」

「うん。だって冗談じゃないもん。あたしは真面目まじめな話をしているのよ」

　きっとこれも冗談の続きなのだろう。

「でも、なんだって兎を付き添わしたりしたんだ？」

「気にくわなかった？　あたしは晩御飯つくったりしなきゃいけなかったし、あんたが起きるまでベッドの側そばでまんじりともせずに過ごすなんて趣しゆ味みじゃない」

「そりゃ、まあそうだな」隆生は頰ほおを搔かいた。病気でならともかく、酔っぱらった人間の介かい抱ほうをするほどのつきあいではない。もっとも、病気だったとして楓が介抱してくれるかというと、どうもそうは思えないのだが。「でも、だからってなぜ兎を」

「だって、死にたくないでしょ」

「そんな大げさな」

「そうでもない。急性アルコール中毒だってちゃんと死因になるんだから」束つかの間ま、少女は口を噤つぐみ、言げんを撤てつ回かいした。「あんまりちゃんとしていないかも。お義理でお葬そう式しきに来た人は、笑うのを我が慢まんしなきゃいけないわね。とにかく、ツユネブリを付き添わせるていどには心配だったの」

「そりゃどうも。でも、なんだって兎を」

「いったい、どうこたえれば満足するの？」楓は苛いら立だっているようすだった。

「ああ、つまり」隆生はなんとなく声を潜ひそめ、「兎がなんの役に立つ？」

「ちゃんとあんたが目を醒さましたことを報しらせに来たじゃない。死にそうになっていても、ちゃんと報せに来たはず」

「でも、おれの部屋のドアはおれが開けたんだぜ」隆生は指し摘てきした。「おれが苦しんでいても、報せに来れたとは思えないな」

「それは、きっとあんたに気を使っていたんだと思う」

「じゃあ、あの兎、いや、ツユネブリはやろうと思えばドアを開けられるのか」

「開けるのは無理かもね。でも、外には出られる。あとでドアの破は片へんを掃そう除じするのが面めん倒どうだけれど」

「なるほど」楓の部屋をノックしたツユネブリの勢いを考えると、あながち不可能とは思えなかった。

「あたし、掃除は嫌きらいだから、そのときは自分でやってもらわなきゃね。たとえ死んでいても」

「もちろん、弁べん償しようするのもおれだな」

「そうね。ツユネブリはきっとごまかす。もともと無一文だし」

「自分が弁償する、という発想はないの」

「あたしが？」楓はきょとんとした。「なんで、また？」

「さあ、なんでだろう」隆生は説明する努力を放ほう棄きした。

「満足した？　じゃ、お休み。ああ、晩御飯、あんたのぶんもいちおうつくっておいた。キッチンにある。冷めているけど、よかったら食べて。というより、食べなさい。せっかくつくったものを捨てるのいやだから」

「喜んで」隆生は心からいった。

























　楓かえでの用意した食事は中ちゆう華かだった。青チン蒜ジヤオ肉ロー糸スーと卵スープ。卵スープだけ温めなおして、隆たか生おは遅おそい夕食、もしくは早い朝食を堪たん能のうした。

　それから数時間を無む為いに過ごした。

　天てん井じようあたりを右う往おう左さ往おうしている赤あかん坊ぼうの霊れいを、ベッドに寝ね転ころがりながら観察することが、退たい屈くつしのぎになった。

　外が白みはじめたころになってようやくベッドからおり、音をたてないよう気をつけながら、トレーニングをはじめる。

　やがて、朝の空気に旨うまそうな匂においが混じり、楓の声がきこえた。「菊きく名なくん、朝御飯、食べる？」

「喰くう、喰う」

　朝食は昨日とうってかわって和風だった。鮭さけの塩焼き、生卵、海の苔り、豆とう腐ふと昆こん布ぶの味み噌そ汁しる、香こうの物もの。

　楓が学校に行くのを見送って、鼻歌まじりで後片づけをすませた。

　とくに予定もないので、トレーニングの続きでもしようかと思いはじめたとき、外が騒さわがしいのに気づく。

　窓を開けてみる。アパートの玄げん関かん先さきにけっこうたくさんの人が集まっていた。年寄りが多いようだ。その中心に風かざ本もと親子がいる。

　隆生はおりていった。

　大だい輔すけにそっと近づいて、朝の挨あい拶さつをし、尋たずねた。「お祓はらいですか？」

「そうです」大輔は小声でこたえる。

「この人たちは？」と人混みを見回す。

「ご近所の方々です。お祓いをするところをしっかり見ていただこうということでして」

「なるほど。パフォーマンスですね」

「親父おやじはそのつもりです。でも、ぼくはほんとうに除じよ霊れいしていただければ、と思っています」

　隆生は落ちつかない気分になった。「お祓いのあとでも、ぼくの仕事は継けい続ぞくということでかまいませんね」

「それは……」大輔は口を濁にごした。

　大輔に決定権がないということなのだろう、と隆生は風本──もちろん、父親のほうだ──を一いち瞥べつする。風本は知らんぷりをしていた。

　しばらく待っていると、黒くろ塗ぬりのリンカーン・コンチネンタルが狭せまい道みち幅はばを一いつ杯ぱいに使ってやってきた。その後ろにワゴンが一台、つづいている。

　リンカーンが停とまると、運転手がドアを開け、深々とお辞じ儀ぎをした。後続のワゴンからも巫女みこ姿の中年女性たちが三人、坊ぼう主ず頭あたまの青年がひとりおりてきて列をつくる。おそらく弟で子しか助手なのだろう。

　小こ柄がらな人物が出てきた。女性なのに羽は織おり袴はかま姿だ。歳としの頃ころは五〇代半ばぐらいだった。

「先生、わざわざのお出まし、恐きよう縮しゆくです」風本が出で迎むかえた。

「あの人が霊れい能のう力りよく者しやですか？」隆生は大輔に囁ささやいた。

　大輔はうなずき、「河かわ那な珂か紫し瑞ずい先生です」

「どうぞこちらへ」風本が案内する。

「この人たちはなんですか!?」紫瑞が甲かん高だかい声で咎とがめた。「神聖な儀ぎ式しきを見せ物にするおつもりか？」

「いえ、そんなつもりは……」風本が頻しきりにいいわけをする。

　このまま霊能力者の先生、つむじを曲げて帰ってくれないかな──隆生は秘ひそかに期待した。

「まあ、いいでしょう」だが、紫瑞はあっさりいった。顔つきだけはまだ不ふ機き嫌げんそうだが、きっと最初から中止するつもりなどなかったにちがいない。

　紫瑞は助手たちを手招きし、なにごとか指示しはじめた。紫瑞が一言発するたびに、彼らはいっせいにうなずく。まるで訓練を受けた兵士のようだ。

　羨せん望ぼうしつつ、隆生はそのようすを見つめた。

　ざわめいていた近所の人々もいつの間にか静かになり、紫瑞先生ご一行を注視している。

　隆生にとって依い頼らい者しやというのは、三段階の成長を遂とげるものだ。依頼する前が第一段階。ここでは彼らは例外なく胡う乱ろんなものを見る目つきをしている。そして、多くの人間がこの段階を過ぎることなく、去っていってしまうのだ。隆生に口説き落とされると、第二段階に入る。つまりここでようやく依頼者になるわけだ。依頼者たちはたいてい笑えみを浮うかべる。迷めい彩さい服ふくを着た若者に除じよ霊れいを頼たのまなければならないほど追いつめられた自分を嘲あざける笑みだ。隆生が依頼を果たすと、第三段階。この段階に来ると、みな涙なみだを流さんばかりに感謝する──はずもなく、第一段階よりさらに胡乱なものを見る眼まな差ざしをむけてくるようになる。そして、隆生はなにもしなかった、と主張しはじめるのだ。それどころか、そもそも霊の障さわりなどなく、隆生に騙だまされたのだ、といいだす者もいる。

　隆生の除霊スタイルは簡単だ。除霊現場に依頼者を立ち会わせることもしない。ほんのわずかな時間で戻もどってきて、「霊を鎮しずめました」といわれては、詐さ欺ぎにあったような気分になるのも無理はなかった。額に汗あせを光らせていたり、肩かたで息をしているのも悪いのかもしれない。

　隆生の依頼者たちに比べて、ここに集まった人々の態度はどうだろう。たしかにあからさまに蔑さげすんだ眼差しを霊能者一行に注ぐ者もいる。呆あきれたようすを漂ただよわせている人々はもっと多かった。

　しかし、この世ならぬ現象の発現を期待するかのような熱い視線もあった。全体として見れば、厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きが感じとれる。

　変事がなく儀式が終わったとしても、たしかになにごとかが行なわれたのだ、とこの場の多くの人々が感じるだろう。

　そして、風本は金を出す。

　この商売にはったりが必要だということには隆生も昔から気づいていた。だが、残念ながら、はったりをきかせるには金が必要だ。いますぐ運転手付きのリンカーンを用意することはできない。

　せめて手近なところからはじめようか──隆生は青年を眺ながめた。彫りの深い顔立ちだ。そのためか、スキン・ヘッドにスーツという取り合わせが不思議な雰囲気を醸かもしだしている。

　隆生は溜ため息いきをついた。哀かなしいことにスーツを買う金すらない。できることといったら、この髪かみの毛を剃そってしまうことだが、それはしたくない。だいいち、ミリタリー・ルックにスキン・ヘッドではますます霊能者のイメージから遠ざかってしまう。薄うす暗ぐらい路地にしゃがみこんで、ナイフでも舐なめつつ、金持ちか美女を待ち伏ぶせているのがお似合いだろう。

　あと、できることといえば、除霊の実際を見てもらうことだが、霊が一いつ般ぱんの人間に見えない以上、除霊現場に立ち会わせると、ますます馬ば鹿かにされるだけだ。そうなると、効果的なのは、除霊に時間をかけることぐらいだろうか。正確にいうと、かけた振りをする。たいてい二、三分で片が付くが、一晩ぐらいはその場で暇ひまを潰つぶすべきかもしれない。

　指示を与あたえおわったらしく、紫瑞は「散れ」というふうな仕し草ぐさをした。

　たちまち、助手たちが散って、地面に木の棒を刺さしたり、水を満たしたコップをおいたりしはじめた。

「あれはなにをなさっているんでしょう？」とりわけ熱心に儀式を見守っていた大輔が小声で訊きいてきた。

　じつをいうと、さっぱりわからなかった。まったく無む駄だな行こう為いに思える。ただ一点、はったりをきかせるという観点からはそれなりに有効かもしれない。

　だが、しょうじきに感じたままを口にすると、信しん頼らいをなくしてしまいそうな予感がした。隆生には予言能力はなかったが、本能的直感には従うことにしている。それに、口ではったりをきかせるぶんには只ただだ。

「流派が違ちがうから断言はできませんが」隆生は囁いた。

「はあ」大輔は興味深げな面おももちでことばの続きを待っている。

　困ったことに、隆生の頭には説明の続きが浮かんでこなかった。

　しばらく隆生が口ごもっているうち、大輔の顔に浮かんでいた興味の色が不信の色に塗ぬり替かえられつつあった。

「あれは！」隆生は押し殺した声で驚おどろいてみせた。

「どうしたんですか？」隆生が見ているほうへ大輔も視線を向ける。

　そこでは巫女みこのひとりがなにかの粉を撒まきながら、奇き妙みような身み振ぶりで歩いていた。

「あれにはどんな意味があるんです？」大輔はふたたび興味を取り戻したようだ。

「いえ、申し訳ありませんが、お教えするわけにはいきません。ちょっと失礼します」噓うそではなかった。なにをしているのかさっぱりわからない行為の意味を教えられるわけがない。

　なにか質問したげな大輔を残し、隆生はグリーン・ハイツに戻った。

　玄げん関かん口ぐちから群衆を見回して、滋しげ也やがいないことに気づく。たしかに、滋也が興味津しん々しん、儀ぎ式しきの行く末を見守っている姿など想像もつかないが、感想ぐらいはあるかもしれない。

　もしもこの騒さわぎに気づいていないのなら──これは大いにありえることだった──教えてやらなくてはならない。根こん拠きよはないが、彼ならこの雰囲気をぶちこわしにしてくれるような気がする。

　隆生は滋也の部へ屋やにむかった。
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「お祓いなどしていませんよ」ベッドに寝ね転ころがった滋也は本から目を離はなさずにそういいきった。

「でも、げんに外では……」隆生はいいかけた。

「あれはお祓いのふりをしているだけです」滋也は遮さえぎり、「真ま似ね事ごとにさえなっていない」

「見たんですか？」

「ええ。見ましたとも。そこから」左手で本を顔の前に掲かかげたまま、右手で窓を示した。

　窓の下半分ほど本に隠かくれていたが、外をのぞくぐらいの余地はある。

「興味、ないんですか？」

「すこしはありますよ。でも、この本の内容のほうが興味深いのです」

「本はいつでも読めるでしょう」

「そういった要素を入れても、こっちのほうに興味があるのです」滋也はようやく本を横に置き、隆生を見た。「きみこそいいのですか？　興味がないのですか？」

　もちろん、おおいにあった。お祓いになっていようといまいと、隆生がリッチな生活を送るための参考にはなるかもしれない。

　いや、もっと切実な問題だ。除霊が成功したら、一銭も貰もらえずに追い出されてしまう可能性があるのだ。

　もっとも隆生がここでしたことといえば、幽ゆう霊れいと埒らちもない話をしたことと、楓のつくった料理を平らげたことぐらいなので、叩たたき出されても文句はいえないのだが。

　いまさらながら隆生は焦あせり、いっしゅん、ベッドのむこうにある窓から外を見ようか、と思ったが、さすがにそれは馴なれなれしすぎる、と思いなおした。

「じゃあ、ぼくは失礼します」

「ええ。ぼくのことはお気になさらず」滋也はふたたび本を取りあげた。

　隆生はきびすを返して階段をおりた。

　紫瑞の除霊を妨ぼう害がいするべきだろうか。

　あまりいい考えとはいえない。

　妨害などしてしまったら、のちのち除霊に効果がなかったことがわかったとき、隆生のせいにされてしまうかもしれない。

　いや、隆生が紫瑞の立場なら、のちのちまで待たない。即そく座ざに儀ぎ式しきを中止し、後日改めて行なうことにする。そして今日のぶんは正規の料金をもらい、改めてやるぶんはいくらか値引きしてさしあげよう、と恩着せがましくいう。無駄になった除霊料をどうしようと知ったことではないが、まともな商売人なら、妨害者に請求するだろう。そして、バブル崩ほう壊かいを乗り切って不動産屋をしているぐらいだから、風本はまともな商売人にちがいない。

　さらに厄やつ介かいなのは、除霊という作業の効果をわかってもらえないことだ。たとえ紫瑞の儀式が出で鱈たら目めだろうと、アルカディア不動産が成功したと判断したら、やはり隆生は追い出される可能性が高い。

　やっぱりはったりだな──心の裡うちで隆生は溜ため息いきをついた。

　また質問されると敵かなわないので、大輔からは距きよ離りをとって立つ。さいわい、彼は最前列にいた。

　すこし見物人が増えているようだ。もっとも、全員が生きているわけではなかった。

　生きている見物人の頭上三〇センチ辺りを、気配がゆっくりと横切っている。地面からもいくつかの気配がゆらゆらと立ちのぼっていた。

　いつもの習慣で視線を逸そらす。

　儀式の準備が終わったらしい。助手たちが紫瑞のまわりに集まった。

　紫瑞は無言で右手を横に突つきだした。巫女みこが御ご幣へいを捧ささげ持って握にぎらせる。

　紫瑞が奇き声せいを発しながら御幣を振ふりはじめた。

「ふるえ！　ふるえ！　ゆらゆらと！」というふうに隆生の耳にはきこえた。

　それから、霊能力者は奇き妙みような抑よく揚ようでなにごとか叫さけびはじめた。巫女を従えて御幣を振っているのだから、たぶん真しん言ごん陀だ羅ら尼にや聖書の一節ではなく、祝詞のりとなのだろう。だが、意味はさっぱりわからない。それは紫瑞の抑揚があまりに独特だからというばかりではなく、隆生に知識が欠けているからでもある。

　隆生の除じよ霊れいスタイルに古代の秘ひ法ほうの入る余地はない。

　けれど、ああいう呪じゆ文もんも必要だよな──と隆生は心のノートに書き留めた──霊に対しては効果がなくても、見物人に対してならある。

　助手たちは合がつ掌しようして頭こうべを垂れている。見物人のなかにさえ、そうする者がいた。

　紫瑞の声に熱がこもる。

　だが、気配はいっこうに散ろうとしない。

　むしろ集まってくる。

　グリーン・ハイツからいくつもの霊が湧わきだし、紫瑞のまわりを漂ただよいはじめる。

　集めておいて一気に祓うのだろうか──隆生は震ふるえた。これは本物かもしれない。

「生きとし生けるものに仇あだなす邪よこしまなる物よ！」突とつ然ぜん、紫瑞の発音が明めい瞭りようになった。「この庭より疾とく立ち去るがいいっ」

　つづいて裂れつ帛ぱくの気合いを空くうにむけて放つ。あの小さな身体からだからよく出ると思えるほどの大声が、大気を震わせた。

　そして、紫瑞はくたっとその場に崩くずれ落ちかけた。それを助手の青年が抱だき留める。彼が手をさしのべるのは不自然に早かった。まるで尊そん敬けいすべき師が倒れるのを知っていたかのよう。

　だが、見物人のほとんどはタイミングがずれたことに気づいていないようだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか」風本が駆かけ寄る。

　意識を取り戻もどした──もしくはそのふりをした──紫瑞はうるさそうに手を振った。

「大事ありません」と紫瑞。「もう安心です。この地は浄じよう化かされ、邪じや霊れいは封ふう印いんされました」

　かなり離れた位置にいる隆生の耳にも紫瑞の声ははっきり届いた。まるで見物人に語りかけているようだった。

「しかし、この土地は邪霊を引き寄せる性質を持っています。また新たな霊れい障しようが起きないとも限りません」

　うまいっ、と隆生は心のなかで膝ひざを打った。こういっておけば、除霊に失敗したときに責められずにすむ。それどころか、新たなビジネス・チャンスに繫つながる。霊現象などそうしょっちゅう起こるものではないのだから、昔から居座っている霊が起こした事件も、新しい霊のせいにして、もう一度除霊すればいいのだ。

　失敗するとしたら、その場に除霊の正否を判断できる人間がいるときだけだ。

　そして、今はたまたまいた。

「菊名さん」大輔がやってきた。「どうでしょう。もう霊はいませんか？」

　霊はさっきに比べれば減っていた。しかしそれは追い払はらわれたり、封じこまれたりしたわけではなく、ただ面おも白しろそうなアトラクションがたいした盛りあがりもなく終わってしまったので、どこかよそへ行ってしまった、という感じだ。

「失敗のようですね」隆生はわくわくしながら告げた。

「たしかですか？」

「残念ですが」と心とは裏腹なことを口にする。

「ほんとうですか？」大輔の口振りは疑わしげだった。

　紫瑞に対してなら、これほどストレートに訊きかないんだろうな、とうんざりしつつ、隆生はうなずいてみせた。

「じゃあ、ちょっと来てください」大輔はリンカーンのほうへ歩きだした。

　しかたなく隆生はそのあとをついていく。

　リンカーンの傍かたわらでは風本と紫瑞が立ち話をしていた。

「父さん」大輔は無邪気に呼びかけた。「除霊は失敗した、と菊名さんが仰おつしやっているんだけど」

「おい、失礼じゃないか」口では息むす子こを叱しかったものの、風本が本気で腹を立てているようすはなかった。

「なんですか、あなたがたは」腹を立てたのは紫瑞のほうだ。

「こっちは息子です。うちの唯ゆい一いつの社員でもありまして」風本はまず大輔を紹しよう介かいし、「そして、こちらが退たい魔ま師しの菊きく池ちさん」

「菊名です」隆生は訂てい正せいした。紹介されてしまってはしょうがない。紫瑞に頭をさげた。「初めまして」

　だが、紫瑞は礼を返さなかった。大輔が挨拶とともに差し出した名めい刺しも受け取ろうとしない。

「退魔師ですって。虚仮威こけおどしもいいかげんにしなさい」紫瑞は非難した。

　どっちがだ、と憮ぶ然ぜんとしながらも、たしかにこの大おお仰ぎような職業名も、すっかりお馴な染じみになった胡う散さん臭くさそうな目つきをされる原因のひとつかもしれない、と反省した。かっこいいと思ったのだが、もっと年相応のライトな感じの名めい称しようがいい。

　なにがいいだろう？──隆生は頭を捻ひねった──ゴースト・バスター？　ダメだ、ノリが軽すぎる。いかにも、なにかのメディアに影えい響きようを受けたという感じがする。

「若い人はよく現実をマンガやテレビ・ゲームと混同します。この人もそうでしょう。厳しい修行に耐たえる根こん性じようもないくせに、根こん拠きよもなく、自分に不思議な力が備わっていると思いこんでいるだけです。おおかた、低てい俗ぞくなオカルトものにかぶれているのでしょう。このような人になにもわかるはずがありません」紫瑞は断言した。

「しかし、菊名さんもプロフェッショナルなかたですから」風本はみょうに隆生を持ちあげはじめた。「われわれ素人しろうとにはどちらが正しいかわかりませんが、プロの意見が対立している以上、一方を全面的に信じるわけにはいかないのでありまして、先ほどのようなお話は即そつ決けついたしがたい、と」
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「プロなどと、職業のようにいわないでください！」紫瑞が癇かん癪しやくを起こす。「わたしは授さずかりものの力を皆みなさんのために役立てようとしているのです。お金かね儲もうけでやっているのではありません。わたしは除じよ霊れい業者ではありませんよ」

　除霊業者はなかなかいいネーミングだが、もう一ひねり欲しいな、と隆生は考えた。

「いったい、なんの話？」大輔が父親に尋たずねた。

「紫瑞先生が仰るには、この土地は霊の吹ふき溜だまりだから、またなにかよからぬことが起こらないとも限らない。だから、年に一回ずつお清きよめしてくださるそうだ。いま、一〇年契約を結ばないか、と勧められていたところだ」

　隆生は、目から鱗うろこが落ちる思いだった。この調子で顧こ客きやくを確保しておけば、定期的に仕事が入ってくる。

　紫瑞から学ぶべきことはたくさんありそうだ。じつに参考になる。

「わたしは親切心で申しあげているのですよ」と紫瑞。「土地を他人ひと様さまにお譲ゆずりになることもあるでしょう。そのとき、事情を知らぬ者、知っていても真理から目を背そむける者が、浄じよう霊れいを怠おこたったら、どうなさいます。用心に越こしたことはありません」

「しかし、一〇年分の玉たま串ぐし料りようを先払いするのは、あんまりにも……」

　隆生にも事情が読めてきた。

　風本は霊の存在をあまり信じていないようだった。

　一連の騒そう動どうは近所の住民がグリーン・ハイツの入居者によけいなことを吹きこんだせいだと考えているのだろう。

　じっさい、隆生が遭そう遇ぐうしたケースにも、霊現象ではなく噂うわさが原因だったものがある。

　変な噂が立った家に新しく住人がやってくると、前からその辺りに住んでいる人間は意味ありげな視線をむける。あげくに、その住人が定食屋で食事をしている横で、「あのお化けアパートに越してきたバカがいるんだって」などと声高に噂をしたりする。さらに、すこし親しくなると、「なにか、変わったことない？」と薄うすら笑いを浮うかべて訊きいてしまう。

　こうなると、住人は多かれ少なかれ不安になる。なんでもない音や振しん動どうが霊の存在の確固たる証しよう拠こに思えてくる。そして、ちょっとした体調不良で、霊に取り憑つかれた、と騒さわぎだす。

　グリーン・ハイツもこの類たぐいの原因で入居者が居着かなくなった、と風本は信じているにちがいない。口さがない隣りん人じんたちが持っているグリーン・ハイツへの歪いびつなイメージさえ払ふつ拭しよくできれば、すべて解決する、と。

　しかし、年に一度、除霊が必要なアパートにだれが住みたがるだろう。一〇年契約など結んでしまったら最後、あの伊い勢せ兄妹のような変わり者以外、だれも住まない。

　しかも、一〇年分の除霊代を要求されている。具体的な金額は見当もつかないが、リンカーンやお付きが五人もいたことを考えると、隆生の金銭感覚では実感の湧わかない大金であるにちがいない。

　なんと断ろうか、と思案しているところに、救いの神のごとく隆生が除霊失敗を告げたというわけだ。

「まあ、わたくしどもとしては、この菊名さんにもお祓いをお願いしてですな、そのうえでようすを見て……」風本はいった。

「くだらない。力なきものがあだやおろそかに心霊とかかわると、きっと災わざわいを招まねきますよ」紫瑞は人差し指を隆生に突つきつけた。「あなた。邪じや霊れいがまだいるというのなら、それを証明してご覧らんなさい」

　除霊が成功したことを証明するのが先じゃないのか、と隆生はむっとした。

「あれがあなたには見えないんですか？」隆生は、まだ辺りを浮ふ游ゆうしていた気配のひとつを見ないようにしながら指さした。

「はったりはお止よしなさい」隆生の指が示す場所に視線をむけることさえせず、紫瑞は決めつけた。「なにもないところを指さしたりして、ほんとうに、いいかげんにしたらどうなの。まったく近ごろの若い人は、生意気な」

「なにもないところだって」隆生は低い声でいった。もともと短気なほうだ。年ねん輩ぱいの女性に暴力をふるうつもりはなかったが、いたく気分を害していた。

　紫瑞の顔に怯おびえが走り、隆生の指さすほうを一いち瞥べつした。

　隆生もふだんの習慣に逆らって、気配のするほうを凝ぎよう視しした。

　ほんの数メートル先に霊がいる。その先にも何体か浮かんでいる。

　隆生は目を細めた。

　たしかにいる。

「ほんとうに霊能があるなら、心を集中して見ればいい」

「なにもいないじゃないの、ばかばかしい！」紫瑞がヒステリックに叫ぶ。

「ほんとうに見えないのなら、あんたはただの詐さ欺ぎ師しだ」

「勝手なことをいってなさい」紫瑞はそっぽをむいた。

　気配は形をまといはじめた。もうはっきりと人だとわかる。もやもやしていたものがくっきりと形をとりはじめる。

　なぜか見物人が騒ぎはじめた。

　彼らにも見えるのか？　隆生は呆あつ気けにとられた。

　そのあいだにも、霊はだんだん自己主張を強めていった。透すけてはいるが、顔かたちまでわかるほどである。

　男性だ。

「おい、あれ……」風本が紫瑞の袖そでを引っ張る。

「なんですか、あなたまで失敬な！　もうけっこうです、勝手になさい。今後、どうなっても知りませんからねっ」

「今後じゃなく、いま、あれをなんとか」

「なんですか、いったい……」

　紫瑞がふたたび霊のほうに顔をむけたとき、隆生には幽ゆう霊れいのしているネクタイの柄がらまで見えた。まるで生きている人間がそこに立っているかのようだ。

「なにもないじゃないですか」紫瑞がいった。

「男が見えませんか」

「あの人がなんだというのです」

「さっきまでいなかったんですよ！」

　すると、風本には見えているのか。

　見物人や助手たちも信じがたいものを目まの当たりにした表情である。

　どうやら、この場で男が見えていないのは紫瑞だけらしい。

　いや、ちがう──隆生はすぐさま考えを改めた。紫瑞にも見えているのだ。ただ生者と見分けがつかないだけなのだ。

　パニックが起こらなかったのは、幽霊が恐おそろしげな姿をしていなかったせいだろう。そこらへんの道を歩いていそうなサラリーマンだ。いまどきソフト帽ぼうを被かぶっているのと、顔色の悪さには違い和わ感かんを感じるが。

　隆生がパニックを起こしそうになった。

　これまで隆生は自分に霊を視みる特別な力が備わっているのだと思っていた。だが、昨日の滋也といい、今日のこの場にいる人々といい、ちゃんと霊の姿を目で捕とらえている。

　滋也はいい。世界中で霊視できるのは自分ひとりだけ、などと隆生は信じているわけではないのだ。他ほかに同じ能力を持った人間がいても不思議ではなかった。

　楓は霊の存在を感じることができるらしいから、もしも霊能力が生まれつきの素質で決まるのなら、兄の滋也がその力を持っているのはむしろありそうなことだ。

　だから、滋也が幽霊と平然と会話をしているのを見ても、驚おどろきはしたものの、混乱はしなかった。

　だが、ここにいる者すべてが霊能力者だと考えることはできなかった。霊視する力がこんなにもありふれているのなら、霊の存在はもっと世間に受け入れられているはずだ。

　その一いつ瞬しゆんで隆生に思いつく可能性はひとつしかなかった。すなわち、隆生に備わっているのは霊の姿が視えるようにする力なのだ。

　なぜそのことにいままで気づかなかったのだろう。

　物心ついたころから、隆生は霊をなるべく視ないことにしていた。うっかり視てしまうこともあったが、それは決まってひとりの時だった。とくに蒲ふ団とんにくるまって眠ねむりが訪おとずれるのを待っているときが危なかった。他人がいれば、気配を感じてもすぐ、気を紛まぎらわすことができた。

　この仕事を始めてからも、除霊のとき以外は霊視しなかったし、除霊の現場には他人を入れたことがない。

　なんだ──隆生は後こう悔かいした──こんなことだったら、依い頼らい者しやに立ち会ってもらうべきだったな。そうすれば、霊なんて最初からいなかった、といわれることもなかったのに。

　だが、同時に未来への展望が開けてきた。

「あなたはほんとうに不誠実な人です」紫瑞はまだ風本を非難していた。「お金が惜おしいならそう仰おつしやればいいではありませんか。下手へたな芝しば居いはやめられるがよろしい。わたしとて、金の亡もう者じやのために神から授さずかった力を使おうとは思いません！」

　隆生は彼らのやりとりには興味がなかった。

　それより、姿を現わした男性霊のそばに蟠わだかまっている気配が気になる。

　もしおれの力が想像どおりのものなら、視ちゃダメだ──隆生の心のなかで警けい鐘しようがなる。

　それは巨きよ大だいだった。一体の霊ではありえない。さっきまで男性霊の後ろにばらばらで浮うかんでいた気配が集まっているのだろう。すくなくとも五人はいるはずだ。これだけの数の幽霊が姿を現わしたら、さすがに手に負えなくなるかもしれない。

　隆生は気配から目を逸そらし、紫瑞を見た。

「こんな侮ぶ辱じよくははじめてですっ」さっさと車に乗って立ち去ればいいものを、紫瑞は風本にヒステリックな罵ば倒とうを浴びせつづける。「こんな頭の悪そうな人のいうことを信頼するなんて。時間が来れば、どちらが詐欺師かあなたの悪いおつむにもわかるでしょう。そのとき、泣きついていらしても、もう知りませんからね！」

　だが、風本はもう彼女のいうことをきいていなかった。

「ちょっと、あなた！」相手にされていないことを悟さとったらしく、紫瑞は糾きゆう弾だんの矛ほこ先さきを隆生にむけた。「よくも人を詐欺師扱あつかいしてくれましたね。名めい誉よ毀き損そんで訴うつたえますから、名前を教えなさい」

　訴えられるのはたまらない。ここはもう二、三体、幽ゆう霊れいにお出ましを願うべきだろう。

「おれなら、いますぐ証明することができますよ」隆生はいった。「どちらが詐欺師か」

　そして、視た。

　薄うすぼんやりとそれが見えてきた。

　そのとき、隆生は自分が思い違ちがいをしていたのに気づいた。

　それは何体かの霊の気配が集まったものではなかった。何体かの霊が集まったものの気配だったのだ。

　紫瑞が悲鳴をあげた。

　それは車ほどの大きさで、土つち饅まん頭じゆうのような形をしている。その表面にはいくつもの顔が集まっており、下にはいくつもの脚あしが生えていた。裾すその部分からは腕うでが伸のびていた。関節を無視して触しよく手しゆのようにうねうねと蠢うごめいている。

　やばい、やっぱりこれは視てはいけないものだった──隆生は激しく悔くやんだが、もう目を離はなせなくなっていた。

「先生、どこへ行かれるのですか！」助手の青年が、リンカーンに乗りこもうとしていた紫瑞を羽は交がい締じめにしていた。「いまこそ、お力を示してください」

「お離しなさい！　こんな愚おろかな人々のために力など使えません！」

「いつも仰っている博愛の心はどうなったのですか。愚ぐ人じんを啓けい蒙もうするためにも、ここはひとつ、お力を……」
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「黙だまりなさい。離しなさい、離せったら！」

「そうですね」隆生も後ずさりをはじめた。「ここはおれ、いや、ぼくのような若じやく輩はい者ものが出る幕ではないということで……」

　だが、経験豊富な霊能力者であるはずの紫瑞は青年を突つき飛ばし、車に転がりこんだ。ドアを閉め、なにごとかを運転手に叫さけぶ。おそらく、早く出すよう要求したのだろう。運転手も異存がなかったらしく、リンカーンはタイヤを軋きしませて発進した。

　それを呆ぼう然ぜんと見送った助手たちもワゴン車に駆かけ出す。

　もちろん、見物人たちはとっくの昔に逃にげ出していた。何人かは腰こしが抜ぬけたのか、地面に座りこんで異い形ぎようの物体を眺ながめていたが。

　化け物は先に出現した男性霊を取りこみ、わずかに大きくなった。

　隆生はそこかしこに霊の気配を感じた。

　気配は化け物に引き寄せられている。

「ちょっとあんた、ぼさっとしていないでなんとかしてください」風本がいった。

　風本親子はふたりとも留とどまっていた。それだけ隆生を信しん頼らいしているのか。

　たぶん、そうではなく、恐おそるべき責任感のなせるわざなのだろう。信頼しているのなら、隆生を先生扱いしてくれるはず。

「すぐ道具を」持ってきます、といいかけて、隆生は思いとどまる。

　今日は大切なことを学んだ。人間の価値というのはいかにして学び、それを活かすかにかかっているのだ。ここは、学習したことを活用すべき場面だ。

「そうは仰おつしやっても、ぼくはまだ正式に依頼されたわけではありませんから」隆生は渋しぶってみせた。

「依頼する。依頼しますよ」と風本。

「料金をまだ決めていませんが」

「いくらなんですか、いってください！」

「一〇万ではどうでしょう」隆生はふっかけた。

　わずかな間があった。

「わかりました。それでお願いします」

　し、しまった！──隆生は舌打ちした。

　こたえる直前、風本が呆ぼう然ぜんとした面おももちで「たった……？」と呟つぶやいたのを、隆生の耳は逃のがさなかったのだ。

「それともうひとつ。グリーン・ハイツにしばらく住まわせてください。家や賃ちん無料で」隆生は条件を追加した。

　風本が不動産屋の顔になった。「それはどういうことですか？」

「べつに毎年お祓はらいをしなきゃいけないとかそんなことじゃありません。ただ、このアパートが気に入ったんです」隆生は早口で、「交通の便もまあまあだし、外観もお洒落しやれだし、それに……」

　風本はしばらく逡しゆん巡じゆんしたが、化け物を一いち瞥べつしてうなずいた。「わかりました」

「取引成立。ちょっと待ってください、道具をとってきます」

「待つのはお断りします」風本は踵きびすを返して駆けだした。

　大輔は父親の背中と隆生の顔を見比べていたが、深々と頭をさげ、「それでは、よろしくお願いいたします」と告げて、父親のあとを追った。

　まあ、いいか──隆生はアパートの部へ屋やに駆け戻もどった。

　リュックから木刀を取り出し、とって返す。

　化け物はなにをするでもなくもとの場所にいた。

　いや、なにもしていなかったわけじゃないな──隆生は思いなおした。

　もとに比べれば倍ほどの大きさになっている。また何体か霊れいを取りこんだにちがいない。

　さすがに脚がすくむ。これは祓はらえないかもしれない。

　このまましらばっくれて逃げようかな、という考えが脳のう裡りをよぎった。どうせまだ金は貰もらっていないのだから、そうしても責められる筋合いはない。

　だが、つぎの瞬しゆん間かんに頭に浮かんだのは、楓の料理だった。

　あれを喪うしなうわけにはいかない。

　木刀をしっかり握にぎり、上段に構えた。肺はい腑ふの空気を自らを鼓こ舞ぶする雄お叫たけびとして絞しぼりだしつつ、隆生は化け物めがけて突とつ進しんした。

　はじめてしまえば簡単だった。

　身体からだが軽い。足は軽快に地面を蹴けり、隆生の身体を加速させていく。目は、ぐんぐん大きくなる化け物の姿をしっかり捕とらえていた。

　だが、脚をすこしでも止めたら、たちまち一歩も踏ふみ出せなくなってしまうだろう。あるいはこの木刀を取り落としてしまったら。

　いくつもの手が隆生にむかって突つきだされる。白い手もあれば浅黒い手もある。焼け焦こげた手や骨の覗のぞく手が突きだされる。

　肺のなかの空気をすっかり絶ぜつ叫きようとして吐はき出してしまった隆生は、走りながら大きく息を吸すい、跳ちよう躍やくした。

　眼下に、顔がある。

　手に比べるとはっきりしていない。よくある心霊写真に出てくるような、目鼻立ちの曖あい昧まいな顔がいくつも蠢うごめいている。

　木刀にすべての膂りよ力りよくと体重を乗せて、顔のひとつに打ちこむ。

　化け物が不気味な声をあげた。いくつもの口がそれぞれに叫さけんでいる。それは苦痛のために発せられた悲鳴というより、抗こう議ぎの声のようだった。

　つぎの瞬間、隆生は無ぶ様ざまにこけた。

　なにが起きたのかわからないまま、転がるようにしてその場を離はなれる。

　立ち上がって振ふり返った。

　化け物がふたつに増えている。だが、その大きさはもとの化け物の半分ぐらいだ。ふたつに分かれたのだろう。

　隆生は、分ぶん裂れつした化け物の隙すき間まに転がりこんでしまったのだ。

　飛びずさって間合いをとり、木刀を構かまえる。

　二体の化け物は狭せまい範はん囲いでうろうろしていた。どうも、ふたたびひとつになろうか、別別に隆生と戦うか、迷っているようすだ。意思の統一がとれていない。

　しかも、その動きはひどく鈍にぶい。

　逃にげるつもりなら、簡単だな──隆生は思う。

　誘ゆう惑わくに負けそうだ。

「はあっ」隆生は自分に気合いを入れた。

　そのとたん、化け物がびくっと震ふるえた。

「いや、きみらにいったわけじゃ……」誤解を解こうとして、頭を振った──ばかばかしい。

　どちらを先に攻こう撃げきするにせよ、まともに突っこんでいったら、無数にある腕うでに捕つかまってしまうだろう。この化け物は意外と気が弱いらしいが、腕わん力りよくまで弱いとは限らないのだ。

「おれは強い、あいつらは弱い、おれは強い、あいつらは弱い」隆生はぶつぶつと唱えだした。

　自己暗示である。なんとなく本来の能力以上の力が発揮できるような気がする。しかも、これをやると、幽霊が気味悪がってくれる場合もあるので仕事がやりやすくなるのだった。

　このときも、化け物はかすかに後退した。

　それを見て、隆生は呪じゆ文もんを変へん更こうした。「おれは強い、おまえらは弱い、おれは強い、おまえらは弱い……」

　化け物の一方はますます後ろにさがったが、残りの一体は踏みとどまる。それどころか近づいてきた。

　こいつから先に叩たたく──隆生は決心した。

　のたのたと近づいてくる化け物との間合いを保ちつつ、攻撃のチャンスを窺うかがう。

　腕を避よけるとなると、さっきのように跳躍して相手の頭の上から打ちこむしかない。

　だが、助走距きよ離りがとれなかった。

　しかたなくじりじりと後退した。

　化け物がゆっくりと、だが着実に迫せまってくる。

　隆生は舌打ちした。

　大草原のど真ん中で戦っているのではないのだから、このままではフェンスに追いつめられてしまう。

　一か八かだ──隆生は木刀を振ふりかぶり、身体からだを低くして駆かけだした。

　たちまち化け物の腕が触ふれるくらいに、距離が詰つまった。

　木刀を左右に払はらって、腕の群れのあいだに隙すき間まをつくり、そこへ身体を割りこませる。

　思いがけず、下から逞たくましい腕が繰くり出されてきた。咄とつ嗟さに、隆生はその腕を踏ふんづけた。

　だが、隆生が全体重を乗せても、腕の動きはほとんど衰おとろえない。

　却かえって好都合だ──隆生はその腕を踏み台にして跳とんだ。

　だが、うまくいかなかった。

　跳躍したというより、腕に振り飛ばされた格かつ好こうで、化け物を飛び越こえてしまった。

　着地する。

　崩くずれそうになる体勢を立てなおしたときには、二体の化け物に挟はさまれていた。

　どちらを攻こう撃げきするべきか迷った。

「おれは強い、おまえらは弱い！」とりあえず威い嚇かくしてみたが、効果がなかった。

　相手にも余よ裕ゆうが出てきたようだ。

　すると、せっかくの自己暗示効果まで消え去りそうになる。

　とにかく挟み撃うちにされるのはまずい。

　相手の動きが遅おそいのを幸い、化け物の横をすり抜けて、もとの位置に戻もどろうとした。この広場は狭いが、そのぐらいの余地はある。

　だが、駆けだした隆生に二体の化け物はぐぐっとその不気味な身体を寄せてきた。

「ずるいぞっ」隆生は思わず叫さけんだ。

　無数の腕がくねくねと動き、いくつもの拳こぶしが身体に迫せまる。

　腹と背中に同時にパンチを受けた。

「痛いてぇっ、ちくしょうっ」口くち汚ぎたなく罵ののしって、木刀をむやみやたらと振り回した。

　ごつんと鈍にぶい感かん触しよくが掌てのひらから伝わってくる。

　だが、それ以上に身体のあちこちに拳を受けてしまう。ありがたいことに一発いっぱつはそれほど効かないのだが、こう乱打されてはそのうち力つきてしまう。

　力つきたそのあとに、自分がどうなるのかを考え、隆生は戦せん慄りつした。

　この仕事を始めてから、「やばいな」と思ったことは何度もある。だが、これほどの恐きよう怖ふを感じるのははじめてだった。

　どうやって拳の雨から逃れたかはよく憶おぼえていない。

　気がつくと、フェンスを背にして、化け物どもと対たい峙じしていた。

　肩かたで息する。流れ出した汗あせが右目に入るが、それを拭ぬぐう余裕すらない。しかたなく左目だけで化け物どもを睨にらみつける。

　化け物どもはお互たがいに近づき、ふたたび融ゆう合ごうした。

　絶好の攻撃チャンスだと思うものの、脚あしが動かなかった。

　こんなとき、経きよう文もんだけで除じよ霊れいできればどんなにいいかと思う。読ど経きようするのは、それなりに重労働なのだろうが、少なくとも脚は動かさなくてすむ。いや、なにも宗教には拘こだわらない。べつに彼は敬けい虔けんな仏教徒というわけではないのだ。ブードゥーの儀ぎ式しきでもいっこうにかまわない。鶏とりの首を切り、生き血を啜すする羽は目めになっても、これよりはましだろう。

　だが、これが隆生にできるゆいいつの除じよ霊れい方法だった。幽ゆう霊れいを殴なぐりつけて無理やり立ち退のかせるというのが。

　隆生はすこしでも楽がしたいから、まず説得からはじめる。だが、幽霊というのはたいてい隆生より人生経験が豊富で、めったにいうことをきいてくれないのだ。だから、結局は殴りあいになってしまう。

　頼たよるべきは呪じゆ文もんひとつだけ。

「おれは強い、おまえは弱い！」隆生は叫さけび、地面を蹴けった。

　こうなったら正面切っての殴り合いだ。とにかく攻撃が前からしか来ないというだけでありがたい。

　木刀と脚をフルに活かつ躍やくさせながら、本体に迫せまろうとした。

　気のせいか、腕の密度が大きくなっている。

　すべての腕を隆生のほうに移動しているのだ。

　そのため、前に出ることができない。

「おまえら、卑ひ怯きようだぞ！」隆生は抗こう議ぎした。

　だが、化け物はこたえない。

　もう後退する余地はないから、間合いを取ることもできない。

　彼にできるのはただ、自分を捕とらえようとする腕をひっぱたくことのみ。しかも、しょっちゅう木刀や肘ひじがフェンスにぶつかるので、それも思うに任せない。

　ついに手首を摑つかまれた。

　あっと思う間もなく首を締しめあげられる。

　頭のなかは真っ白だった。この事態を打開する術すべは思いつかず、死への恐怖もない。ただ悔くやしさだけがあった。

　くそっ、おれが幽霊なんかに負けるはずがないんだ──その思いが、頭を満たす。

　負けるはずがない、負けるはずがない、おれは強い、こいつらは弱い──もう声を出すことはかなわなかったので、目を瞑つむってひたすら念じた。

「苦しいかい、お兄さん？」

　ふいに声をかけられて、薄うす目めを開けた。

　一体の幽霊が上半身だけを化け物から生やしていた。その顔がすぐ目の前にある。あの、最初の晩に隆生を出で迎むかえた幽霊だった。

　薄目を開けて、ほくそ笑えんでいる。

「まあ、いまは苦しいだろうけど、すぐ終わるよ。あたしらのなかにはもっと苦しい死にかたをしたのが何人もいるんだ。どうってことないよ。まあ、首に跡あとが残るのはしかたがないけれど」
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　こんなに憎にくまれるようなことをしたっけか？──隆生は考えた。たしかにたしょう礼れい儀ぎに欠けたところはあったかもしれない。だが、断じて殺されるほどのことはなかったはずだ。

　理り不ふ尽じんだ──勃ぼつ然ぜんと怒いかりが湧わいた。

「そんなに睨にらまないでくれよ」幽ゆう霊れいはいった。

「あのさ、信じてもらえないかもしれないけれど、あんたが嫌きらいってわけじゃないんだ。いろいろあったけれど。でも、ほら、立場がちがうだろう。同じ立場なら、もっとうまくつきあえるような気がしてさ……」幽霊はそこで照れたような笑みを浮うかべた。そうすると、意外に可愛かわいらしい。「でも、だからって、あんたが好きになったわけじゃないからね。勘かん違ちがいしないでよ」

　ますます理不尽だ。

　たしかにもう幽霊になっている者にとっては、死ぬぐらい同情に値あたいしないことなのだろう。隆生を殺すのも、行き渋しぶっている人間を強ごう引いんに誘さそう程度の気持ちなのかもしれない。

　だが、隆生にとってはこのうえなく迷めい惑わくだった。こんなことで死にたくない。

　こんなの噓うそだ！──自分を抑おさえつけるいくつもの腕うでを、隆生は強引にふりほどいた。

「冗じよう談だんじゃない！」ようやく喋しやべれるようになった彼は叫んだ。「殺されてたまるか！　だいたい、おまえらは幽霊のくせになぜ一ひと塊かたまりの化け物になっているんだ。そんな話は見たことも聞いたこともないぞ」

「幽霊のくせにって、なんだったら一塊りになっていいのさ」

「揚あげ足あしをとるな！」絶対の確信をこめて、隆生はいった。「幽霊が集まって妖よう怪かいになるなんてことはないんだ」

　そのとたん、化け物は爆ばく発はつした。

　いや、何十体もの幽霊に分ぶん裂れつしたのだ。

　ようやく馴な染じみ深いシチュエーションになった。もうちょっと人数が少なければ、もっと馴染み深いのだが、そこまで贅ぜい沢たくはいっていられない。

　木刀はまだしっかりと握にぎっていた。

　こちらに飛んでくる幽霊を二、三体、打ち据すえる。

「立ち去れ！　さもなければ、ぶん殴なぐる」

「やなこった」そうこたえたのは例の幽霊だったが、ほかの霊も同じ意見のようだ。

　幽霊たちは散った。逃げ惑まどうかというと、そうでもない。数体の幽霊がむかってきた。先頭は、羽は織おり袴はかまの男性だ。

　その男性幽霊にむかって、隆生は木刀を振ふりおろす。

　狙ねらい過あやまたず、男の幽霊の頭に木刀がめりこんだ。幽霊の身体からだ半分ぐらい地面にもぐりこむ。

「消えろ！」その幽霊の苦く悶もんに歪ゆがんだ顔を蹴け飛とばし、右から突つっこんでくる霊に木刀を突き立てる。

　隆生は焦あせっていた。これではいつまでたっても埒らちがあかない。

　隆生の除霊は、木刀を叩きこめば、霊が浄化されて昇しよう天てんするといった、美しくも単純な原理には基づいていない。ただ、殴られるのが嫌いやになって、どこか暴力とは無む縁えんな場所へ去っていくことを幽霊に期待するということだけの話。暴力はあくまで説得の一手段でしかないのだ。

　いままでなら、これでうまくいった。なにしろ相手は一体か二体だった。だが、こうもたくさんいると、すべてを「説得」するのは無理だろう。

　いや、それどころか、けっきょく隆生は命を喪うしなうことになるかもしれない。

　隆生はこの仕事を請うけたことをかなり後こう悔かいしていた。

　目の前にいる二、三体の幽霊を打ち倒たおすと、隆生は走りだした。

　とにかく開けた場所にいてはダメだ。狭せまい場所に閉じこもるのは、ひとりで多人数と戦うときの鉄てつ則そくだが、この場合はべつの意味もある。

　屋内にいれば、一度にたくさんの霊体を感じなくてすむ。視みなくていいのだ。隆生が視さえしなければ、幽霊は実体を維い持じできず、生きている者に手出しはできないはず。

　といって、消えるわけじゃないんだよな──隆生は敗北感に打ちひしがれた。

　以前に戻もどるだけで、問題はなにも解決しない。つまり、除霊は失敗したのだ。

「どけぇっ！」腹立ちまぎれに四、五体の幽霊を蹴散らし、アパートの玄げん関かんを目指す。

　いきなり、足首を摑つかまれた。

　たまらず転てん倒とうする。

　隆生を引き留めたのは、最初に姿を現わしたサラリーマンふうの男だ。肩かたから上だけを地面から覗のぞかせ、その幽霊はいった。「なぜそんなに僕らを邪じや険けんにあつかうのかね？」

「仕事だからだよっ」隆生はこたえた。

「仕事か」幽霊は遠い目をして、「僕もずいぶん仕事に励はげんだものだよ。しかし、いまとなってはなにもかも虚むなしいものさ」

「それはよかった。羨うらやましいな」隆生は懸けん命めいに、「でもおれはまだ働かなきゃいけないんだ」

「ほんとうにそうかな？」幽霊は微笑ほほえんだ。じつに親しみやすい笑みだった。

　隆生はぞっとして、「とにかく放してくれ！」

「いいじゃないか。ものを摑むのはずいぶん久しぶりなんだ」

「おれの身体はものじゃない」隆生は主張した。

「人との触ふれ合いはなお久しぶりだ」

「悪いけど……」隆生は身を起こしざまに木刀を幽霊のソフト帽ぼうめがけて打ちおろした。「おれは触れ合いたくない」

　ぐふっ、と幽ゆう霊れいは呻うめき、手を放した。

　このチャンスを逃のがさず、隆生は跳はねあがって駆かけだした。

　グリーン・ハイツに駆けこみ、まっしぐらに自分の部へ屋やにむかった。

　あまり広いと、外で戦うのと変わらないし、狭せますぎても、木刀を振り回すのが難しくなる。あの部屋なら手て頃ごろな広さだ。

　部屋に転がりこむと、ドアを閉めて、五感を研とぎすます。

　敵がドアからやってくるとは限らない。なにしろ敵は幽霊なのだ。壁かべぐらいすり抜ぬけてしまう。

　そこで彼はふと疑問を感じた──ほんとうにそうか？

　あのはっきりした実体を持った存在が、壁を透とう過かするということがはたしてありえるのだろうか？

　だが、隆生が思し索さくする時間はなかった。

　背後に気配を感じる。

　振り返って後こう悔かいした。

　そいつらには実体がなかった。それなのに、彼が視てしまったことにより、急速に形を現わしてしまったのだ。

　慌あわてて目を逸そらそうとしたが、遅おそかった。ひとたび隆生の視線で実体化したことのある霊体はあっという間に姿を取り戻もどす。三体の幽霊が現われた。真ん中にいるのは、あの女性霊だ。その右に寄り添そうのは、隆生を呼び止めたソフト帽の男。左にいる角かく刈がりの男性霊には見覚えがないが、蹴飛ばしたような気もする。

「きみ、五、六発、殴らせたまえ」ソフト帽が喚わめいた。「話の途と中ちゆうでいきなり棒きれで殴りつけるなど、失敬じゃないかね」

「おれを殺そうとしたくせに！」隆生はいった。

「それがどうした？　ご婦人がそう望んだのだよ。抵てい抗こうするなど見苦しいのではないかね」男性霊は嘆なげかわしげに首をふった。「潔いさぎよくない」

「あいにく、そこまで紳しん士し的てきにはなれない」隆生は木刀を構える。

　部屋のなかの気配が増えたようだ。だが、隆生はすでに実体化してしまった幽霊たちに意識を集中した。これ以上、敵を増やす必要はない。

「さて、まだおれを殺すつもりなのかな？」

「べつにどうだっていいよ」女性霊がいった。「もともと本気じゃない。どうせあと五〇年もすれば、おまえ、死ぬんだしね」

「じゃあ、用はないだろう」ほっとしたが、それをなるべく面おもてに出さないようにして、「とっとと出ていけ」

「僕の用は済すんでないよ」ソフト帽がいった。

「せめて一発でも殴らないと、腹立ちがおさまらない。生命いのちまでとろうとはいわないから、きみ、神しん妙みように頭を差しだしたまえ」

「断る」

「生意気な若者だな。やっぱりこっちに来たらどうだね」

「いやだ」隆生は首を振ふり、「とにかく、あんたらがここから立ち退のいてくれればすむ話なんだ」

「なにがすむんだ、おまえよぉ？」左ひだり端はしにいた男性の幽霊が吼ほえた。「ここは居い心ごこ地ちがいいんだ。あとからやってきて、一方的に追い出すなんて法があるか」

「あるんだよ」隆生は断言した。「人間の世界は生きているものの都合で動いているんだ」

「はっ、おれだってもとは人間さまだ、そんなこたぁ知っている。だけど、納なつ得とくできねぇ。ご先祖さまをもうちょっと敬うやまうべきじゃないのか、ええ？」その幽霊は隆生を非難した。「だいたいおまえみたいに乱暴なやつははじめてみた。ほかの連中はもっとまっとうだったぞ。すくなくとも、供く養ようしてくれようとしたもんな」

「でも、効果なかったんだろう」隆生は指し摘てきした。

「おれもこいつを殴なぐりたくなったぞ」その幽霊は宣言した。「殴らせろ。そうしたら、こんな臭くさい部へ屋や、頼たのまれたっていてやらねぇ」

「匂においがわかるのか？」純じゆん粋すいな好こう奇き心しんから隆生は尋たずねた。

「わからないが、おまえが住んでいるんだから、臭いに決まっている」

「おっさんのほうが臭そうじゃないか」隆生はむっとして、いいかえす。

「なんだと？」男は目を細めた。「おまえよぉ、何日、風ふ呂ろ、入ってないんだ？」

「おっさんこそ、何日、入っていないんだ？」

「五〇年ばかり入っていねぇが、ここんところ汗あせひとつ搔かいてねぇ。臭うはずがねぇんだ」

「お子さまかい、あんたら」女性霊が呆あきれたようにいう。

「お子さまはこいつだけだ」男性幽霊は拳こぶしを固めた。「お仕置きしてやるぞ、ガキ。おとなしくしていろっ」

「やってみろ」

　だが、男はすぐには殴りかかってこようとしなかった。「その前に木刀を捨てろ。素す手での相手に卑ひ怯きようだとは思わないのか」

「思わないね」にべもなくいう。

「近ちか頃ごろの若い者は武士道を知らねぇのか」

「ほんとうに、日本はどうなっているんだろうね。やっぱり、いっぺん死んでみるのもこの若者にはいい経験だと思うよ」ソフト帽ぼうがいう。

「そうだな。そうすりゃ、風呂に入らなくてすむんだ。おまえにゃ、好都合だろうが」左端の幽霊がすっと動く。

「風呂は大好きなんだよ。たまたまいまは金がなくて……」隆生は同情を引こうとしたが、幽霊たちは反応しなかった。

　幽霊が背後に回りこむのを感じながらも、隆生はなにもできなかった。へたに視線を動かすと、またべつの幽霊を実体化させてしまう。

　それだけは避さけたかった。

　しかし、いまでもじゅうぶんに不利な状じよう況きようにはちがいない。

　目を瞑つむった。迂う闊かつに見るわけにいかないのなら、いっそ視覚には頼たよらないでおこうとしたのだ。

　瞼まぶたを閉じていても、霊の存在は感じることができた。だが、困ったことに実体化しているものとそうでないものの区別がつかない。それに、やはり目でたしかめないと、方向はともかく距きよ離りが曖あい昧まいだ。

　どうすればいいのだろう？──脇わきの下に汗が流れた。

　これまで恐おそれていた、差し迫せまっているとは思えなかったこと、すなわち死がきゅうに現実的になってきた。

　ふいに後ろから腕うでが首に回された。「いい子だから、ちょっとおとなしくしてな」

「わあああっ」隆生は悲鳴をあげ、肘ひじ打うちを喰くらわした。

　たしかな手て応ごたえがあったが、首は相変わらず締めあげられている。

　隆生は思いきり背中から倒たおれこんだ。

　床ゆかがドンと鳴ると当時に、耳のすぐ後ろで呻うめき声ごえがした。

　ようやく首の圧あつ迫ぱく感かんが消える。

「うおおおっ」すぐさま立ちあがり、木刀を闇やみ雲くもに振ふり回す。

「おい、やめろ。危ないじゃないか」幽霊の一体がいう。

　ああ、いまのおれって格好悪い──隆生の心の冷めた片かた隅すみがそう評価をくだす。

　だが、形なり振ふりにかまっていられなかった。

　木刀に手応えを感じた。一歩踏ふみこんで、さらに打ちこんだ。しかし、今度は虚むなしく壁かべを抉えぐってしまっただけだった。

　窓ガラスを割らなくてよかった──かすかな幸せを嚙かみしめている間もなく、背後から気配が迫ってくるのを感じた。

　対応する暇いとまはなかった。

　隆生の身体からだは壁に叩たたきつけられた。さいわい幽霊というものは体重が軽いので、さほどのダメージはない。

　一いつ瞬しゆんで体勢を立てなおして、木刀を振る。だが、手応えがなかった。

　くそっ──どうしようもない悔くやしさがこみあげてくる。

　部屋はもう気配で充じゆう満まんしていた。うじゃうじゃと霊が詰つまっている部屋のなかを動いているイメージが脳のう裡りにまざまざと描えがかれた。

　吐はき気けを感じた。

　このまま取り殺されてしまうのか……。

　諦てい念ねんが隆生の心に忍しのびこんだそのとき、ドアが開く音がした。

「きみたち、喧やかましいですよ」

　滋也だった。

「それどころじゃない！」隆生は叫さけんだ。「危ないから、あっちに行っていてくれ」

「なにが危ないのです？」

「おれは殺されるかもしれないんだ」

「あなたがでしょう？　ぼくが殺されるわけじゃない」

「あんた、よくそんな冷たいことがいえるな！」隆生は思わず目を開けてしまった。「おれが殺されてもいいのか」

　部屋のなかは霊体だらけだった。まだ完全には実体化していない半はん透とう明めいの霊体の群れのむこうに滋也が立っている。

　隆生は滋也に意識を集中した。

　今度はうまくいった。半透明だった霊体は消えた。まだ気配は残っているが、彼らのことを隆生は考えないことにした。

　だが、すでに視えてしまっている三体の幽霊は消えずに留とどまっていた。

「危ないというから、危ないのはきみであって、ぼくはべつに危なくないといっているだけです」滋也はいいきかせるように、「べつにきみが殺されてもかまわないなんていってませんよ」

「じゃあ、あんた、あたしの邪じや魔まをする？」女性霊がいう。

「そうですね」

　腕うでを組んで考えこむ滋也を見て、隆生は殺意を覚えた。

　やがて、彼は口を開いた。「ぼくには妹がいるんです」

「知ってるよ。それがどうしたの？」

「なぜかよくわかりませんが、妹は彼に手料理を振ふる舞まうのをそれはそれは楽しみにしているんです。ですから、どちらかというと殺しては困ります」

「それでしゃしゃり出てきたのか」角かく刈がりの幽霊がいった。

「そんなことぐらいで出てきません。いったでしょう。喧しいからです。本が読めない」

「おれの生命いのちより、静かな環かん境きようのほうが大事なのか」隆生は抗こう議ぎした。

「ぼくの価値観に文句をいうのはやめていただきましょう」と滋也。「たとえばこんな状況を考えてください。どこかきみが名も知らぬ国で戦争をやっていて、そこでは罪もない人々が何百人も何千人も無む惨ざんに虐ぎやく殺さつされている。そのとき、きみは世間一いつ般ぱんから見るとごくつまらない問題、そうですね、ありふれた片思いで悩なやんでいる、としましょう。きみにとってどっちが重大な問題ですか？　虐殺か、恋れん愛あいか？　恋こいでしょう。顔も名も知らぬ外国の人々が無惨な死を遂とげ、未来を永遠に奪うばわれようと、きみにとっては……」
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「わあっ、いらいらする！」隆生は叫んだ。

「同感だな」女性霊がいう。「けっきょく、どっちの味方なのさ？」

「両方の」滋也は微笑ほほえんだ。「この問題を解決しましょう。そうすれば、ぼくも静かに本が読めるというものです」

「問題ってなんだね？　僕たちはべつに問題など抱かかえていないが」ソフト帽がいった。

「ぼくはそうは思いません」滋也は微笑む。

　窓の外からパトカーのサイレンがきこえた。

























　半分残した若わか鶏どりのハーブ・ソテーを前に、村むら西にし結ゆ宇うは溜ため息いきをついた。

　そもそもの最初から、結宇はこの旅行に気が進まなかった。

　いっしょにいるのが恋こい人びとといわないまでも、友だちなら、一生の想おもい出に残るぐらい楽しかったにちがいない。

　あるいは、あと一〇歳若ければ、楽しめたかもしれない。

「どうしたんだ、結宇？」テーブルのむこうから声がする。

「なんでもないよ、お父さん」

　父親の不自然な笑え顔がおを見ながら、結宇は今朝の出来事を反はん芻すうする。

　いつものように歯を磨みがいていると、血相変えた父親がパウダールームに飛びこんできたのだ。

　蒼そう白はくな顔を見て、どんな大事件が起こったのか、と思った。

　だが、なにが起こったのかをいくら訊きいても、父親は、すぐ出発するから荷造りしなさいというばかりで、目的地さえ教えてくれなかった。

　いわれたとおりにしないとパジャマのままで連れ出されそうだったので、私服に着き替がえ、なかば押しこまれるようにして父の愛車のランクルの助手席におさまった。

　ブルー・ローズ・ランドへ行く、と父親が告げたのは、車が発進して一〇分ほど経たったころだった。

　結宇は啞あ然ぜんとした。

　ブルー・ローズ・ランドは国内最大のテーマ・パークだ。

　結宇は幼い頃ころに一度、両親に連れられてきたことがあるらしい。そのときのビデオがあるので本当なのだろうが、記き憶おくには朧おぼろ気げにしか残っていない。

　チャンスがあればまた行ってみたい、と思っていたのは事実だ。だが、学校を休んでまで行く理由がどこにあるというのだろう。

　どう考えても不自然だった。

　ブルー・ローズ・ランドは結宇の住む街から気楽に行ける距きよ離りではない。車だと、半日はかかるだろう。行って帰ってくるだけならともかく、堪たん能のうするつもりならどうしても泊とまりがけの旅行になる。

　理由を訊いても、たまには家族サービスしないとな、の一点張りだ。

　すこしも信用できなかった。母が亡なくなって父ひとり娘むすめひとりの家庭になってからこちら、家族旅行などしたことがないのだ。それに、彼女はもう中学生で、親と旅行するのが楽しくてたまらないというわけにはいかない。そんなことぐらい、父親にもわかっているはずだ。

　ブルー・ローズ・ランドに着いたのは昼過ぎだった。まず西部劇に出てくるようなレストランに入ったが、朝食も食べていなかったにもかかわらず、結宇は食欲がなかった。

「なんでもないってことはないだろう」父はいった。「さっきから溜息ばかりついて」

「それじゃあ、訊くけど、お父さん、なにか隠かくしていない？」

「隠すって、なにを？」

「わからないから訊いているの」

「なぜ隠しているように思うんだ？」

「なぜって……」こうも子どもあつかいされているのかと思うと、情けなくなった。「ずっと変じゃない、お父さん」

「そうかな」

「そうよ。学校は無断欠席だよ」

「まあ、たまにはいいじゃないか。長い人生、こんな休日も必要だよ」

「あたし、いちおう受験生だよ」

「いちおうだろ。大だい丈じよう夫ぶだよ、結宇なら無理に勉強しなくても、好きなところに行けるよ」そこで、父は顔を曇くもらせた。「そういや、志望校の話とかしたことがなかったな。どこへ進学したいんだ？」

「話をずらさないで」結宇は決めつけた。

「まあ、そうだな」曖あい昧まいなことをいって、父親は左右を見回した。

「なぜそんなにきょろきょろするの」

「いや」父親は唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。苦笑したというより、笑って誤ご魔ま化かそうとしているようだった。

「ここは禁きん煙えんだろう。お父さん、煙草たばこが吸すえないと落ちつかなくてな」

「そう？」結宇は父親に疑ぎ惑わくの眼まな差ざしをむけた。たしかに父親はヘビー・スモーカーで、物心ついたときから、父親の習慣には悩なやまされてきた。だが、来る途と中ちゆうで煙草を吸っているときも、父は挙動不ふ審しんで、なにかを気にしているようだった。まだしもいまのほうが落ちついて見えるほどだ。

「そんなことより、食べなさい。まだだいぶ残っているじゃないか」

「また話をずらした」結宇は非難した。「いいかげんにほんとうのことを教えてよ」

「なあ、結宇」父親は遠い目をして、「外国に行ってみたいと思わないか？」

「お父さん、もう！」思わず大きな声を出して、結宇は自分が衆人環かん視しのなかにいることを思いだし、声を潜ひそめた。「ねえ、うち、そんなに借金があるの？」

「借金？」父親はきょとんとして、笑いだした。「そんなことを心配していたのか。いや、マンションのローンがだいぶ残っているけど、それ以外は借金なんてないよ。怖こわいお兄さんが取り立てに来るようなところからは一銭も借りていない」

「じゃあ、なんなの？　お父さん、いったい、なにから逃にげているの？」

「ああ。まあな」父親は答えにならないことを呟つぶやき、立ちあがった。「もう食べないんなら行くぞ。まずはなにに乗りたい？」

「なんにも乗りたくない」

「どうして？　おまえ、ここに来たかったんだろう。行きたいってよくいってたじゃないか」

「そうだけど……」

　父親はパンフレットをのぞきこんで、「どのアトラクションから行こうか。どこでも結宇の好きなところをいいなさい」

　明るく振ふる舞まおうとしていることがあからさまな父親を見て、結宇はいいようのない不安に襲おそわれた──まさか無理心中？

　父親のようすが変だと思っていたものの、殺されるとまでは考えていなかったので、彼女は動どう揺ようした。

「さあ、おいで」

　父親の差し伸のばした手に、結宇は怯おびえた目をむけ、身体からだをずらして避けた。

　寂さびしげな苦笑めいたものを浮うかべて、父親は手を引っこめた。そして、決意したように、「まだなにもいえないんだ、結宇。お父さんを信じろ」

「信じろっていわれたって……」

「たしかにお父さんはあることから逃げているんだ。でもなにから逃げているかはまだいえない。結宇をひとりで家に残しておくのも危ないんだ。ブルー・ローズ・ランドなら喜んでもらえると思ったんだが、ダメだったかな」

「お父さん……。ずれてるよ。遊園地つれていってもらったら、なにも不思議に思わないほどバカだと思っていたの、あたしのこと。お父さんこそ、あたしを信じてよ」

「悪かったな、結宇」父親は謝り、「だが、いまはいえないんだ。そうだ、これを持っていてくれ」

「なに、これ？」結宇は父親から受けとったものを矯ためつ眇すがめつ見た。それはＣＤだった。ケースもＣＤも無地だ。内容を窺うかがわせる文字ひとつない。

「持っていてくれ」とだけ父はこたえた。詳くわしい話をするつもりはないようだ。

「それで」結宇は諦め、「これからどうするの、お父さん？」

「今夜はホテルに泊とまろう。だが、ずっとホテル住まいだときついな、お金が」

「青あお森もりの叔お母ばさんのところに行く？」

「それはダメだ」父親は首を振った。「親しん戚せきの家はまずい。やつらも知っているだろう」

「やつらって？」

「それはいえない」

　結宇はまた不安になった。父親を追っている人間など父の脳内にのみ存在するのではないだろうか。つまり、いないのではないだろうか。

　しかし、妄もう想そうじゃないのか、と訊きくこともできない。

「明日は温泉にでも行くか。どこか田舎いなかの安い旅館を探して……」

「警察には頼たのめないの？」

「ダメだ！」父親は激しくかぶりを横に振ふった。「警察はあてにならない。どこでやつらと繫つながっているかわからないから」

「わかった」じつはなにひとつわからなかったが、父親を刺し激げきするのもまずいので、結宇はうなずいた。「それで、いつまで逃げていればいいの？」

　父親は途と方ほうに暮れたような顔で、「わからないんだ。はっきりした証しよう拠こを摑つかんだときだが、いつになるかは……」

　なんの証拠かはわからないが、逃げ回っていて摑むことができるものなのだろうか。

　不ふ審しんが顔に出たのだろう、父親は結宇の肩かたに手を置いて、「大だい丈じよう夫ぶ。なんとかなる。そうとも、なんとかなるもんなんだ。だから、安心しなさい」

「ちっとも安心できないよ」結宇は率そつ直ちよくにいった。「お父さん、目が据すわってる……」

「そうか？　結宇の気のせいだろう」

「だといいけど……」

「さあ、なにに乗るんだ？」

「いいよ」結宇は首を横に振った。「せっかくだけど、なんだか遊ぶ気しない……」

「せっかく乗り放題のパスポート買ったのに、もったいないじゃないか」

「お父さん、貧びん乏ぼう性しよう」

「貧乏性でなにが悪い」

　そうだな──結宇は考えを変えた。これからさき、どうやら長い逃とう亡ぼう生活が待っているらしい。しかも、いつまでつづくかわからない。それなら、今日ぐらいはめいっぱい楽しんだほうがいいのではないか。

「じゃあ『スカイ・クルーズ』へ行こうよ」

「ああ。いいよ」父親はすこしほっとしたようだった。




　　　　＊




　平日にもかかわらず、ブルー・ローズ・ランドは混雑していた。

『スカイ・クルーズ』は人気のあるアトラクションで、長い順番待ちの列ができていた。

　建物のなかにはいるだけで一時間、待たされた。なかに入ってからもう一時間。

　忍にん耐たいの甲か斐いあって、やっと列の先頭に来た。もうすぐ結宇と父親の順番がやってくる。

　先行きへの不安が消えたわけではないが、やはり心が弾はずむ。

　目の前に、ゴンドラが滑すべりこんできた。ゴンドラには巨きよ大だいな風船がよっつ取り付けられていた。このゴンドラに乗って、客は『スカイ・クルーズ』を楽しむ。いくら巨大といっても風船にゴンドラを持ちあげるだけの浮ふ力りよくはない。ワイヤーで吊つり下げられているのだが、ゴンドラから見上げると、それは風船で巧こう妙みように隠かくされているので、乗客は気づかずにすむ。万が一気づいても見なかったことにするのが、礼れい儀ぎ正しいブルー・ローズ・ランド・ファンのとるべき態度だとされていた。

　カップル向けなのか、ゴンドラは二名が定員だ。係員に誘ゆう導どうされて、結宇は父親とふたりでゴンドラに乗った。

　ゴンドラが浮ういた。ちゃんと浮ふ游ゆう感かんを感じる。

　軽快な音楽が流れ出し、ゴンドラは漂ただよいはじめた。

　短い洞どう窟くつを抜ぬけると、眼下にヨーロッパふうの街が広がっていた。街はミニチュアなので、一〇〇メートルぐらいの高さから見下ろしているかのような錯さつ覚かくに陥おちいる。そして、ミニチュアの街はゴーストタウンではなく、ちゃんと人や馬車が動いていた。

　街には港があり、帆はん船せんが何なん隻せきも停てい泊はくしている。

　ゴンドラは林立するマストを掠かすめるようにして、海へ出た。

　海に出てしばらくすると辺りが暗くなり、雷らい鳴めいが轟とどろいた。

　嵐あらしだ。

　さすがに雨を降らして客を水みず浸びたしにするような真ま似ねはしないが、高波が立ち、ゴンドラが揺ゆれる。

　結宇はロープにしがみついた。

「おお、すごいな、結宇」まんざら口先だけではないようすで、父親が感かん嘆たんした。

　結宇には返事をする余よ裕ゆうすらなかった。

　人工の嵐は数分で収まった。

　空が明るくなり、海が穏おだやかになった。空には鳥が舞まい、海ではイルカが飛び跳はねる。

　島が見えてきた。

　結宇は立ちあがって、その島を見つめた。

　嵐はほんのプロローグ。『スカイ・クルーズ』は、島の上空に入ってからが本番のはずだ。

　島の海岸線にさしかかったとき、ゴンドラが揺れた。

　フェイクの嵐の時よりも激しい揺れだ。

　落ちる！　そう感じた結宇はしゃがみこんだが、そんな自分の行動が可笑おかしくなった。

　もちろん、落ちるはずがない。このゴンドラは安全第一で設計されているはずだ。

　そのときまで結宇は、この揺れもアトラクションの一いつ環かんかと思っていた。

　しかし、そうではなかった。

　照れ笑いを浮かべたまま、父親のようすを窺うかがおうと振ふり返った。つぎの瞬しゆん間かん、笑え顔がおが凍こおりつく。

　乗客がひとり増えていた。

「こんにちは、村西さん」新しい乗客が父親に挨あい拶さつした。「お捜さがし申しあげましたよ。まさか、このようなところにいらっしゃるとは。いってくだされば、ご招待してさしあげましたのに」

「あんた……」父親が戦慄おののく声で、「たしか大おお鳥とりだったな」

　大鳥と呼ばれた青年は背広を一分の隙すきもなく着こなしており、遣やり手てのビジネスマンに見えた。

「ご無ぶ沙さ汰たしております」大鳥は慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに頭をさげた。「たぶんわたしの顔は見たくなかったでしょうが、よんどころない事情で推すい参さんいたしました」

「逃にげろ、結宇！」父親は大鳥に飛びかかりながら、怒ど鳴なった。

　だが、結宇は戸と惑まどうばかりだった。見かけほどではないにしろ、下まで一〇メートルはあるだろう。どうやって逃げればいいのか。

「無茶なことを仰おつしやる」父親と揉もみあいつつも、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの口調で大鳥はいった。「お嬢じようさまも困っていらっしゃるではありませんか」

「どういうこと!?　なんなのよ、お父さんっ」と結宇。

「いいから、逃げろ、早く！」

「ちっともよくないよ」結宇はゴンドラの縁ふちからしたを見おろした。

　ゴンドラは高度をさげていた。

　極ごく彩さい色しきの鳥や動物たち──もちろん造り物だが──の棲すむジャングルに分け入ろうとしているのだ。

　もう木の梢こずえのほうが高い。

　金色の毛皮をまとった猿さるがするすると木を登り、リスと戯たわむれる。

　木の枝に並んで止まっている鳥たちが合唱し、鮮あざやかな色をした大だい蛇じやがリズミカルに揺れる。

「うっ」大鳥に鳩みぞ尾おちを殴なぐられでもしたのか、父親が膝ひざを突ついた。

「お父さんっ」結宇は悲鳴をあげた。

　彼女の悲痛な叫さけびにこたえたのは、大鳥の冷たい眼まな差ざしのみ。

　ゴンドラはますます高度をさげ、ジャングルのなかの村に入った。

　村の中央の広場では、紛まがい物ものの焚たき火びを囲んで、擬ぎ人じん化かされた獣けものたちが踊おどっていた。

　ゴンドラは焚き火のうえを通過する。高度は二メートルもない。

　ゴンドラの床ゆかに倒たおれこんでいる父親の姿を一いち瞥べつする。そして、大鳥に視線をむけた。

　その顔には同情も嫌けん悪おもない。ただ成すべき仕事をするかのような、冷静な面おももちをした男がいた。

　大鳥が手を伸のばす。

「だれか救たすけて！」結宇は叫んだ。

　ひょっとしたら、あの踊っている動物たちは着ぐるみかもしれない──そんな期待があった。

　だが、動物たちは反応しなかった。どうやらロボットらしい。

　結宇は決心した。

　ゴンドラのへりを乗り越こえ、飛び降りる。

　着地に失敗して、膝ひざ頭がしらを擦すり剝むく。

　だが、結宇は自分が怪け我がをしたことに気づきもしなかった。それどころではない。

　すぐ立ちあがって、ジャングルへむかって走り出した。

　大鳥は追う構えを見せない。ゴンドラのうえに立ち尽つくして、こちらを眺ながめている。

　彼が用のあるのは──どんな用事なのかは見当もつかないが──結宇の父親であって、彼女ではないということなのだろう。

　早く助けを呼ばなくては──結宇は焦あせった。

　だが、出口がわからない。一いつ般ぱん客きやくが入る場所ではないのだ。案内が不備でもしかたがない。

　結宇は携けい帯たい電話を持っていることを思いだした。ブルー・ローズ・ランドの警備室にでもかけるのがいちばん早い対応を期待できるのだろうが、あいにく番号を知らない。父親があてにはできないといっていようが、警察にかけるしかなかった。

「どうしたの？」

　声をかけられて、はっとする。

　まず目に入ったのは、ブルー・ローズ・ランドのシンボル・マークの入った作業服だった。それを着ている男は若かった。少年といってもいいぐらいの歳としに見える。

　安あん堵どのあまり、結宇は少年にすがりついて泣きだしたい衝しよう動どうに駆かられた。だが、泣いている暇ひまはない。

「あの、救けてください。変な人が……」事情を説明しようとして、自分にもさっぱりわからないことに気づいた。「とにかくお父さんがたいへんなんです！」

「なるほど」被かぶっていた作業用ヘルメットを指で押しあげて、「残念だな」

「そんなことない、まだ間に合うんですっ！」と懸けん命めいに訴うつたえる。「早く他ほかの人を呼んでください」

「あと五年もあれば、すごくいい女になっていただろうにね」

　結宇は後ずさった。

　少年の口くち振ぶりは、まるで結宇がこれ以上成長しないことを知っているかのようだった。

「火ひ田だ！」大鳥の声が人工密林に響ひびきわたった。「まだ殺すんじゃないぞ」

「わかってますよ！」少年は怒鳴りかえした。

「なんなの、あなたたち……」結宇は質問を絞しぼりだした。

「怖こわい小お母ばさんに扱こき使われる哀あわれな男どもだよ」

「さっぱりわからない……」

「そうだろうね。そうだ、ゲームをしない？」

「なんのゲーム……？」

「すごく古典的なゲームさ。きっときみもしたことがある。追いかけっこだよ。いまから二〇、数えるよ。そのあいだに好きなだけ逃にげて」

　火田の邪じや気きのない、悪戯いたずらっ子このような笑え顔がおを見ていると、好意で提案していると勘かん違ちがいしてしまいそうだった。

「なによ、それ……」

「ぼくらの生活は最低なんだ。仕事はきついし、給料はないに等しいし。このぐらいの楽しみがなくっちゃ、とってもやっていられない」

「そんなこと、知らないっ。あたしのせいじゃない！」

「ごもっとも。そうだ、出口はあっちだから、まちがえないようにね」親切にも火田は結宇の目指すべき方向を指で示し、「メンテナンス用だから、見つけにくいんだけれど、開けっ放しにしておいたからわかると思うよ。ところで、きみ、脚あしは速いほう？　陸上かなにかをやっていてくれると、嬉うれしいんだけどな。さあて、数えるよ。いーち、にー、さーん……」

　結宇は火田を突き飛ばし、走りだした。

　しょせん屋内につくられた贋にせ物ものだから、島はそれほど広くない。ゴンドラの通り道からは木の陰かげになって決して見えないところにマンホールがあった。これが出口だろう。

「じゅーいち、じゅーに、じゅーさん……」

　火田のいったことが真実だったのはすこしも驚おどろくに値あたいしない。なぜなら、彼はゲームを望んでいるのだから。

　もっとも、いまの結宇には彼のことばを疑う余よ裕ゆうすらなかった。

　結宇はマンホールに潜もぐりこんだ。

　マンホールのしたは殺風景な地下道だった。

「救たすけてぇっ！」まともな従業員にきこえることを願って、結宇は力の限り叫さけんだ。

　しかし、救いの手はどこからも伸のびてこない。
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「……じゅうーはち、じゅーく、にじゅーっ！」数を読んでいた声が、朗らかな笑いに変わる。

　いくらも走らないうちに作さ業ぎよう靴ぐつがコンクリートの床に打ちつけられる音が響いた。

「まだそんなところにいるの？　五〇ぐらいにしたほうがよかったかな」背後で火田の声がした。「ほら、もうちょっと待っていてあげるよ。走れ、走れ！」

「救けてぇっ」

　こんなの、あんまりだ──結宇の頰ほおをぽろぽろと涙なみだが伝う。

「そろそろ行くよ」

　軽快な靴音が追いかけてくる。

　追いかけているあいだも、火田は笑っていた。

　その哄こう笑しようは着実に迫せまってくる。

　地下道の突つき当たりにはドアがある。そのむこうになにがあるのかわからないが、いまのところそこに到とう達たつすることだけが結宇の希望だった。

　あのドアをくぐれば、日常の風景が広がっているはず──まるで根こん拠きよはないが、結宇はそう信じた。さもなければ気が狂くるってしまいそうだった。

　だが、はたしてドアに行き着くことができるのだろうか。

　神さま、お願いです、救けてください──結宇は祈いのった。もっとも、どの神に祈っているのかわからなかった。結宇の父親は宗教とはまったく無む縁えんだったし、彼女もとくに神を信じたいと思ったことがなかったのだ。

　だが、いまこの瞬しゆん間かん、結宇はどんな敬けい虔けんな信徒よりも熱心に祈っていた。

　ドアはもうすぐだ。

　神さま、お願いっ！──ドア・ノブに手を伸ばす。

　救けてくれたら、なんでもします──ドア・ノブに手が触ふれた。

　神さまっ!!──ドア・ノブを回す。

　だが、ドア・ノブを引くことはできなかった。

「捕つかまえた」火田が笑いながら、結宇を抱だきしめたのだ。

「いやぁっ」結宇は身をよじったが、火田はしっかり彼女を捕まえて放さない。

　神さま、神さま、神さま……。

「暴れないでくれよ。これじゃ、まるでぼくが悪者みたいじゃないか」

「あんた、それって、むちゃくちゃ厚かましくない？」

　火田の驚おどろきが腕うでを通じて伝わってきた。彼を非難したのは、結宇ではないのだ。

「その子を放しなさい、この悪者」

　少女が立っていた。少女とはいえ、結宇よりはすこし年上だろう。彼女は弓に矢をつがえ、ぴたりと火田の首を狙ねらっていた。いや、狙っているという表現は適当ではない。鏃やじりと首の距きよ離りはたかだか数センチ。矢を突つきつけている、というのが正確なところだ。

「だれ、きみ？」意外と平静な口調で火田が尋たずねた。

「楓かえで。伊い勢せ楓よ」少女は名乗った。

「いったい、どこから入ってきたの？」火田が無む邪じや気きな口調で訊きいた。

「こたえる途と中ちゆうで、うっかり指から弦つるを放してしまうかも」楓はいった。

「ご謙けん遜そんを」火田が薄うすく笑う。「きみはそんなにヤワじゃないだろう。だってきみからは人間の匂においがしないよ」

「デオドラントには気をつけているもん」と楓。「いいから、その子を放はなしなさい」

　結宇は抵てい抗こうすることも忘れて呆ぼう然ぜんとしていた。ほんとうにどこからこの少女が入ってきたのかわからない。さっきまではたしかに通路には結宇と火田しかいなかったのだ。

「いやだといったら？」火田がいう。

「あたしがなんのために、こんな疲つかれる格かつ好こうをしていると思うの？」楓はいった。「弓を引いたままじっとしているって、ほんとうに疲れるのよ」

「そうなの？　おれはやったことがないから知らないんだ」火田は腕にさらに力をこめた。

　結宇は呻うめいた。

「放せといっているのよ」楓は強調した。

「きこえていたよ」

「そこの人」大鳥の声がした。「うちの従業員に物ぶつ騒そうなことはやめてもらおうか」

「大鳥さんっ！　なんとかして……」火田の声が途切れ、不ふ明めい瞭りような音になった。

　結宇は悲鳴をあげた。

　火田の喉のどから鏃が覗のぞいていたのだ。不思議と血はほとんど流れていない。

　火田の腕から力が抜ぬけた。

　結宇は男の腕をふりほどき、悲鳴をあげながら、壁かべ際ぎわまでずりさがった。

「早くっ」楓が腕をとる。

「いやっ」反射的に手をはねのけてしまった。

「気持ちはわかるけれど、時間がないの」と楓。「あたしを信じて。あたしが善玉だから」

「そんなこと……」

　今日はいろいろありすぎて、結宇は混乱していた。

　それでなくとも、いきなり矢を他人ひとの喉元にむけて零れい距離射しや撃げきしてしまうような相手をすなおに信じるわけにはいかない。

　視線を楓から火田に移す。

　火田は喉の矢を抜こうとしていた。その顔はさすがに苦く悶もんに歪ゆがんでいたが、死にかけているようすもない。

　結宇は思った──この人、人間じゃない……。

　そういえば、彼は不思議なことをいっていた。楓からは人間の匂いがしない、と。ふたりとも、いや、大島も含めて彼らは化け物仲間なのではないだろうか。

「早くっ」楓が促うながした。

　自動人形のように、結宇は飛び起きた。

　もう迷いはない。楓を信しん頼らいしているわけではないが、同じ化け物なら、彼女のほうがずっとましだ。

　手首を引かれるままに、駆かけ出す。

　後ろは振ふり返らなかった。いや、恐おそろしくて振り返ることができなかった。だが、ふたつの足音が迫せまってくるのはきこえた。

　通路の端はしのドアに鍵かぎはかかっておらず、すぐ外に出ることができた。

　太陽の光はあくまで眩まぶしい。

　なにより、そこには人がいた。平日とはいえ、ブルー・ローズ・ランドはかなりの人出である。非日常空間を演出するはずのアミューズメント・パークが、いまの結宇にとっては安心できる日常だった。

　心に余よ裕ゆうが生まれた。

「あなた……」だれ、と楓に訊きこうとして、結宇はまだ礼をいっていないことを思いだした。ぺこりと頭をさげ、「ありがとうございました」

「まだ早いわ」楓は険しい顔つきでいった。

「でも……」

　あの男たちが何者かはわからない。だが、人の多い場所で騒さわぎを起こすとは思えなかった。

「つらいことだとは思う」同情に満ちた眼まな差ざしで楓はいった。「でも、もう遅おそいの」

「早いんですか？　遅いんですか？」

「安心するには早く、だれも傷つけないようにするには遅いの。急いで」

「あの、救たすけてもらったついでに、父もお願いできませんか？」

「だから、まだ救けていないの。その途と中ちゆう」楓は腕うでを引っ張る。「一刻も早くここから出ないと」

「でも、父が……！」

　楓は哀かなしげな顔をした。「ごめん……。あたしにはそこまでの力はない」

「ほんとうにあなた、どなたなんですか!?」

　楓はこたえるかわりに、声をひそめて告げた。「来たわ」

「なにが？」

「決まっているでしょ」楓はそういうと、「離はなれて！」と突き飛ばすようにして、結宇の腕をふりほどいた。そして、弓を引き絞しぼる。

　ふたりが出てきたばかりのドアが爆ばく発はつした。

　咄とつ嗟さに結宇は顔を腕で覆おおって、ガラスの破片を避よけた。

　結宇は腕を降ろした。そのとたん、地じ獄ごくのような風景が視界に飛びこんできた。

　地面のうえで、何人もの人がガラスの破片を浴びて苦しんでいる。

　目の前で親子連れが血ち塗まみれになって倒れていた。男の子は泣き叫さけんでいる。

　反射的に、結宇は駆け寄ろうとした。

「どこへ行くの!?」楓の鋭するどい叱しつ声せいが飛び、襟えり首くびを摑つかまれた。

「だってっ！」なかば泣きながら、結宇は抗こう議ぎしようとした。

「あんたにはその余裕がない、人を救けるほどの余裕は。それより、走って！」楓が命じた。

「どこへ？」

「歪ひずみの外へ」

「歪み……？」

「とりあえずどこか人のいないところ！　そうでないと……」

　歪みというのがなんのことかわからなかったが、後半はよくわかった。

　この異変は自分のせいなのだ。なぜなのかは未いまだにさっぱりわからないが、とにかくここにいては多くの人々を巻きこんでしまう。人気のないところへ行かなくてはいけない。

　だが、どこへ？

「急いで！」楓は結宇を突き放した。

　頭のなかの空白を埋うめられぬまま、結宇は数歩、足を踏ふみ出した。

　たぶん、楓にはあてがあるのだろう──それを信じてついて行くしかない。

　だが、彼女はまだ一歩も動いていなかった。

　楓と離れてしまうのが恐おそろしく、結宇は逃にげ出せずにいた。

　彼女の後ろ姿のむこうに、火田が立っていた。

「ひどいな、お嬢じようさん」火田がニヤニヤ笑いながら抗議した。「いきなり矢を射いかけるなんて」

　彼の喉のどの傷きず跡あとはまったくわからなくなっていた。距きよ離りがあるせいではない。たぶん近づいてみても、傷跡ひとつないだろう。そうでなければ、まともに喋しやべることができるはずがない。

　楓は答えのかわりに弓を引き絞った。だが、その弦つるには矢がつがえられていない。

　かまわず、楓は弦を離した。

　名状しがたい音が鳴り響ひびく。心ここ地ちよく、そして不快きわまりない音。心が洗われるようでいて、吐はき気けを催もよおすような音だ。

　火田は後ろに吹ふっ飛び、破は壊かいされたドアのむこうに消えた。

　楓がきびすを返して走りだし、結宇の肩かたを摑つかんで促す。それで彼女もようやく走る気になれた。

「いまのは……？」脚あしを動かしながら訊きく。

「魔ま除よけみたいなもの」

「じゃあ、あの人……、お化けなんですか？」

「似たようなものね」

　あなたもそうなんですか、と訊きかけて、結宇は思いとどまった。

　ふと気づくと、警備員がこちらに駆かけ寄ってきている。

　楓はいったん停とまり、弓ゆ弦づるを引いた。力一いつ杯ぱいではなく、軽く爪つま弾びいた感じだ。

　あの音が響いた。さっきよりもだいぶ音量が小さい。

　それでも、警備員は吹っ飛んだ。何人か、客も巻まき添ぞえを喰くったようだ。

「人間にも効くけれど」と楓。

「なんてこと、するんですか!?」結宇はいった。

「だって、危ないじゃない」

「なにが……？」

「あたしらのまわりは危ないってこと。ほら」

　楓が弓ゆ弭はずで指さした方向を見ると、馬車があった。ブルー・ローズ・ランドのもっとも高価なアトラクションである。園内を一周する馬車で、いちおうファミリー向けに六人まで乗ることができるように設計されているが、じっさいにはカップルでの利用が多い。

　その馬車も乗っているのは御ぎよ者しや役やくの係員と若い男女だけだった。三人とも恐きよう怖ふの面おももちだ。それも当然のことである。なにしろ、二頭の馬は馬車のことなど忘れたように、疾しつ走そうしているのだから。結宇と楓を蹄ひづめにかけるつもりなのは明らかだった。

　楓は弓を引き絞しぼった。

　ふたたびあの音が鳴り響く。

　馬が竿さお立だちになり、馬車が転てん覆ぷくした。

　あたしは間ま違ちがったのかもしれない……結宇は不安になった。

　あの男たちも楓も同じ種類の存在であるという確信はますます強固なものになっていった。人間ではないというだけではなく、人の生命いのちなど気にかけない点でも似ているのではないか、と。

「あの、救たすけてくれるのはありがたいですけれど、あんまりひどいことは……」

　楓はにっこり微笑ほほえみ、結宇の髪かみをくしゃくしゃにした。「あんた、いい子ね。それでこそ、救けがいがあるわ」

　馬がこちらを睨にらむ。ぶるぶると身体からだを震ふるわせたかと思うと、牽ひき革がわを引き千切った。

　そんなことができるはずがない。牽き革がそんなに簡単に千切れるほどヤワなものなら、馬車を走らすこともできない。

　この馬も尋常ではない。

　二頭の馬は蹄てい鉄てつの音を刻みながら、ゆっくりとふたりを挟はさみこむ位置に移動する。

　馬と目があった。そのとたん、寒気が背筋を走る。馬の瞳ひとみには知性が感じられたからだ。

「なぜだ？」馬の一頭がいった。「あんた、なぜわれわれの邪じや魔まをする？」

「おまえ、関係ないじゃねぇか」もう一頭も楓を非難した。

「その子は救けを求めたのよ。あたしにはそれで、じゅうぶん」楓がいった。

「自己中心的だな、あんたは。こちらの都合は斟しん酌しやくしてくれないのか」

「どうせろくでもない都合でしょ」楓は弓を引いた。

　だが、魔ま除よけの音が鳴るより早く、馬が跳ちよう躍やくした。

　結宇はドンと突つき飛ばされた。

　思わず倒たおれこんだ結宇の足元のコンクリートに馬の蹄が食いこむ。

　楓を探す結宇の視界に飛びこんできたのは馬の胴どう体たいだった。

　魔除けの音が大気を震ふるわす。

　結宇は信じがたい光景を見た。

　馬の身体から男が腹にきつい一発を受けたような姿勢で飛びだしてきたのだ。ユニクロでコーディネイトしたカジュアルな服装をした、若い男だ。

　大鳥でも火田でもない。だが、彼らと同種の雰ふん囲い気きをまとっていた。

　馬は馬らしい良識を取り戻もどし、一声いななくと駆けていった。

　男はにやりと笑うと、結宇のほうへ手を伸のばした。

「いやぁっ！」結宇の喉のどから悲鳴が迸ほとばしる。

　だが、男は呻うめき、崩くずれ落ちた。

　楓が、男の鳩みぞ尾おちに弓弭を突き入れたのだ。

　まだ安心できない。憑ひよう依いされたままの馬が楓の後頭部に蹴けりを入れようとした。

「危ないっ」結宇は叫さけんだ。

　楓はひょいと腰こしをかがめ、蹴りを避よけた。そして、馬ば首しゆ軛やくを摑つかみ、ひらりと馬の背に乗った。

　馬は楓を振ふり落とそうとしたが、それが無む益えきとわかると、ギャロップで走りだした。

「ええと……」結宇はその後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送った。

　蹲うずくまっている男に視線を向ける。

　もちろん、彼は死んだわけではなかった。気を失ってすらいなかった。

　両りよう膝ひざを地面に着いたまま、上半身を起こし、結宇のほうに邪じや悪あくな笑え顔がおを向ける。

　結宇は楓の跡あとを追った。

　だが、男は追ってこない。

　それが却かえって恐おそろしい。

　だが、いまの結宇にできることといえば、脚あしをひたすら動かすことだけ。

　巨きよ大だいなパビリオンが見えてきた。ブルー・ローズ・ランドに疎うとい結宇には、なんのアトラクションの建物なのかはわからない。

　結宇はいま急性の広場恐怖症しように罹かかっていた。開けた場所が怖こわい。あの男に背中を曝さらしているのが恐ろしい。

　目の前にある巨大な建物の陰かげに隠かくれれば、安心できるような気がする。

　建物の角を曲がって、結宇は脚を止めた。

　そこにはたくさんの人がいた。アトラクションを楽しもうとしている人々の長ちよう蛇だの列ができていたのだ。

　パビリオンの看かん板ばんが目に入った──『サファリ・イン・ロスト・ワールド』。

　造り物の恐きよう竜りゆうたちが闊かつ歩ぽするのを、バス型の乗り物で見物するアトラクションだ。ブルー・ローズ・ランドでも人気の高いもののひとつである。

　結宇は人混みに紛まぎれ、ほっと安心した。

　だが、すぐに楓のことばが脳のう裡りに甦よみがえる──とりあえずどこか人のいないところ！　そうでないと……。

　結宇は周囲を見回した。

　この人たちを巻きこんでしまう──結宇は絶望的な気分になった。

　だからといって、たったひとり、人のいない場所に移る勇気は湧わいてこない。なんといっても、結宇はどこにでもいる中学生に過ぎないのだから。

　みんな、まだ事態の深刻さに気づいていない。『スカイ・クルーズ』での事件はまだ伝わっていないようだ。

　だが、影えい響きようはすぐ現われた。

　列の先頭にスタッフが立ち、メガホンで叫さけびはじめた。「事情により、この区域は閉へい鎖さします。アトラクションも中止です。恐れ入りますが、係員の指示に従ってください」

　列はざわめいた。せっかく順番が近づいてきたというのに、アトラクションが中止されたといって怒おこっている人がいる。せめて事情を説明しろ、と抗こう議ぎの声が飛び交かう。

　そのとき、結宇は足の裏に振しん動どうを感じた。

　引き潮のように怒ど号ごうが引いていき、人々は戸と惑まどいの浮うかんだ顔を見合わせた。結宇の目の前にいた五歳ぐらいの男の子が母親のワンピースの裾すそを摑つかみ、怯おびえた目をする。

　まさか……──後ずさりしながらも、結宇はパビリオンの入口から目が離はなせないでいた。

　パビリオンのなかから悲鳴がきこえた。出口は別にあるはずなのに、入口から恐きよう怖ふに顔を強こわばらせた客たちが溢あふれ出た。

　そのあとからなにか巨きよ大だいなものが顔をのぞかせた。

　ティラノサウルス・レックス。最さい先せん端たんのハイテクで創つくりあげられた太古の獣けものが現われた。

　だれかが歓かん声せいをあげた。この期ごに及およんでも、アトラクションの一いつ環かんだと思っているらしい。あるいはそう信じたいだけなのかもしれない。
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　しかし、結宇はそこまで楽観的になれなかった。これはアトラクションなどではない。彼らは生物だけではなく、無機物も操あやつることができるのだ。

　恐竜が一歩を踏ふみ出し、逃にげ遅おくれた客が犠ぎ牲せいになってようやく、この場にいた全員が愉ゆ快かいな見せ物などではないことに気づく。

　さっきとは比べものにならないパニックが辺りを襲おそう。

　ティラノサウルスが辺りを睥へい睨げいする。その瞳が結宇を捕とらえた。

　結宇はその場から動けない。両りよう脚あしに杭くいを打たれたかのよう。

　身体からだ中じゆうから力が抜ぬけていく。

　その場に両膝を着いた。

　できることはひとつだけ。救たすけを呼ぶことだけだ。

「救けて……」最初に彼女の唇くちびるから出たのは小さな呟つぶやきだった。

　そんなはずはないのだが、作り物の恐竜が嘲あざ笑わらったかのように見えた。

　人間の身体よりも大きな頭がゆっくりと近づいてくる。

　あの牙きばはなにでできているのだろう？　素材がなんであれ、人間を嚙かみ殺すことはたやすいように思えた。

　結宇は気力を振ふり絞しぼり、叫んだ。「救けてぇ～、楓さんっ！」

　なにかが起こると期待したわけではなかった。少なくとも叫んでいれば、恐きよう怖ふがいささか軽くなる。すこしでも軽くしないと、結宇の心臓は恐怖に押しつぶされてしまうだろう。

　そのとき、風が吹ふいた。

　結宇の頭上に光の球体が現われる。球体は一いつ瞬しゆんで消えたが、そのとき、そこには楓が胎たい児じのような姿勢で浮うかんでいた。

　楓は、優ゆう美びな仕し草ぐさで地上に降り立つ。

　結宇の瞳にはその姿が天使に映った。

「よく思いついてくれたわ」結宇を背中にかばいつつ、楓はいった。「あたしを呼ぶことを」

　そして、弓ゆ弦づるを奏かなでる。

　恐竜は頭を引き、目を瞬しばたたかせた。

「ごめんなさい、人がいないところに逃げなきゃいけなかったのに……」

「いいの。あたしもあいつに関かかわりすぎて、来るのが遅おくれた。一人っきりにして悪かったわ」そういう楓の頰ほおには一筋の傷きず跡あとがある。

「楓さん、怪け我がを……？」

「たいしたことない」楓は血を拭ぬぐった。「けど、あいつ、乙女おとめの顔に傷をつけやがって……」

「あの馬はどうしたんですか？」

「馬はどこかへ行ったわ。馬に取り憑ついていたやつは、ボコボコにしてやった」

「あの、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」彼女は楓の肩かたに縋すがった。じっさいに触ふれてみるとその肩は華きや奢しやで、結宇はますます不安になった。

　機械仕じ掛かけの恐きよう竜りゆうは、馬よりも手て強ごわそうだ。

「ここはあたしに任せて」楓は弓をヒュンと振った。

　ティラノサウルスも楓を敵と認にん定ていしたようだった。その爬は虫ちゆう類るい的な目はもう結宇を見ていない。眼まな差ざしは楓に注がれている。

「いまのうちに」楓は逃げ惑まどう群衆を指さした。

「でも、巻き添えにしてしまう……」

「もう、しているの」さらりと残ざん酷こくなことを楓は口にする。「急いで！」

　やむなく、結宇は走りだした。

　だが、人々の渦うずに混じることなく、途と中ちゆうで立ち竦すくんでしまった。

　怖こわいのだ、楓と離はなれるのが。

　ひときわ大きな地じ響ひびきがブルー・ローズ・ランドを震しん撼かんさせ、結宇は思わず振り返った。

　ティラノサウルスが楓を踏ふみつぶそうとしたのは明白だった。太い脚あしが足首まで地面に埋うまり、そこを中心とした放射状の亀き裂れつが舗ほ装そうに入っている。

「楓さんっ」結宇は叫さけんだ。

　楓の姿は見えなかった。恐竜の巨きよ体たいの陰かげになっているのか、それとも……。

　楓の無事はすぐ知れた。あの魔ま除よけの音が響いたからである。

　連続して音は響いた。

　音を避さけようとしているのか、恐竜はその巨体に似合わぬ俊しゆん敏びんさで動いていた。まるで異界の音楽に合わせて不思議なダンスを踊おどっているかのようだ。

　恐竜はただ避けているだけではなかった。爪つめや牙きばを繰くり出し、攻こう撃げきしている。

　コンクリートの欠片かけらが舞まうなかに、楓の姿が見みえ隠かくれする。恐竜と比べると、ほんとうに小さな身体だ。

　結宇は気が気ではない。

　やがて、決着がついた。

　魔除けの音とともに恐竜の背中からなにかが飛びだした。

　人間だ。顔かたちまでは遠目にわからないが、服装はあのユニクロ男である。

　同時に、恐竜の動きが停とまった。

「なぜそんなところでぐずぐずしているの？」戦いを終えた楓が結宇を促うながした。

「テレポーテーション、できないんですか、さっきみたいに!?」走りながら、結宇は訊きいた。

「てりぽ……なに？」楓は理解できないようすだった。

「瞬しゆん間かん移動のことです！」

「ああ。あれには条件があるのよ。いまはできない」

「そうですか……」

　幸いなことに、ゲートはすぐそこだった。正門ではなく、駐ちゆう車しや場じように通じるゲートだ。

　ゲートは逃にげ出す人間でごった返している。

　楓はそこへ突つっこんでいく。

「ごめん！　のいてねっ」謝りながら、楓は若い男に蹴けりを入れた。

　目に留まらないほど素す早ばやいキックだ。男は吹っ飛び、その場に崩くずれ落ちた。

「ほんとうにごめん。とおして！」と今度は家族連れの父親らしい男性を投げ飛ばす。

「おい、あんた」と正義感を全身にみなぎらせて立ちはだかった男の鳩みぞ尾おちに楓の拳こぶしがのめりこんだ。

　いちおう相手は選んでいるようだ。男性にしか暴力を振るっていない。

　楓の所業を見て、人ひと垣がきが割れた。

「ひどいっ」立場を忘れて、結宇は非難した。

「大丈夫、殺さないように手加減しているから」

「ちっとも大丈夫じゃない！　ほんとうに、楓さんは悪者じゃないんですか」

「ここでぐずぐずしていたら、何人かは死ぬわ」

「そんなこと……」

「ないっていうの？」楓は額に手をやった。「ああ、なんとなく、あいつの気持ちがわかってきた……」

「あいつって……？」

「それもあとで説明する。たぶん、会うことになる。生き残れたら、の話だけれど」

　楓は唇くちびるを頑かたくなに結んだ。もう喋しやべっている場合でないことを態度で示しているのだろう。

　この人も命いのち懸がけなんだ──結宇は気づいた。ふつうのか弱い少女から見れば超ちよう人じん並みの楓だが、相手もありきたりの人間ではない。

　もう文句をいったり、反はん抗こうしたりするのはやめよう、と結宇は決意した。楓が何者かはわからないが、生命の危険を冒おかしてまで自分を救おうとしてくれているのだ。

　ゲートを通過して、楓は一台のオープンカーに駆かけ寄った。

　その車にはカップルが乗って、いままさに発進しようとしているところだった。

「貸して！」というなり、楓は運転席の男の襟えり首くびを摑み、引きずり降ろした。

「な、なんだよう……」アスファルトに尻しりをつけてようやく、男は抗こう議ぎする余よ裕ゆうができたが、顎あごにキックを受けてからは、おとなしくなった。

　楓は助手席の女に命じる。「降りて」

　女性は無言で従った。

　運転席に飛び乗って、結宇に命じる。「乗って！」

　逆らわないと決心したばかりの結宇は、おとなしく助手席におさまった。

　楓がアクセルを踏ふんだ。

「楓さん、免許、持っているんですか？」

「持っていない」こともなげに彼女はこたえた。

「無免許運転!?」結宇は動どう揺ようした。

「車を強ごう奪だつするのに比べれば、大した罪にならないと思う」

「そういうことじゃなくて」結宇はさっきしたばかりの誓ちかいを忘れて、「それじゃ運転できないんじゃないですか!?」

「免許なんて、こいつは運転ができるってお役人に認めてもらった証しよう拠こでしょ。あたしは昔っからお役人なんて信じていないの。あたしは自分が運転できるって思っているんだからそれでいいじゃない。お役人より自分のほうが信用できるってもんでしょ」

「お役人って……」

「そんなことより、どこか人ひと気けのないところを探して」

「だって、あたしは地元民じゃないんです」

「ダッシュボードのなかに地図かなにか入っていない？」

　慌あわててダッシュボードを探さぐると、道路地図が出てきた。

　ブルー・ローズ・ランドは埋うめ立たて地ちにある。埋め立て地には広大な空き地が残されていた。

　まっすぐ行くと、高速道路のインターチェンジに出るが、右折すれば、まだ開発されていない場所に出るはずだ。

「つぎの信号を右に曲がってください」結宇は告げた。

　楓の運転はひどく乱暴で、右折するときにはタイヤがすさまじい軋きしりをあげた。

　右折してしばらくは、両側にマンションやコンビニが立ち並んでいたが、すぐそれは疎まばらとなり、雑草の生えた未利用地のほうが多くなった。

　結宇は後ろを振ふり返った。

　そして、信じられない光景を目にした。

　観かん覧らん車しやだ。ブルー・ローズ・ランドの観覧車が車のあとを追ってくる。

「楓さん……」結宇は注意を引こうとした。

「わかっている」楓はうなずき、「運転、替かわって」

　結宇は驚おどろいた。「運転なんて、できません！」

「だいじょうぶ、ストレートだから」

　楓がかまわず手をハンドルから離はなしてしまったので、あわててそれを摑つかむ。

　楓は弓を取りあげ、シートの背もたれに立った。

「耳を塞ふさいでいて」楓は弓を引きながら、「今度は最大限でいくから」

「どうやって……？」結宇は戸惑った。なんといってもハンドルを握にぎっていなければいけないのだ。ハンドルは片手でも押さえていられるが、耳を塞ぐには両手が要いる。

　耳みみ栓せんに使えるものを持っていなかったっけ、と考えるが、そんな都合のいいことはない。

「じゃあ、我が慢まんして」楓が魔ま除よけの音を放った。

　すぐ近くで発せられた音が結宇の鼓こ膜まくを襲おそう。陶とう酔すい感かんと嘔おう吐と感かんで結宇は失神しそうになった。

　音は容よう赦しやなく連続して結宇を襲った。

　ここで気を失ったら、ふたりとも交通事故死してしまう──その思いだけで正気を保ち、ハンドルを離さなかった。

　音がやんだので、終わったのか、と後ろの様子を窺うかがう。

　だが、観覧車は相変わらず後を慕したっていた。

「的が大きすぎて、どこを狙ねらっていいかわからない」楓は唇を嚙かむ。「しかたがない、全速力で逃にげるよ。アクセル、踏ふんで」

「赤信号です、楓さんっ」

「クラクション、鳴らして」

　いわれたとおりにした。

　交差点に侵しん入にゆうしようとした車が急ブレーキを踏み、横転する。

　その横を観覧車がごろごろと通過していった。

　あの観覧車も信号は無視するだろうし、いい警告になったわよ──結宇はそう思いこむことで自分を慰なぐさめようとした。

「あたしがこんなに困っているのに、なにをしているのよ、バカやろーっ」

　楓がきゅうにだれかを罵ののしりはじめたので、結宇はぎょっとした。その相手は結宇ではないらしい。最初から変な人だと思っていたが、やはり本物だったのか。

　だが、ひとしきり罵ると、楓は落ち着きを取り戻もどした。

「ごめんね、びっくりした？」と笑え顔がおを向けてくる。

「ええ、ちょっと」結宇はきわめて控ひかえ目めにこたえた。

「救たすけを呼んだんだけど、ダメみたい。やっぱり歪ひずみが繫つながっていないと、声が届かないんだわ」

「そうですか」深く追求するのを諦あきらめて、結宇は強こわばった笑顔を浮うかべた。

　幸いなことに、観覧車との距きよ離りは離はなれていく。

「あの、逃げ切れますか？」

「たぶん」楓はうなずく。「歪みが弱くなってきている。もうすぐ、ふつうの世界に戻れるはず」

「よかったです」

　ふつうの世界に戻ると、楓もふつうの少女に戻るのだろうか、と結宇はふと思った。

　やがて、道を塞ぐフェンスが見えた。

『関係者以外立入禁止』の看板がある。

　そこからむこうは雑草の生えた未利用地のなかに道路が走っているだけだ。
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「あの……」質問したい気分で、結宇は楓に視線を向けた。

「突っ切って」

「やっぱり、そうですよね」結宇は諦めた。

　フェンスを突き破り、なかに走りこむ。

「この先は？」と楓。

「海岸まで一直線のはずです」

「ラッキーね。あの観覧車、海に落としてやる」

「それはいいですけど……」結宇は半泣きになって訴うつたえた。「あたしらのほうが先に海に落ちてしまいます。運転、替わってください」

「どうして？　あんたのほうが上手うまいじゃない」

「そんな……」

　もちろん結宇は運転などしたことがない。見よう見まねで走らせてはいるが、ほかに車のいない一本道だからこそできることだ。

　そんな自分より運転が下手へたな人間に生命を預けていたのかと思うとぞっとした。

「ど、どうすればいいんですか!?」

「決まっているじゃない。海の手前で、急ハンドルを切るの。そうしたら、あいつは方向転てん換かんできずに、海に落ちる」

「急ハンドルなんて……」

「とりあえずスピードを落として」

「落とすんですか!?　どうして？」

「離れすぎている」楓はレクチャーした。「これじゃあ、海に落とせない。あいつは余よ裕ゆうを持って停とまるわ。追いつかれそうで追いつかれない、微び妙みような距離を保つのがコツよ」

　楓の意図は理解できたが、微妙なスピード調節など上手くやる自信がない。

　しかし、やるしかない。結宇は自分の足元をのぞき、考えた──どうしてペダルがみっつもあるのかな？　いま踏んでいるのがアクセルとして、ブレーキはどっちだろう。

　考えていても埒らちがあかないので、足を踏み替え、ペダルのひとつを踏んだ。

　さいわいそれはブレーキだったので、車のスピードは落ちた。ただし、結宇は自覚している以上に緊きん張ちようしていた。軽く踏むつもりが、思い切り踏んづけてしまったのだ。

「スピード、落としすぎ！」楓が叫さけんだときにはもう遅おそかった。スピンこそしなかったものの、急ブレーキに伴ともなう不ふ愉ゆ快かいな音を立てて、車はつんのめるように停まり、エンストした。

　あわてて、発進しようとする。エンジンをかけるにはキーを回せばいいぐらいのことはわかっている。だが、クラッチを繫いでいてはいけないことは知らなかった。ギアも入れっぱなしなので、非力なセル・モーターが車を動かすばかりで、エンジンはいっこうにかからない。

　楓に救たすけを求めようとしたときには、観かん覧らん車しやがすぐ背後まで迫せまっていた。

「飛び降りてっ！」切せつ迫ぱくした声で楓が叫さけぶ。

　ドアを開けるのももどかしく、それを乗り越こえて飛び降りた結宇は、脚あしをもつれさせて転んでしまった。

　楓が救け起こし、「走って！　早く！」

　背後で観覧車が車を押しつぶした。

　ガソリンに火がつき、車が爆ばく発はつした。

　爆風に背中を押され、結宇はまた転てん倒とうした。頭から地面に突つっこんでしまう。

　いっしゅん意識が遠くなったが、気を失うのは免まぬがれた。口のなかに血の味がする。生きている証しよう拠こだ。

「大だい丈じよう夫ぶだった？」と楓が救け起こしてくれる。

「え、ええ」結宇はうなずくのが精せい一いつ杯ぱいだった。「あの、やっつけたんですか？」

「さあ？　あんまり期待しないほうがいいと思う。あたしらって、しぶといから」

「あたしら……？」結宇は聞き咎とがめた。

「あたしらがなにか、いまのあんたに教えても信じない。時間もないしね。そんなことより……」楓はことばを途と中ちゆうで切って、空を見あげた。

　結宇もつられて振ふり仰あおぐ。

　頭上で巨きよ大だいな影かげが旋せん回かいしていた。

　プテラノドンが飛んでいた。遥はるか古代に絶ぜつ滅めつした翼よく手しゆ竜りゆう。

「まさか……」結宇は呆ぼう然ぜんとする。

　あれは、『サファリ・イン・ロスト・ワールド』におかれていたものだろう。

「あれなら、狙ねらえるわ」余よ裕ゆうたっぷりの口調でいうと、楓は弓を構え、狙いをつけた。「ほんと、手て頃ごろな大きさ」

　プテラノドンは旋回をやめ、まっしぐらに結宇たちのほうへむかって突っこんできた。

「狙いはあたしみたい」楓がいった。

　彼女のことばの裏の意味を結宇は瞬しゆん時じに悟さとった。結宇は急いで楓のそばを離はなれた。足が竦すくまないだけ、度胸が据すわってきたのかもしれない、と結宇は秘ひそかに自画自じ賛さんした。

「進歩のない……」楓は舌打ちすると、弓を引き絞しぼる。

　魔ま除よけの音が響ひびきわたり、プテラノドンから男が弾はじき出される。男は手足をバタバタしながら、原っぱのなかへ落下した。

　だが、プテラノドンはそのまま滑かつ空くうをつづけ、楓と激げき突とつする。すくなくとも、結宇の目にはそう映った。

　プテラノドンは金属やグラスファイバーを撒まき散らし、単なる残ざん骸がいとなりはてた。その周囲に動くものはない。

　今度こそダメだ──結宇は呆然として、その場に崩くずれ落ちる。

　だれかがぽんぽんと肩かたを叩たたいた。

　長身の若者が立っていた。金属製のアクセサリーをじゃらじゃらとやたらにつけた革かわジャンを着ている。プテラノドンから飛び出た男だ。

「いっしょに来てもらおうか」若者はいった。

　男の顔に覚えはなかったが、その声には聞き覚えがあった。ユニクロ男が操あやつっていたのではないほうの馬の声だ。

「あなたたちは……、ほんとうになんなんですか？」やっとの思いで、結宇は訊きいた。「あたしがなにをしたというんですか？」

「人間には知らねぇほうがいいことがいくつかあるんだよ」男は肩をすくめた。「ついでにいうと、おまえはなにもしてねぇよ。子どもは親を選べないってことだ。いや……」とプテラノドンの残骸に目をやり、「関係のない出しゃばりを呼んでくれたのは余計だったな」

　そのとき、あの忌いまわしくも快い音が鳴り響いた。それまでとはちがって、結宇はまともに音を喰くらい、心洗われるような苦痛に身み悶もだえした。

「ごめんね、近づきすぎていたものだから、うまく外せなくて」楓が残骸のしたから這はい出してきた。

　もちろん、魔除けの音は男を狙ったものだった。結宇が受けたのが至し近きん弾だんとすれば、男が浴びたのは直ちよく撃げき弾だ。

　男は一〇メートル以上も吹ふっ飛び、仰あお向むけに倒たおれている。

　だが、このぐらいで生命を喪うしなうとは、結宇にはもはや考えられなかった。

　案の定、男はむっくりと上半身を起こす。「しぶといネェチャンだ」

「お互たがいさま。だれが出しゃばりよ。その悪口とこのほっぺたの傷。この落とし前はきっちり付けてもらうからね」

　楓は弓を槍やりのように構えると、若者に突つっかかっていった。

　男はナイフを抜ぬいて応戦した。

　楓に勝ち目があるようには思えなかった。まず、身体からだの大きさがちがう。弓はナイフよりリーチが長いが、矢を射るのでなければただのしなやかな棒きれだ。竹刀しないのほうがまだしも強力だろう。

　だが、信じられないようなことが起こった。

　弓が深々と若者の身体を貫つらぬいたのだ。

　若者は断だん末まつ魔まの悲鳴をあげた。ただ胴どう体たいを刺さし貫かれたせいだけとは感じられなかった。あえていうなら、電流のようなものを流されているかのようだ。

「そこまでにしてもらえませんか、そいつもうちの従業員だ」大鳥の声が背後からした。

　姿を現わした大鳥は左右に男を従えていた。右にいるのは火田だ。左にいるのは馬からはじき出されたユニクロ男。

「改めてご挨あい拶さつ申しあげる」大鳥が楓にいった。「わたしは株式会社イフカの大鳥と申します。こいつは火田。そして」と左の男を示し、「黒くろ磯いそ。そして、あなたが虐いじめているその男は柝さく間まといいます」

「あたしは楓。伊勢楓よ」自己紹しよう介かいしつつも、楓は柝間への攻こう撃げきの手を緩ゆるめない。

「すこしお話をしませんか」困こん惑わく気味に大鳥がいった。

「その話、面おも白しろい？」と楓。

「さあ。あまり面白くないかもしれません。重要な話というものはえてしてそういうものです」

「じゃあ、きかない」楓は弓をぐりぐりと動かした。「こっちのほうが面白そう」

「まあ、話をお聞きなさい。われわれの利益は共通しているはずです」

「あんたたちの利益なんか知らない」楓は首を横に振ふり、「ついでに、あんたたちも知らない。名前もどうせ本当じゃないんでしょ。あんたたちはあたしを知っているの？」

「残念ながら存じません。でも、どういった種類の存在かはわかります。ですから、われわれの利益と申しました」大鳥は眉み間けんに皺しわを寄せ、「たしかにわれわれの名は仮かり初そめのもの。しかし、イフカは実在し、われわれはそこから給料を貰もらっているのです。ここまで手の内を明かしているのです。すこし話をきいてくれませんか」

　楓はようやく弓を柝間の身体から引き抜いた。そして、結宇に目をやって、「この子は？」

「その子は、われわれの利益を損そこなうかもしれない存在です」

「そんなこと、しない」結宇はぶるぶると首をふった。「あなたたちなんて知りません。邪じや魔まする気なんかないです」

「それが納なつ得とくできたら、すぐ解放してあげるよ」大鳥は人好きのする笑えみを浮うかべた。

「父は……、父はどうしたんですか？」

「それが知りたかったら、こっちへいらっしゃい」と手を差し伸べる。

　結宇は楓に縋すがりついた。

「行きたくないっていってるみたい」と楓が結宇の気持ちを代弁してくれた。

「その子の意志は関係ありません」

「あたしの意志は？」

「気にしているからこそ、こうして礼を尽つくして話しているのではありませんか」

「歪ひずみが小さくなってきたわね。もう時間がないんじゃない？」

「歪み？　面白い表現ですね。われわれはフィールドと呼んでいますよ」

「洋風ね」

「時代に合わせていかなくてはなりませんもので」

「いつまでこんなのと話をしているんだ、大鳥さん」黒磯がいった。「この娘むすめ、もとは人間だぜ。おれたちにかなうはずがない」

「フィールドが消える前にやっちまおう」火田も賛さん同どうした。「柝間の仇かたきだ」

「勝手に殺すな」腹を押さえてぶるぶる震ふるえながら、析間が抗議する。致ち命めい傷しようを負っているようには見えなかった。

「いい考えね」楓は弓を構えた。

「侮あなどらないほうがいい」大鳥が仲間を制止する。「このお嬢じようさん、よほど力の強い存在のそばにいたようだ」

「好きでいたわけじゃないけど」と楓。

「早くしないと、フィールドが消えてしまう」黒磯が促うながした。

「消えたほうがいいんじゃねぇか」苦しげながらしっかりした声で柝間がいう。「腕わん力りよくなら、こちらが勝つ。あんなふざけた攻撃を受けなくてすむじゃねぇか。なんたって、こっちは男四人だ」

「腕力ならそうかもしれないけれど、あたし、こんなのも持っているの」

　楓が取り出したものを見て、結宇はぎょっとした。それは拳けん銃じゆうだった。

「時代に合わせないといけないからね」得意げに楓はいった。

「この時代にそんなものが必要ですか？」大鳥が嘆なげかわしげに眉まゆを顰ひそめた。

「武器を持っていないと、不安なの。わかるでしょ？」

「わかりますよ。伊勢さんはたぶん、物ぶつ騒そうな時代を生き抜ぬいていらしたはずですからね。でも、時代に合わすというなら、そんなものを持ち歩かないほうが……」大鳥がそういったとき、彼の胸元からクラークのトランペット・ヴォランタリーが流れた。「ちょっと失礼」大鳥はケイタイを取り出して、話しはじめた。「ええ。村西の件は処理しました。しかし……、はっ？　いえ、決して遊んでいるわけでは……、ええ。わかりました。ご命令のままに」

「処理？　処理ってなんのこと……？」結宇の発した問いにはだれもこたえようとしなかった。

「なんだって？」火田が不安げな面おももちで尋たずねる。

「撤てつ収しゆうだ」と大鳥、「会長はお腹立ちのご様子だぞ」

「どやされるぜ」火田がいった。「始末をつけてからのほうがいいんじゃないのか？」

「遅おくれたほうが、お気を悪くなさる」黒磯がそわそわしはじめた。

「しょうがないか」柝間が楓を睨にらみつけた。

　唐とう突とつに男たちは消えた。

「ああ、ずるい。自分たちだけ道をつけてもらって」楓は辺りを見回し、結宇に屈くつ託たくのない笑顔を見せた。「さあ、あたしたちはどうやって帰ろうか？」

　結宇はそれどころではなかった。『処理』という不ふ吉きつなことばに戦慄おののいていたのである。
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　株式会社イフカは最近急成長を遂とげた新興企業だ。いちおう食品会社ということになっているが、零れい細さい企業だったころから分不相応な規模の研究所を持ち、バイオテクノロジー関係の研究開発で大きな成果をあげている。

　社名の由来となった片かた田舎いなかで産うぶ声ごえをあげたこの企業もいまは東京の大おお手て町まちに巨きよ大だいな本社ビルを構えるまでになっていた。

　その本社ビルにはめったに使われないエレベーターが一基、ある。特務社員専用エレベーターと名づけられたそれは、ドアが最上階にしか開いていなかった。つまり、乗り降りできるのは、最上階からだけ。これではエレベーターとして役に立たない。

　じっさい、それはエレベーターと呼ばれているだけで、実体を伴ともなっていなかった。昇しよう降こうしない、ただの小こ部べ屋やなのである。余計な詮せん索さくを避さけるために、小部屋のしたは地下駐ちゆう車しや場じようまでの吹ふき抜ぬけとなっていた。むろん、この吹き抜けに外部の者や一いつ般ぱん社員が立ち入ることはできない。

　エレベーターの振ふりをした小部屋に四人の男たちが実体化した。

　大鳥、火田、黒磯、柝間、すなわちいままで結宇と楓を追いつめようとしていた男たちである。

　大鳥がエレベーターのスイッチを押して一分ほどすると、扉とびらが開いた。外から見ていれば、いかにも地下駐車場からあがってきたように思えただろう。

「お帰りなさいませ」秘書が会え釈しやくをする。「会長がお待ちかねです」

「やあ、恭きよう子こちゃん」火田が笑えみ崩くずれた顔で、「今日も可愛かわいいね」

「恐おそれ入ります」会長秘書は事務的な笑みを返した。

「なあ、これからドライヴでも行かないか？」

「わたくしは仕事がございますので、お受けできません。それに、火田さまにもご用がおありでしょう」

「ご用なんて、この三人に任せていればいいんだよ。でも、恭子ちゃんが馘くびになったら困るな。じゃあ、仕事が終わってからでも」

「残念ですが、プライベートな用事がございまして」

「用事ってなに？　まさか男とデートじゃないだろうな」

「ご想像にお任せいたします」

「わあ、そんなの、許されないよ。どんな男かしらないけれど、どうせろくでもない男に決まっている。別れるんだ」

「そういうわけにもまいりません」

「なぜだ？　わかった、ヤクザがバックについているんだろう。許せん。おれの可愛い恭子ちゃんの生活を縛しばるなんて。よおし、おれが恭子ちゃんを救ってやる」

「お気持ちだけで充じゆう分ぶんでございます」

「くう、泣けるな。その健けな気げさ。可か憐れんさ。だから、おれは恭子ちゃんが大好きなんだ。いや、救ける。ぜったい救ける。すぐ相手の名前を教えてくれ。組事務所だろうが、警察署だろうが、はたまた在日米軍基地だろうが、いまから乗りこんでいって……」

「いい加減にしろ」大鳥が窘たしなめ、火田の襟えり首くびを摑つかんだ。「行くぞ。会長をお待たせしたら、どんなことになるか、わかっているだろうが」

「放してくれよ、おれは愛欲に生きるんだ」火田は抗こう議ぎした。「恭子ちゃん、いまから駆かけ落おちしよう。会社なんてどうでもいいじゃないか。恭子ちゃん、きいているのかい。ドスもピストルも、いや、核かく兵器だろうが、いやいや、会長でさえ怖こわくない。おれたちの愛の前には……」

「行ってらっしゃいませ」秘書は四人にむけて笑顔で手を振る。

　秘書席の奧のドアが開いた。そのむこうは廊ろう下かだ。

　ドアが閉まったのを確かく認にんして、大鳥は手を放した。この完全防音のドアがしまっているかぎり、ここで爆ばく発はつが起こったとしても、会長秘書はなにも気づかないだろう。

「あんまり情を移すな」大鳥はいった。「あの娘むすめはつれていけない。おまえも寂さみしい思いをするのはいやだろう」

「だからじゃないか」火田は服をなおしながら、反論した。「せめておれの想おもい出でとして、新しい世界につれていってやるんだ」

「ふん」黒磯が鼻を鳴らす。

　四人は廊下の突つき当あたりのドアの前に立った。

　扉が開く。その奧は豪ごう壮そうな部屋だった。

　中央にはマホガニーのデスクがあり、そのむこうにひとりの美しい女性が坐すわっていた。彼女の名は法ほう印いん美み和わ。弱じやつ冠かん三二歳ということになっているが、株式会社イフカを一代で築いた代表取とり締しまり役やく会長として知られている。

　彼女は大鳥たちに背を向けていた。テレビを見ているのである。テレビでは、ブルー・ローズ・ランドで起こった事件についてのニュースを流していた。

　デスクの左右には男たちがふたりずつ立っている。若わか井い、土つち谷や、鳴なる瀬せ、伏ふし見みというのが彼らの名前である。彼らと大鳥たち四人を合わせて八人がイフカの特務社員だった。

　彼らの存在自体、一般社員は知らない。知っているのは、会長秘書をはじめ、ごく一部の社員のみ。それも幹部なら知っているというわけでもない。例えば、会長のしたには社長がいるが、彼は特務社員のことなどきいたこともないはずだ。

　特務社員の存在を知らされている社員も、彼らが何者であるのかは把は握あくしていない。知るべき立場のポジションには中ちゆう途と半はん端ぱに賢けん明めいな人間が配置されているので、詮せん索さくする者もいない。想像を逞たくましくはしているだろう。それぞれにタイプはちがうが、八人ともハンサムな男性であるので、秘書などは会長の愛人と思っている節がある。

　左の手前側に立っていた若井がにやりと笑う。「遊園地は楽しかったかね？　ずいぶん遊んだようだな」

「うるせぇ」柝間が唸うなる。

　美和がくるりと椅い子すを回転させ、横一列に並んだ大鳥たちを氷の眼まな差ざしで射る。

　それだけで、火田などは幼おさな子ごのように怯おびえた目をした。ほかの三人も多かれ少なかれ、居い心ごこ地ち悪げに身じろぎした。

　美和は立ちあがり、大鳥のすぐ前に立った。とつぜん、美和の右手が閃ひらめいた。

　鋭するどい打ちよう擲ちや音くおんがよっつ、鳴った。鳴りおわったあとには、大鳥たち四人の左ひだり頰ほおはいちように赤く腫はれていた。

「説明をきく」美和がいう。「なるべく目立たぬように、と指示したはずだったが」

「仰おつしやるとおりです、美和さま」大鳥が代表していう。

「たかが人間ひとり処分するのに、あの大おお騒さわぎはどういうわけだ？」と美和はテレビを指す。「まだ慎しん重ちようにしなければいけない時期なのは、おまえたちにもわかっているはず」

「人間だけではありませんでした。フィールドのなかで生きいきとする存在が現われたのです。フィールドを張ったのは間ま違ちがいだったかもしれません」

「まさか魑ち魅み魍もう魎りようのたぐいで大げさに騒さわいだのではあるまいな？」

「いいえ。それなら、珍めずらしくもありません」

「それがわかっているならいい。では、詳くわしい話をきこう。おまえたちへの罰ばつはそのあと、考えることとしよう」

　大鳥は説明を始めた。
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　また、これは『月と炎の戦記』の続編でもあります。しかし、前作を読んでいないせいで人間関係や設定がわからない、ということはないように書いた（もしくは、書いている）つもりです。この巻だけではいろいろわからないこともあるでしょうが、それはもっぱら作者が意図的に伏ふせているせいなので、物語が進むにつれてわかっていただけるかと思います。むしろ読んでいないほうが楽しめるかもしれません。もちろん、読んでくださっていれば、前作の知識があるなりに楽しんでいただけることを目指しております。

　さて、物語の今後ですが、主人公たちはグリーン・ハイツと名づけられた洋館から一歩も動かず、そればかりか敵方の連中までこのアパートに引っ越してきます。そして、一階と二階にわかれて、人類の存亡をかけた戦いが展開されるのです……というのも考えたのですが、人生には守りに入ることも必要なのではないか、という気がしてきたので、もうちょっと登場人物たちを派手に動かす予定です。

　よろしくお付き合いください。




　　平成十三年十月某日


森岡　浩之　　
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